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１

はじめに
　米州、アジア太平洋地域、欧州の三極で、持ち回りで

開催される ITS 世界会議が、2018 年はデンマーク・コ

ペンハーゲンで開催されました。第 25 回 ITS 世界会議

の概要と会議での当機構の活動などについて紹介します。

会議の概要
　会議の概要は次のとおりです。

・期間：2018 年９月 17 日（月）～　９月 21 日（金）

・会場：デンマーク・コペンハーゲン Bella Center

・テーマ：“ITS – Quality of Life”  ― ITS – 生活の質―

　参加国・地域数は 96 カ国・地域、参加者数は約

10,000 人でした。
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表１　過去の ITS 世界会議参加動向

2009
ストック
ホルム

2010
釜山

2011
オーランド

2012
ウィーン

2013
東京

2014
デトロイト

2015
ボルドー

2016
メルボルン

2017
モントリ
オール

2018
コペンハー
ゲン

参加国数 64 ヶ国 84 ヶ国 59 ヶ国 91 ヶ国 60 ヶ国 57 ヶ国 102 ヶ国 73 ヶ国 54 ヶ国 96 ヶ国

会議
登録者数 2,801 人 4,317 人

6,510 人 10,000 人
3,700 人 2,462 人 3,871 人 非公表 非公表 約 2,400 人

展示会
来場者数 8,512 人 38,700 人 10,000 人 9,140 人 12,249 人 11,496 人 6,000 人 約 10,000 人

出展数 254 団体 213 団体 236 団体 345 団体 238 団体 330 団体 433 団体 278 団体 301 団体 400 団体

写真１　会場外観

第25回　ITS世界会議コペンハーゲン
2018

中村　徹
ITS・新道路創生本部

ITS世界会議
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１

Service）、CAV（Connected and Automated Vehicle）

のセッションで、これらのセッションでは立ちの聴講者

も多くて部屋に入れないほどの盛況でした。セッション

発表の部屋は、今までの ITS 世界会議の中で最も狭い

２－１　開会式

　開会式は、10 月 17 日に行われ、コペンハーゲン市 

技術環境担当　Ninna Hedeager Olsen 氏、コペンハー

ゲン市 市長　Frank Jensen 氏、日本から総務省総合通

信基盤局電波部長　田原 康生 氏、EU から ITS Europ 

会長 Angelos Amditis 氏、最後にデンマーク　フレデ

リック皇太子の挨拶がありました。

　開会式終了後には、テープカットが行われました。

２－２　セッション

　ITS 世界会議コペンハーゲンは、プレナリーセッショ

ンと政府関係者、研究者そして民間企業の技術者が発表

するエグゼクティブセッション、スペシャルイセッショ

ンやテクニカルセッションがあり、セッション数は 250

でした。

　今年の ITS 世界会議の注目は、MaaS（Mobility as a 

出典：ITS世界会議ツイッター
写真３�　第 24回 ITS 世界会議モントリオール　テープ

カット

コペンハーゲン市�技術環境担当
Ninna�Hedeager�Olsen�氏

総務省　総合通信基盤局電波部長
田原�康生�氏

コペンハーゲン市�市長
Frank�Jensen�氏

ERTICO会長
Angelos�Amditis 氏

デンマーク
フレデリック皇太子

写真２　開会式のスピーチ
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州の企業が多く出展し、モビリティサービス関連や自動

運転関連の展示が目立ちました。展示会場の広さは、昨

年のモントリオール大会よりもやや広い規模でした。出

展団体の数は昨年より増加して 400 団体（昨年 301 団体）

でした。

　今回の展示会場には、日本から 34 企業 ･ 団体（昨年

は 31 企業 ･ 団体）の展示がありました。日本ブースには、

ITS Japan、内閣府、経産省、国交省（道路局）、総務

省（ARIB）、VICS、U 協、ITS-TEA、DRM、HIDO、

NEXCO ３社、首都高、阪神高速、富士通、三菱電機、

NEC、住友電工、東芝、ゼンリン、JTEKT、Micware、

アイシンスチィール、ダイナミックマップ、KDDI、

PTV ジャパンが合同で出展し、展示会場の初日には

Japan ブースにて日本企業 ･ 団体のテープカットが行わ

れました。

部屋でした。

　その他のセッションでは、セキュリティ、自動運転、

Smart City や通信関係のセッションにも多くの聴講者

がいました。

　自動運転関連のセッションでは、新しい技術の報告よ

りも法律、規則を変更すれば実現できるという前提状況

の報告が目立ちました。自動運転車の交通事故、死亡事

故に関連した話題もいくつかありました。

　セッションの聴講者数を見ますと、モビリティサービ

ス、コネクテッドビークル（つながる車）そして、セキ

ュリティに関心、興味があるように感じました。

２－３　展示会場

　展示は、ITS America、ERTICO、ITS Japan、ITS 

Korea などの各国の ITS 機関や ITS 関連の民間企業が

出展していました。欧州での開催ということもあり、欧

写真４　セッション会場
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ϙჇᵒώἍἕἉἹὅ会ئᴾ

㸰㸫㸰� セッション 
ITS 世界会議コペンࣁーࢤンは、ࣞࣉナリーセッションとᨻᗓ㛵ಀ⪅、◊✲⪅ࡑしてẸ㛫ᴗのᢏ⾡⪅がⓎ⾲

するࢮࢢ࢚クティブセッション、スペシࣕルセッションやテクニカルセッションがあり、セッションᩘは 250
でした。 
今ᖺの ITS世界会議のὀ┠は、0DDS㸦0RELOLW\ DV D SHUYLFH）、&$9㸦&RQQHFWHG DQG $XWRPDWHG 9HKLFOH ）

のセッションで、ࡇれࡽのセッションでは❧ࡕの⫈ㅮ⪅ࡶ多ࡃて部ᒇにධれ࡞いの┒況でした。セッション

Ⓨ⾲の部ᒇは、今までの ITS世界会議の୰で最ࡶ⊃い部ᒇでした。 
の⫈ㅮ⪅がࡃ多ࡶリティ、自動運転、SPDUW &LW\や㏻ಙ㛵ಀのセッションにࣗ࢟の他のセッションでは、セࡑ

いました。 
自動運転㛵㐃のセッションでは、新しいᢏ⾡の報告ࡼりࡶἲᚊ、つ๎をኚ᭦すれࡤᐇ⌧でࡁるとい࠺๓提状況

の報告が┠❧ࡕました。自動運転車の㏻ᨾ、Ṛஸᨾに㛵㐃したヰ㢟ࡶいࡃつありました。 
セッションの⫈ㅮ⪅ᩘをぢますと、モビリティサービス、コネクテッドビークル㸦つ࡞がる車）ࡑして、セ࢟

ࣗリティに㛵ᚰ、⯆がある࠺ࡼにឤࡌました。 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㼏㼛㼚㼚㼑㼏㼠㼑㼐㻌㼢㼑㼔㼕㼏㼘㼑䛾セ䝑䝅䝵ン㻌
㻹㼍㼍㻿䛾セ䝑䝅䝵ン㻌

写真５　展示会場入口 写真６　展示会場内

2 3



１

motors、KeoLIS）、V2X の C-ITS は信号情報提供がメ

インのサービス、自動駐車システムはディスプレイを使

った説明のみでした。

　デモンストレーション全体として、昨年と比べると小

規模という感じで、自動運転車により新たなモビリティ

サービス、自動運転車の安全対策（センサーの精度など）

をアピールした内容が目立ちました。

２－４　デモンストレーション

　今年の世界会議では、自動運転や V2X などのデモン

ストレーションが９種類（小型自動運転バスが４つ、

C-ITS が４つ、自動駐車システムが１つ）実施されまし

た。

　小型自動運転バスで新しいタイプが２台（local 

写真７　日本ブース　テープカット  
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䝩ン䝎 䝟ナ䝋䝙䝑䜽

$,S,1 '(1S2䝖䝶䝍

 
 
 

㸰㸫㸲�  モンストࣞーションࢹ
今ᖺの世界会議では、自動運転や92;࡞のࢹモンストࣞーションが9✀㢮㸦ᑠᆺ自動運転ࣂスが4つ、&-ITS

が4つ、自動㥔車システ࣒が1つ）ᐇ施されました。 
ᑠᆺ自動運転ࣂスで新しいタࣉが2ྎ㸦ORFDO PRWRUV、.HR/IS）、92;の&-ITSはಙྕ情報提供がメンの

サービス、自動㥔車システ࣒はࢹィスࣞࣉをࡗたㄝ᫂のࡳでした。 
モビリティ࡞り新たࡼで、自動運転車にࡌឤ࠺るとᑠつᶍといモンストࣞーションయとして、ᖺとẚࢹ

サービス、自動運転車のᏳ対⟇㸦センサーの⢭ᗘ࡞）をアࣆールした内容が┠❧ࡕました。 
でྠྜఱ社、ࡃ࡞モンストࣞーションではࢹ㸯社༢⊂のࡽモンストࣞーションをᐇ施するᴗは、ᖺࢹ

 。たとᛮいますࡁて࠼モンストࣞーションがቑࢹたࡏࢃྜࡳ⤌れのᢏ⾡をࡒれࡑ
92;㸦車車㛫、路車㛫）のࢹモンストࣞーションは㐣ཤの世界会議でᐇ施された内容をᗘᐇ施していました。 
 

㸦1）ᑠᆺ自動運転ࣂス 
O࣭RFDO PRWRUV㸦アメリカのᴗ） 
車యには*RRJOH 0DS、*3S、ࣞーࢲー、/L'$5が備され、/L'$5で㞀ᐖ物を᳨▱し、ࣞーࢲーで㞀

ᐖ物の㊥㞳を測定して、㞀ᐖ物があると、/L'$5の情報を車がุ᩿して㞀ᐖ物を㑊ࡅて㉮⾜しました。 
車の๓をேがᶓษࡗたとࡁはࣞーࢲーで㊥㞳ุ᩿してṆしていました。 
今までのᑠᆺ自動運転ࣂスは、㞀ᐖ物があるとṆし、オペࣞーターがᡭ動で᧯సしていましたが、ࡇの

車は自車でุ᩿して㉮⾜していました。 
࣭.HR/IS、$855I*2、85%$1 -81*/( 

.HR/IS はࣛࣇンスの㏻会社ࢢルーࣉ、.HR/IS と 1$9<$ がඹྠして㛤Ⓨしたᑠᆺ自動運転ࣂス、車

両には/L'$5、カメࣛ、スࣕ࢟ナー、*3S を備し、最㧗㏿ᗘ70NP/K がྍ⬟とのࡇと。カメࣛはオペࣞ

ーターの┘視⏝としてᦚ㍕されています。 
 
 

ϙჇᵖώଐஜ˖ಅブὊἋᴾ写真８　日本企業ブース
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て停止していました。

　今までの小型自動運転バスは、障害物があると停止し、

オペレーターが手動で操作していましたが、この車両は

自車で判断して走行していました。

・KeoLIS、AURRIGO、URBAN JUNGLE

　KeoLIS はフランスの交通会社グループ、KeoLIS と

NAVYA が共同して開発した小型自動運転バス、車両

には LiDAR、カメラ、スキャナー、GPS を装備し、最

高速度 70km/h が可能とのこと。カメラはオペレーター

の監視用として搭載されています。

・AURRIGO

　AURRIGO は会場から鉄道の駅までを NAVYA の

ARMA を運用していました。

・URBAN JUNGLE

　デモンストレーションを実施する企業は、昨年から１

社単独のデモンストレーションではなく、何社か合同で

それぞれの技術を組み合わせたデモンストレーションが

増えてきたと思います。

　V2X（車車間、路車間）のデモンストレーションは過

去の世界会議で実施された内容を再度実施していました。

（１）小型自動運転バス

・local motors（アメリカの企業）

　車体には Google Map、GPS、レーダー、LiDAR が装

備され、LiDAR で障害物を検知し、レーダーで障害物

の距離を測定して、障害物があると、LiDAR の情報を

車両が判断して障害物を避けて走行しました。

　車両の前を人が横切ったときはレーダーで距離判断し

写真９　local�motors

写真 10　小型自動運転バス車両
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信号情報以外の情報提供も検討しているそうです。

（３）V2Xデモンストレーション（C-ITS のデモンスト

レーション）

・Q-Free

　自転車に車載器とタブレットを装着して、信号情報、

駐車場案内、課金システムを体するデモンストレーショ

　URBAN JUNGLE はレーダー会社の ibeo が主体とな

って自動走行の体験乗車を実施し、障害物が現れた時の

緊急停止の安全性能を体験できました。

（２）V2Xデモンストレーション

・C-MOBILE 

　使用するコミュニケーションメディアは GPS、G5

（5.9GHz）、セルラーで、情報は G5 で提供する仕組みで

した。G5 の通信距離は 300m とのことでした。

　サービスは、工事情報、信号情報、逆走防止情報、事

故情報をドライバーに提供する内容でした。

・WAY2 

　北欧４ヶ国において、インターネットを利用した情報

提供システムのデモンストレーション。

　サービスは、信号機の情報をクラウドに上げて、その

信号に近づいた車に情報提供を行う内容でした。将来は

 

�/10 

㸦3）92;ࢹモンストࣞーション㸦&-ITSのࢹモンストࣞーション） 
࣭4-)UHH 

自転車に車㍕ჾとタブࣞットを╔して、ಙྕ情報、㥔車ሙ内、課金システ࣒をయするࢹモンストࣞ

ーションが⾜ࢃれていました。 
࣭S:$5&2 

ス࣐ート࢛ࣇンを⏝した自転車のಙྕ情報提供システ࣒が⾜ࢃれていました。 
ಙྕ情報はクࣛ࢘ドサーࣂにୖがり、ス࣐ート࢛ࣇンの *3S で㏆ࡃのಙྕ情報がス࣐ート࢛ࣇンに提

供されます。*3Sのㄗᕪで㐪࠺ಙྕ情報が⾲♧されるࡇとがḞⅬとのࡇと。 

 
 
 

�   
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ϙჇᵏᵒώᵱᵵᵟᵰᵡᵭỉἙἴὅἋἚἾὊἉἹὅᴾ

4-)UHH 

S:$5&2 ㉥ಙྕがኚࢃ

る㛫を⾲♧ 

自転車のಙྕがࢢリーンの、ス࣐ー

ト࢛ࣇンの⏬㠃にࢢリーンが⾲♧ 

ϙჇᵏᵑώᵯᵋᵤᶐᶃᶃỉἙἴὅἋἚἾὊἉἹὅᴾ写真 13　Q-Free のデモンストレーション
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ϙჇᵏᵏώ&-02%I/(ᴾἙἴὅἋἚἾὊἉἹὅᴾ

ϙჇᵏᵐώ:$<2ἙἴὅἋἚἾὊἉἹὅᴾ

㸦2）92;ࢹモンストࣞーション 
࣭&-02%I/(  

⏝するコ࣑ࣗニࢣーションメࢹィアは *3S、*5㸦5�9*+]）、セルࣛーで、情報は *5 で提供する

 。とでしたࡇでした。*5の㏻ಙ㊥㞳は300Pとのࡳ⤌
サービスは、ᕤ情報、ಙྕ情報、㏫㉮㜵Ṇ情報、ᨾ情報をドࣛࣂーに提供する内容でした。 

࣭:$<2  
欧4ࣨ国に࠾いて、ンターネットを⏝した情報提供システ࣒のࢹモンストࣞーション 
サービスは、ಙྕᶵの情報をクࣛ࢘ドにୖࡆて、ࡑのಙྕに㏆࡙いた車に情報提供を⾜࠺内容でした。

ᑗ᮶はಙྕ情報以外の情報提供᳨ࡶウしている࠺ࡑです。 
 

デモ車両

大きいアンテナは
GPSとG5
棒状はセルラー

路側機

工事情報 信号情報

 
 
 
 

デモ車両 信号情報
 

 
 

 
 
 

写真 11　C-MOBILE�デモンストレーション
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⏝するコ࣑ࣗニࢣーションメࢹィアは *3S、*5㸦5�9*+]）、セルࣛーで、情報は *5 で提供する

 。とでしたࡇでした。*5の㏻ಙ㊥㞳は300Pとのࡳ⤌
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࣭:$<2  
欧4ࣨ国に࠾いて、ンターネットを⏝した情報提供システ࣒のࢹモンストࣞーション 
サービスは、ಙྕᶵの情報をクࣛ࢘ドにୖࡆて、ࡑのಙྕに㏆࡙いた車に情報提供を⾜࠺内容でした。

ᑗ᮶はಙྕ情報以外の情報提供᳨ࡶウしている࠺ࡑです。 
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デモ車両 信号情報
 

 
 

 
 
 

写真 12　WAY２デモンストレーション
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ンが行われていました。

・SWARCO

　スマートフォンを利用した自転車への信号情報提供シ

ステムが行われていました。

　信号情報はクラウドサーバに上がり、スマートフォン

の GPS で近くの信号情報がスマートフォンに提供され

ます。GPS の誤差で違う信号情報が表示されることが

欠点とのこと。

２－５　閉会式

　９月 21 日の午後に閉会式が行われました。

　閉会式では技術論文の優秀者発表、来年のシンガポー

ル大会および再来年（2020 年）のロサンゼルス大会の

紹介が行われました。

　最後には恒例のパッシング・ザ・グローブパッシング

で、今大会の委員長から次回シンガポール大会の委員長

へ地球儀を模した ITS 世界会議のシンボルが手渡され

ました。

HIDOの活動

３－１　映像・パネルによる展示

　当機構は、国土交通省道路局、東日本高速道路、中日

本高速道路、西日本高速道路、首都高速道路、阪神高速

道路等と共同で、道路グループとして映像及びパネルを

3
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㸦3）92;ࢹモンストࣞーション㸦&-ITSのࢹモンストࣞーション） 
࣭4-)UHH 

自転車に車㍕ჾとタブࣞットを╔して、ಙྕ情報、㥔車ሙ内、課金システ࣒をయするࢹモンストࣞ

ーションが⾜ࢃれていました。 
࣭S:$5&2 

ス࣐ート࢛ࣇンを⏝した自転車のಙྕ情報提供システ࣒が⾜ࢃれていました。 
ಙྕ情報はクࣛ࢘ドサーࣂにୖがり、ス࣐ート࢛ࣇンの *3S で㏆ࡃのಙྕ情報がス࣐ート࢛ࣇンに提

供されます。*3Sのㄗᕪで㐪࠺ಙྕ情報が⾲♧されるࡇとがḞⅬとのࡇと。 

 
 
 

�   
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ϙჇᵏᵒώᵱᵵᵟᵰᵡᵭỉἙἴὅἋἚἾὊἉἹὅᴾ

4-)UHH 

S:$5&2 ㉥ಙྕがኚࢃ

る㛫を⾲♧ 

自転車のಙྕがࢢリーンの、ス࣐ー

ト࢛ࣇンの⏬㠃にࢢリーンが⾲♧ 

ϙჇᵏᵑώᵯᵋᵤᶐᶃᶃỉἙἴὅἋἚἾὊἉἹὅᴾ

写真 14　SWARCOのデモンストレーション

写真 15　コペンハーゲン市�技術環境担当
Ninna�Hedeager�Olsen�氏

写真 16　パッシング・ザ・グローブセレモニー
コペンハーゲンからシンガポールへ
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１

おわりに

　ITS 世界会議コペンハーゲン大会を振り返ってみると、

セッションでは MaaS（Mobility as a Service）、CAV

（Connected and Automated Vehicle）は部屋に入れな

いほどの盛況で、モビリティサービスとコネクテッドビ

ークルが注目されていることが分かりました。デモンス

トレーションでは小型自動運転バスが主となっていまし

た。展示では、欧州の企業が多く、モビリティサービス

の展示が目立ちました。

　閉会式において、今後の ITS 世界会議の内容につい

て紹介がありました。2019 年シンガポール大会はスマ

ートシティをテーマ、2020 年ロサンゼルス大会は車と車、

車とインフラ設備をつなげるコネクテッドビークルをテ

ーマ、2021 年のハンブルク大会はモビリティサービス

をテーマに開催する紹介がありました。

4中心とする展示を行いました。

　道路局からは ETC2.0 サービスとして、安全運転支援

やプローブ情報の活用、モビリティサービス、中山間地

域の自動運転の取り組みについて映像およびパネルで紹

介しました。

　道路会社からは安全でスムーズな交通に向けての ITS

の取り組みについてパネルで紹介しました。

　関係団体からは道路管理の高度化や新たな道路課金、

国際標準化活動などの取り組みについてパネルで紹介し

ました。
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ϙჇᵏᵕώᢊែブὊἋểޒᅆἣルᴾ

㸱．+I'2のά動 
㸱㸫㸯� ᫎീ࣭ࣃネルにࡼるᒎ♧ 
当ᶵᵓは、国ᅵ㏻┬道路ᒁ、ᮾ日ᮏ㧗㏿道路、୰日ᮏ㧗㏿道路、す日ᮏ㧗㏿道路、㤳㒔㧗㏿道路、㜰⚄㧗㏿

道路➼とඹྠで、道路ࢢルーࣉとしてᫎീཬࣃࡧネルを୰ᚰとするᒎ♧を⾜いました。 
道路ᒁࡽは(T&2�0サービスとして、Ᏻ運転ᨭやࣉローブ情報のά⏝、モビリティサービス、୰ᒣ㛫ᆅ

ᇦの自動運転のྲྀり⤌ࡳについてᫎീࣃࡧࡼ࠾ネルで⤂しました。 
道路会社ࡽはᏳでス࣒ー࡞ࢬ㏻にྥࡅての ITSのྲྀり⤌ࡳについてࣃネルで⤂しました。 
㛵ಀᅋయࡽは道路⟶⌮の㧗ᗘや新た࡞道路課金、国際ᶆ‽ά動࡞のྲྀり⤌ࡳについてࣃネルで⤂し

ました。 
 

 

 

 

 
㸲．ࢃ࠾りに 

ITS世界会議コペンࣁーࢤン会をり㏉ࡗてࡳると、セッションでは0DDS㸦0RELOLW\ DV D SHUYLFH）、&$9
㸦&RQQHFWHG DQG $XWRPDWHG 9HKLFOH ）は部ᒇにධれ࡞いの┒況で、モビリティサービスとコネクテッドビ

ークルがὀ┠されているࡇとが分りました。ࢹモンストࣞーションではᑠᆺ自動運転ࣂスが主とࡗ࡞ていまし

た。ᒎ♧では、欧州のᴗが多ࡃ、モビリティサービスのᒎ♧が┠❧ࡕました。 
㛢会式に࠾いて、今後の ITS 世界会議の内容について⤂がありました。2019 ᖺシン࣏࢞ール会はス࣐ー

トシティをテー2020、࣐ᖺロサンࢮルス会は車と車、車とンࣛࣇ設備をつࡆ࡞るコネクテッドビークルをテ

ー2021、࣐ᖺのࣁンブルク会はモビリティ サービスをテー࣐に㛤ദする⤂がありました。 
 

以  ୖ

写真 17　道路ブースと展示パネル
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調査行程と訪問先

　調査行程と訪問先を下記の表に示します。

　2018 年９月 23 日から９月 30 日の８日間の行程で、

５ヶ所の企業・公共機関・実証実験を訪問し、自動運転

や自動運転関連、交通情報提供、モビリティサービスの

調査を行いました。

2はじめに

　2018 年９月 23 日から９月 30 日の期間で「欧州にお

ける自動運転技術とビッグデータを活用した交通情報提

供の実態調査」を実施いたしました。昨年、10 数年ぶ

りに実施したHIDO主催の外国調査は、昨年の反省を

踏まえて事前告知を早めに行いました。調査には、昨年

より２名増えて 13 名の方が参加されました。

　調査内容は、近年注目されている自動運転と自動運転

に必要な地図や交通情報に着目して、欧州の企業、公共

機関を訪問しました。

1

欧州調査

2018年度欧州における自動運転技術と
ビッグデータを活用した交通情報提供の
実態調査

中村　徹
ITS・新道路創生本部

表�１　調査行程と訪問先

月　日（曜） 都　市　名 訪　問　先

９月 23日（日）
東京（成田）発
ワルシャワ　着

出発

９月 24日（月） ウッチ TomTom社の自動運転用地図作成部署を訪問

９月 25日（火）
ワルシャワ
ベルリン

ワルシャワからベルリンに移動

９月 26日（水） ベルリン
ベルリン市交通管制にて交通情報提供サービスを視察
TomTom社のビッグデータ、プローブデータによる交通情報部門を訪問

９月 27日（木）
ベルリン
パリ

ベルリンからパリに移動

９月 28日（金） パリ
VEDECOM社の自動運転を訪問
パリ市内にて自動運転バスの乗車体験（EZ10）

９月 29日（土）
パリ発

東京（成田）　着
（９/30）

帰国
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2

みがあるということでした。シェアリングサービスは自転

車、電気スクーター、そして自動車があり、シェアリング

自転車は５社あり、内４社が乗り捨て型のシェアリングサ

ービスを行い街中に乗り捨て自転車が多くなっています。

③ TomTom社　交通情報部門

　TomTom社の交通情報部門では、車両のプローブデ

ータを集め、現在の道路交通状況を判断してユーザに情

報を提供しているサービスについて視察しました。道路

交通の状況とは、例えば、集まったデータと過去のデー

タを比較し、現在の道路状況を通行止めや障害情報など

調査報告概要
① TomTom社　自動運転用地図

　ポーランドの第２の都市で工業都市のウッチにある

TomTom社の自動運転用地図作成部を訪問し、自動運

転用の地図の作成方法、地図作業状況、HDマップ（自

動運転用地図）の視察を行いました。

　TomTom社では自動運転のレベル１～３の安全運転

用地図とレベル４～５の自動運転地図の作成を行ってい

ました。

　地図に必要なのは、精度であり、現実の道路環境と自

車（写真１）でスキャンした道路環境の精度を上げるこ

とを行っていました。地図の細かい修正の最終確認は人

が行っていました。

写真１　HDマップ作成用車両MOMA

②ベルリン市交通管制

　ベルリン市の交通管制の内、道路交通情報を提供して

いる部門を訪問しました。

　道路交通情報提供はベルリン市から委託された民間企

業が行い、当初はダイムラーも加わっていましたが、道

路交通情報提供は公共性が高いため市がやるべきという

ことでダイムラーは撤退し、現在はVMZ（Verkehr 

Mobilität Zukunft：交通モビリティ未来）という情報提

供会社とシーメンスが行っています。

　情報提供は、ラジオ、ツイッター、インターネットで

行っていました。ツイッターはVMZが市に提案して実

現したサービスということでした。

　ベルリン市ではシェアサービスが多くなり、道路交通

の邪魔になることもあり、道路交通情報提供としての悩

3

写真３　交通情報提供モニター
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ճTRPTRP社� ㏻情報部㛛 
TRPTRP社の㏻情報部㛛では、車両のࣉローブࢹータを㞟ࡵ、⌧ᅾの道路㏻状況をุ᩿してࣘーザ

に情報を提供しているサービスについて視察しました。道路㏻の状況とは、ࡤ࠼、㞟まࡗたࢹータと

㐣ཤのࢹータをẚ㍑し、⌧ᅾの道路状況を㏻⾜Ṇࡵや㞀ᐖ情報ࣘ࡞ーザに提供を⾜ࡗたりします。ࡇれ

は、㐣ཤの情報とẚ㍑して車両の㏻⾜が࡞いሙྜ、ࡑの道路はᕤࡶしࡃはᨾで㏻⾜Ṇࡵにࡗ࡞ている

とุ᩿、また、㏻のὶれがᝏいሙྜ、ᕤᨾ࡞

道路࡞のᵝࡇ。のࡶを提供する࡞でしている

㏻情報はࢹータを㞟ࡵてࡽ⣙2分で提供するࡇと

がྍ⬟といࡇ࠺とでした。 
ローブ情報は、欧州のトࣛックᴗ⪅の50㸣とዎࣉ

⣙してࣉローブ情報を㞟して道路㏻情報をトࣛッ

クᴗ⪅に提供しているといࡇ࠺とでした。ࣉローブ

情報はトࣛック以外にタクシーࡶあります。 
┿ 4� TRPTRP社㏻情報部㛛の視察風景 

 
մ9('(&20社� 自動運転車㛤Ⓨᴗ 
自動運転車を㛤Ⓨしている 9('(&20 社をゼၥしました。自動運転の車యはルࣀーの㟁Ẽ自動車を

⏝し、センサーや*3Sを自車でྲྀり付ࡅて自動運転のᐇ㦂を⾜ࡗていました。運転ᡭがい࡞い自動運転は

ࡶ࣒㟁するシステ⤥ࡽが࡞です。自動運転の㛤Ⓨの他に㉮り࠺ࡑᐇ施しているࡅだࡁチྍをᚓたと࡞ู≉

㛤Ⓨしていました。 
9('(&20 では自動運転を┠ᣦしていますが、࢘ィーン᮲⣙やࣛࣇンス国内のἲᚊで運転ᡭ↓し

はまだㄆࡽࡵれてい࡞いたࡵ、運転車↓しでࡶ㉮⾜でࡁる࠺ࡼにἲᨵṇにྥࡅて協議を⾜ࡗている࠺ࡑで

す。また、自動運転車⏝の自動車ಖ険についてࡶಖ険会社とのᵝ࡞サービスがᐇ⌧ྍ⬟議ㄽしている

とのࡇとでした。 

�  �  

┿ 5� 9('(&20の自動運転車 
 

*5アンテナ 

*3Sと⿵ṇጤアンテナ 

/L'$5 

写真４　TomTom社交通情報部門の視察風景

写真２　ベルリン市交通管制視察風景
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動運転車用の自動車保険についても保険会社とどの様な

サービスが実現可能か議論しているとのことでした。

訪問国の交通状況
①ポーランドのETC

　ポーランドの高速道路では、全車種で 2012 年６月１

日から課金が実施されています。二輪車以外はETC

（viaTOLL）を利用することが可能です。二輪車は現金

のみ。

　昨年（2017 年）の 10 月のポーランドの高速道路を視

察した時では、入り口と出口に料金所があり、ETC車

載器の搭載車も非搭載車も一旦停止を行っていました。

（昨年、ETC利用者と現金利用者の金額は同じで、ETC

も一旦停止をするのでETC車載器を搭載している車両

はほとんど無しでした。）

　今年（2018 年）の９月にポーランドの高速道路を視

察した時は、料金所は全部撤去され、本線上のガントリ

ーで課金するフリーフローに変更されていました（写真

６、７）。

　本線上のETC路側アンテナ（路側機）は既設の表示

板や橋などを利用して設置されていました（写真８）。

4

ユーザに提供を行ったりします。これは、過去の情報と

比較して車両の通行がない場合、その道路は工事もしく

は事故で通行止めになっていると判断、また、交通の流

れが悪い場合、工事か事故などで渋滞しているなどを提

供するものです。この様な道路交通情報はデータを集め

てから約２分で提供することが可能ということでした。

　プローブ情報は、欧州のトラック事業者の 50％と契

約してプローブ情報を収集して道路交通情報をトラック

事業者に提供しているということでした。プローブ情報

はトラック以外にタクシーもあります。

④VEDECOM社　自動運転車開発企業（写真５）

　自動運転車を開発しているVEDECOM社を訪問しま

した。自動運転の車体はルノーの電気自動車を使用し、

センサーやGPS を自車で取り付けて自動運転の実験を

行っていました。運転手がいない自動運転は特別な許可

を得たときだけ実施しているそうです。自動運転の開発

の他に走りながら給電するシステムも開発していました。

　VEDECOMでは完全自動運転を目指していますが、

ウィーン条約やフランス国内の法律で運転手無しはまだ

認められていないため、運転手無しでも走行できるよう

に法改正に向けて協議を行っているそうです。また、自

 

3/6 

ճTRPTRP社� ㏻情報部㛛 
TRPTRP社の㏻情報部㛛では、車両のࣉローブࢹータを㞟ࡵ、⌧ᅾの道路㏻状況をุ᩿してࣘーザ

に情報を提供しているサービスについて視察しました。道路㏻の状況とは、ࡤ࠼、㞟まࡗたࢹータと

㐣ཤのࢹータをẚ㍑し、⌧ᅾの道路状況を㏻⾜Ṇࡵや㞀ᐖ情報ࣘ࡞ーザに提供を⾜ࡗたりします。ࡇれ

は、㐣ཤの情報とẚ㍑して車両の㏻⾜が࡞いሙྜ、ࡑの道路はᕤࡶしࡃはᨾで㏻⾜Ṇࡵにࡗ࡞ている

とุ᩿、また、㏻のὶれがᝏいሙྜ、ᕤᨾ࡞

道路࡞のᵝࡇ。のࡶを提供する࡞でしている

㏻情報はࢹータを㞟ࡵてࡽ⣙2分で提供するࡇと

がྍ⬟といࡇ࠺とでした。 
ローブ情報は、欧州のトࣛックᴗ⪅の50㸣とዎࣉ

⣙してࣉローブ情報を㞟して道路㏻情報をトࣛッ

クᴗ⪅に提供しているといࡇ࠺とでした。ࣉローブ

情報はトࣛック以外にタクシーࡶあります。 
┿ 4� TRPTRP社㏻情報部㛛の視察風景 

 
մ9('(&20社� 自動運転車㛤Ⓨᴗ 
自動運転車を㛤Ⓨしている 9('(&20 社をゼၥしました。自動運転の車యはルࣀーの㟁Ẽ自動車を

⏝し、センサーや*3Sを自車でྲྀり付ࡅて自動運転のᐇ㦂を⾜ࡗていました。運転ᡭがい࡞い自動運転は

ࡶ࣒㟁するシステ⤥ࡽが࡞です。自動運転の㛤Ⓨの他に㉮り࠺ࡑᐇ施しているࡅだࡁチྍをᚓたと࡞ู≉

㛤Ⓨしていました。 
9('(&20 では自動運転を┠ᣦしていますが、࢘ィーン᮲⣙やࣛࣇンス国内のἲᚊで運転ᡭ↓し

はまだㄆࡽࡵれてい࡞いたࡵ、運転車↓しでࡶ㉮⾜でࡁる࠺ࡼにἲᨵṇにྥࡅて協議を⾜ࡗている࠺ࡑで

す。また、自動運転車⏝の自動車ಖ険についてࡶಖ険会社とのᵝ࡞サービスがᐇ⌧ྍ⬟議ㄽしている

とのࡇとでした。 

�  �  

┿ 5� 9('(&20の自動運転車 
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/L'$5 

写真５　VEDECOMの自動運転車
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4．ゼၥ国の㏻状況 
ձ࣏ーࣛンドの(T& 
&課金がᐇ施されています。㍯車以外は(Tࡽーࣛンドの㧗㏿道路では、車✀で2012ᖺ6月1日࣏

㸦YLDT2//）を⏝するࡇとがྍ⬟です。㍯車は⌧金のࡳ。 
ᖺ㸦2017ᖺ）の10月の࣏ーࣛンドの㧗㏿道路を視察したでは、ධりཱྀとฟཱྀに料金ᡤがあり、(T&
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写真６　料金所があったときの写真
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写真８　既設の設備を利用してアンテナを設置
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写真７　料金所が撤去された状況
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ղベルリンᕷのシ࢙アリンࢢサービス 
ベルリンᕷでは多ࡃのシ࢙アリンࢢサービスのᴗがཧධしています。シ࢙アリンࢢ自転車、シ࢙アリ

ンࢢ㟁Ẽスクーター、シ࢙アリンࢢカーが⾤のあࡺࡽるᡤでぢるࡇとがฟ᮶ます。≉にシ࢙アリンࢢ自転

車はりᤞてᆺが多ࡃ、ᨺ置自転車のᵝ࡞状況でした。 

   
┿ 9� りᤞてᆺシ࢙アリンࢢ自転車 

�  
┿ 10� りᤞてᆺシ࢙アリンࢢ㟁Ẽスクーター 

�  
┿ 11� りᤞてᆺシ࢙アリンࢢカー 

 

写真９　乗り捨て型シェアリング自転車
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┿ 11� りᤞてᆺシ࢙アリンࢢカー 

 

写真 10　乗り捨て型シェアリング電気スクーター

12 13



ARMAの２車種ありますが、調査を行った日はEZ10

のみ運行していました。

　自動運転バスは、完全無人ではなく乗務員が配置され、

その乗務員はパリ市内のバスの運転手でした。

　車体の前に落ち葉が来ると緊急停止することがありま

したが、バス会社としてはこのくらいのセンサーの感度

が自動運転車には適しているとのことでした。

③フランスの自動運転バス

　パリ市内近郊で自動運転バスの走行実験が行われてい

るため、体験乗車の視察を行いました。走行実験の走行

距離は 1.5km、運行時間は午前 10 時～午後８時で実施

されていました。調査した日は図中の矢印の約 500mだ

けの運行でした。

　運行車両は、EasyMile 社の EZ10 と NAVYA社の 
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ճࣛࣇンスの自動運転ࣂス 
య㦂車の視察を⾜いました。㉮⾜ᐇ㦂、ࡵれているたࢃ⾜スの㉮⾜ᐇ㦂がࣂリᕷ内㏆㑹で自動運転ࣃ

の㉮⾜㊥㞳は 1�5NP、運⾜㛫は༗๓ 10 ～༗後 � でᐇ施されていました。調ᰝした日は図୰の▮༳

の⣙500Pだࡅの運⾜でした。 
運⾜車両は、(DV\0LOH社の(=10と1$9<$社の $50$の2車✀ありますが、調ᰝを⾜ࡗた日は(=10

のࡳ運⾜していました。 
自動運転ࣂスは、↓ேではࡃ࡞ົဨが㓄置され、ࡑのົဨはࣃリᕷ内のࣂスの運転ᡭでした。 
車యの๓にⴠࡕⴥが᮶ると⥭ᛴṆするࡇとがありましたが、ࣂス会社としてはࡇのࡽࡃいのセンサー

のឤᗘが自動運転車には㐺しているとのࡇとでした。 

�  
┿ 12� 自動運転ࣂス� � � � � � � � � � � � � 図 1� ㉮⾜⤒路 

 
図 2� 自動運転ࣂスの㉮⾜ᐇ㦂ሙᡤ 

 
 

以  ୖ
 

ถ᪕㛛 

 ルሪ࢙ࣇッ࢚

㉮⾜ᐇ㦂ሙᡤ 

写真 12　自動運転バス　
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以  ୖ
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㉮⾜ᐇ㦂ሙᡤ 

図１　走行経路
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図２　自動運転バスの走行実験場所
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写真 11　乗り捨て型シェアリングカー
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3

に規定されており、車両制限令に定める一般的制限値

（表１）を超える車両については、道路管理者の許可を

得て「特殊車両」として条件が付与され通行できる。高

速道路の制限値は大きいが、徐行などの条件なしに通行

できる車両のみ許可し、許可できない車両は一般道路を

走行することとなる。

　特殊車両の通行申請は WEB や窓口にて行われ、申請

費用は１件当たり 200 円である。

２－２　違反の取締

　無許可での通行、許可重量超過、許可寸法超過など各

種制限値を超える違反車の取締りを主に道路管理者が行

っている（表２）。

はじめに
　大型貨物車は、道路交通、道路施設、沿道住民などに

与える影響が大きいため、各国は負の影響を小さくしつつ、

輸送効率を高めるため、車両の寸法と重量に制限値を設

定し、それを超える車両は審査を経て通行を許可してい

る。また、無許可の車両や許可重量や通行ルートなどの条

件に違反している車両は取締などの対策を講じている。

日本の事例

２－１　特殊車両通行許可申請

　日本の特殊車両通行許可制度は、道路法第 47 条の２

1

2

表１　日本の大型車両の一般制限値

国名
寸法

軸重（t） 総重量（t）
長さ（m） 高さ（m） 幅（m）

日本

一般　12
高速道路

セミトレーラ　16.5
フルトレーラ　18.0

3.8
（高さ指定道路 4.1） 2.5

10
隣接軸重
18～ 20

一般　18～ 20
高速道路
20～ 25

　国際競争力、運転手不足、沿道環境などへの対応から、物流の中枢を担う大型貨物車の効率的な運行はますます重要

になっている。これらの課題への対応策の一つとして車両の大型化が進んでおり、わが国では特殊車両通行許可制度に

より道路管理者が大型車運行管理に大きな役割を担っている。海外においても大型車の通行に関し様々な対応が進めら

れている。GNSS （Global Navigation Satellite System/全球測位衛星システム）・WIM（Weigh-In-Motion/車両重量自

動計測装置）・OBW（On Board Weighing/車載型自動軸重計測装置）などを用いた制度も検討されている。

徳嵩　公明、レーグェン　ゴックルアット
ITS・新道路創生本部

海外における大型車運行管理の動向

平成30年度
講演会・調査研究発表会（Ⅱ）
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　　・ GNSS に対し位置情報から起点・終点及び走行経

路を記録する。

　　・ EU 指令（Directive96/53EC）をサポートする

OBW とのインターフェース。

　b）モーションセンサー（MS : Motion Sensor）

　　・走行距離、走行速度を検出。

出典：European Union, 2017
（https://ec.europa.eu/jrc/en/news/important-milestones-

towards-new-european-smart-tachograph）

図１　スマート・タコグラフの構成

欧州各国の事例

４－１　申請方法及び車両の制限値

　スウェーデンでは、道路の格付けにより一般制限値を

定めており、規格の高い道路では自由通行の範囲を拡大

している。軸重の一般的制限値は軸距と車軸数で分類さ

れ、道路の格付け毎に詳細に規定されている（表３）。

　特殊車両の通行許可は主に各国の道路管理者が実施し

ている。通行可能性を道路管理者がデータベースなどか

ら判断しており、調査した範囲では自動審査システムは

確認されていない。

　チェコでは中央政府が道路管理者に確認たうえで、一

元的に通行許可を実施している。

　通行許可申請は各国とも WEB で実施することが可能

で、申請費用は 12,800 円前後が多いがフランスは無料

となっている。

4

欧州の事例
　欧州諸国の多くは隣国と陸続きであり、トラック輸送

市場も自由化されているため、大型車は国境を越えて走

行する。制限値を超える車両で公道を走行しようとする

場合には、道路管理者に特殊車両通行許可を申請し許可

を得なければならないのは各国共通で、EU が定めた基

準や規制等の範囲内で各国ごとに基準等を定めている。

また、15 年後までに国際輸送に係るすべての商用貨物

車両にスマート・タコグラフの取付を義務化予定してい

る。

３－１　スマート・タコグラフ

　欧州では、運転時間違反の罰則規定が厳しく定められ、

事務所への立ち入りに加え、取締官は路上でタコグラフ

から印刷される運行データを確認し、ドライバーや乗務

員の運転時間（９時間以内／日）と連続運転時間（4.5

時間以内）を検査している。

　しかし、欧州では貨物車は複数の国をまたいで運行さ

れることが多く、従来のデジタル・タコグラフでは起点

と終点を含む走行位置が不明なことから乗務員や運送業

者による、データ改ざんや不正使用等が後を絶たないの

が現状である。

　そこで、GNSS 測位により業務の開始地点、就業地点、

走行経路情報を取得する次世代のデジタル・タコグラフ

としてスマート・タコグラフの構想が提案され、2019

年 6 月から新車へ装着義務付け予定である。また、将来

OBW が制度化された場合には、スマート・タコグラフ

が対応できる仕様となっている。

（１）スマート・タコグラフの構成概要（図１）

　a）車載器（VU : Vehicle Unit）

　　 　DSRC 通信に対し、警察官がタコグラフデータを

通信設備で読み取ることが可能。

　　 　タコグラフ確認のために不要な車両停止を削減で

きる。

3

表２　日本の違反取締方法

国名 取締実施者 取締の特徴 罰金

日本 道路管理者 指導取締基地での取締り
自動計測装置（WIM）による計測 最大 100万円
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3

る段階。また、欧州では OBW が安価なため運行管理用

として車載が進んでいるが、改ざん防止対策などがなさ

れていないため、違反取締には使われていない。

北中米の事例

５－１　申請方法及び車両の制限値

　北米の一般制限値は欧州より若干大きめで、米国では

各州が独自に定めることができる。メキシコにおいては

スウェーデンのように道路の格付けに応じて、車軸の構

成、軸距等から一般制限値を定めている（表５）。

　米国の一部州での審査は GIS と重量解析を組合わせ

た自動許可システムを導入しているが、日本と同様で自

5

４－２　違反車両の取締

　欧州では、国境での入国の際に重量のチェックが行わ

れており、国内での取締は主に警察が計量所で重量計測

や書類の確認を行っている。罰金は超過重量に応じた額

が適用される国が多く、主に裁判所により決定される

（表４）。

　EU 指令では、重量違反検出の改善ため OBW、WIM

などを用いた具体的対策を加盟国に要請しているが、強

制ではない「指令」であるため、現状では積極的な導入

事例は少ない。

　チェコでは WIM 測定データで罰金徴収できるように

計量法を改正して違反取締に取組んでいるが、その他の

国では WIM について試験等を行うなど検討を進めてい

表３　欧州の大型車両の一般的制限値

国名
寸法

軸重（t） 総重量（t）
長さ（m） 高さ（m） 幅（m）

イギリス 18.65 規定なし 2.55 稼働軸　11.5
非稼働軸　10 44

フランス 16.5 規定なし 2.55
シングル軸　10～ 11.5
タンデム軸　7.5 ～ 10.5
トリタンデム　27

44

ドイツ 18.75 4 2.55
シングル軸　10～ 11.5
タンデム軸　11～ 20
トリタンデム　21～ 24

44

チェコ 18.75 4 2.55
シングル軸　10～ 11.5
タンデム軸　11～ 20
トリタンデム 21～ 24

44

スウェーデン 25.25 規定なし 2.6
シングル軸　10～ 11.5
タンデム軸　11～ 20
トリタンデム　21～ 24

BK1　64
BK2　51.4
BK3　37

表４　欧州の取締

国名 取締実施者 取締の特徴 罰金
イギリス 税関または警察 書類の確認 8.7 万円～ 10.8 万円

フランス 税関または警察
許可書の有無・内容の確認
計量所、可搬型重量計、
低速WIMの重量測低

重量違反　
1.8 万円 /1t
軸重違反　
1.8 万円 /0.3t

ドイツ 警察 許可証の確認

許可なしでの走行　
8,100 円
重量違反�
4,050 円～ 5.8 万円��

スウェーデン 道路管理者または警察 許可書の有無
可搬型重量計による測定

違反の度合いによって
道路管理者が決定する。

チェコ 税関または警察 WIMによる直接取締 許可なしでの走行　
8,100 円

16 17



法令順守車両は車載機により取締基地での重量測定を回

避できる。カナダでは、違反に荷主責任があれば運転手

と同様に荷主にも罰則を適用している。

アジアの事例

６－１　申請方法及び車両の制限値

　一般制限値は欧米と同様であるが、軸重については詳

細な規定が無い（表７）。韓国では、聖水大橋の落橋以降、

大型車重量超過対策に力を入れている。中国、韓国は出

6

動審査できない場合もある。システムのみで審査できれ

ば、即日許可される。申請費用は数千円～数万円である。

　メキシコは地方の道路管理者ではなく中央政府が一元

的に通行許可を実施している。

５－２　違反取締

　米国、メキシコにおける重量取締は、WIM でスクリ

ーニングした違反車両を取締基地において固定式重量計

で計測し確定する。罰金は超過重量に応じた額となって

いる（表６）。

　米国の民間事業者の有料サービス（PrePass 制度）で、

表５　北米の大型車両の一般的制限値

国名
寸法

軸重（t） 総重量（t）
長さ（m） 高さ（m） 幅（m）

アメリカ

州による
代表的に
ジョージア州　30.48
アメリカ西部　33.53

州による
一般的に
4.15
4.27

2.59
シングル軸　9.07
タンデム軸　15.42
トリタンデム軸　19.5

36.2

カナダ
単車　12.5
セミトレーラ　23
フルトレーラ　27.5

4.15 2.6 15.4 44

メキシコ
単車　14
セミトレーラ　23
フルトレーラ　31

4.25 2.6
シングル軸　6.5
タンデム軸　21
トリタンデム　26.5

A 道路　58.5
B 道路　47.5
C 道路　40
D道路　18.5

表６　北中米の違反取締

国名 取締実施者 取締の特徴 罰金

アメリカ 運輸局または
警察

WIMによる審査後に取締所で測定
可搬型重量計を用いた測定

州によって異なる
超過した重量に応じて罰金を決
定する。

カナダ 警察 取締施設で取締
無作為に停止させ可搬型重量計で測定

車両寸法違反
1.7 万円～ 170万円

メキシコ 運輸省または
警察

WIMによる審査を行い、重量違反の車両を取締
所で許可証の確認と重量測定する。
また、可搬型重量計を使用し不定期に場所を変更
して取締を行う。

過積載の重量に応じて罰金の割
合も大きくなる。
18円 /100lp ～ 90 円 /100lp

表７　アジアの大型車両の一般的制限値

国名
寸法

軸重（t） 総重量（t）
長さ（m） 高さ（m） 幅（m）

韓国 16.7
連結車　19

4
認定道路　4.2 2.5 10 40

中国 18.1 4 2.55 細かい規定
なし

2軸車　18
3軸車　27
6軸車　49
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3

実験や解析等で評価し、車両と道路をレベル１～４にと

めて分類している（表９）。

表９　PBSレベルと主な車種に関係

レベル１ トレーラ　70t

レベル 2 フルトレーラ　85t

レベル 3 ロードトレイン２台連結　110t

レベル 4 ロードトレイン３台連結　150t

②IAP（Intelligent Access Program）

　IAP は国の組織である TCA（Transport Certification 

Australia）が認証した民間サービスプロバイダーとト

ラック事業者が自主的に契約する有料の運行管理プログ

ラム。民間サービスプロバイダーは GNSS 車載器によ

る車両の走行経路等のモニターリングサービスを行うと

ともにリアルタイムで監視し、違反走行は道路管理者に

自動的に報告される。

　運行事業者のメリットとして、一部州では認定サスペ

ンションによる軸量緩和が適用される。

　2017 年４月から IAP が改正され OBW（車載軸重計）

導入による重量監視が導入され、定められた仕様に基づ

く機器の認証試験が実施されている。

③申請方法及び大型車の一般制限値

　特殊車両の通行許可は国の統一機関の NHVR、管轄

内の場合は道路管理者が行い、PBS を適用する場合は

全て NHVR が実施することが基本となっている。WEB

で NHVR に許可申請することができ、車種毎に一般制

限値（表 10）と自由走行可能な道路が WEB 上に示され、

NHVR が道路管理者に確認した上で許可される。申請

費用は約 6,000 円。

④違反取締

　計計量所での受領測定による現地取締りが一般的であ

発地の道路管理者が通行許可を行い、申請は WEB や窓

口にて行われる。申請費用は中国で約 17 万円と高いが、

韓国は約 500 円と安くスマートホンで許可データが確認

できる。

６－２　違反取締

　韓国では道路管理者による取締専門チームが組織され、

毎日取締りが行われている。更に、WIM を用いた自動

違反検出装置の試験が開始されたところ。中国では

WIM でスクリーニングし取締基地で計測する。罰金は

両国とも超過重量に準じた額となっている（表８）。

オーストラリアの事例
　国土の広いオーストラリアではロードトレインと呼ば

れる巨大な車両が運行されている。大型車両国内法によ

っ て 国 の 組 織（NHVR：National Heavy Vehicle 

Regulator）を設立し、一元的（一部の州を除く）に重

量車両の管理制度を運営している。NHVR では従来の

基準の他、Performance Based Standard（PBS）によ

り道路と車両の分類に応じた性能評価を実施し、レベル

１～４に分類した基準を定めている。また軸量の緩和規

定があり（Higher Mass Limits）、道路に優しいエアサ

スペンション等の装着と、一部州では②に記載の IAP

（GNSS による車両位置モニターリング、将来は車載側

重量計（OBW）による重量モニターリング）加入が必

須となっている。

①PBS（Performance Base Standard）

　大型車走行可能性評価により車両と道路の分類を整理

し、車両の分類毎の自由通行区間を明示している。ロー

ドトレイン等の多重連結車が通行可能なルートを、走行

7

表８　アジアの違反取締

国名 取締実施者 取締の特徴 罰金

韓国 道路管理者及び警察
取締専門チーム

取締所での測定
高速道路で低速WIM測定
不定期な可搬型重量計取締

重量違反
�5 万円～ 30万円
寸法違反
�3 万円～ 10万円

中国 警察
WIMで審査し、違反とみられる
場合は計量所で計測する。

寸法違反
3,400 円～ 5.1 万円
重量違反
最大 51万円
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８－２　審査システム

　中央政府による申請窓口の一元化を図っている事例が

あるが、審査は概ね道路管理者の判断となっている。

WEB による申請が多く、審査期間は道路管理者との協

議などで、概ね１か月～数か月を要している。

　日本では複雑な自動審査システムを用いて許可事務を

実施しているが、米国も自動審査システムを一部の州で

導入している。米国も日本と同様に自動審査対象外が多

く、その場合審査期間が長期化している。

８－３　違反車の取締

　経路違反は GNSS・重量は WIM、OBW で取締を自

動化する方向だが、取締機器の精度の保持や処分に用い

る場合の法規上の制約など課題が多い。効率的な取締に

は自動化が必要だが、積極的に導入する国は少ない。

　経路や重量を把握するための車載器の認証の際には、

計測機器の改造、データの改ざんの対策などから導入は

難しい状況である。

　オーストラリアでは IAP 制度を用いて民間運行管理

サービス用車載器を通じて把握した経路や重量などの違

反通行を行政側に自動報告する制度を実施している。運

行管理サービスは有料で事業者は任意で参加し、重量緩

和などの優遇策と併せて運用している。

　日本では、ETC2.0 を用いた経路情報の収集が可能と

なっており、更に OBW を用いるなどにより重量情報も

含めて収集ことができれば、大型車の運行把握により違

反を抑止することが可能と考えられる。

るが、路側の CCTV カメラを用いた Safe-T-Cam 等で

大型車両の長距離速度と走行時間を監視している（表

11）。

　・ Safe-T-Cam カメラ –ナンバープレートを読み取り

大型車両の動きを監視する。

まとめ
　海外においても、車両の大型化により物流効率化や人

件費抑制を図ることで経済活動の活発化を目指している。

また、通行許可手続きは簡素化し、違反抑止力の効果に

より遵法させようとしている例が多い。

８－１　通行基準

　イギリス、フランス、スウェーデン、オーストラリア

では認証した車種分類と、道路規格に応じた一般制限値

を定め、同じ規格内の自由通行を拡大している。特殊車

両の通行許可は認証された車種分類で許可し、同じ規格

内の道路であれば通行経路は自由。

　オーストラリアでは運行管理や道路にやさしい認証サ

スペンションで最大軸重を緩和する措置がある。欧米で

は橋梁の疲労に関するデータをブリッジ WIM 等で収集

分し、許容荷重の見直しなど許可基準へ反映を検討して

いる。

　日本でも大型車優先区間や高速道路の特例に加え、新

たに重要物流道路制度による基準緩和が進められている。

8

表 10　オーストラリアの大型車一般制限値

国名
寸法

軸重（t） 総重量（t）
長さ（m） 高さ（m） 幅（m）

オーストラリア 単車　12.5
連結　19

4.3
家畜運搬車　4.6 2.5

シングル軸　9
タンデム軸　16.5
トリタンデム軸　20

42.5

表 11　違反取締

国名 取締実施者 取締の特徴 罰金

オーストラリア 警察

計量所での重量測定による現地取締。
カメラで大型車両の速度と走行時間を監視する。
IAPで違反発見した場合はプロバイダーから道路管
理者へ報告される。

許可なし走行� 最大 85万円
許可証携帯なし� 最大 24万円
車両寸法超過� 最大 85万円
過積載� 最大 170 万円
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3

自動運転サービスが社会実装するために必要となる技術

面（道路構造、通信機器等）および社会受容性のあり方

等について検討した。

自動運転サービス実証実験の概要

２－１　実証実験の目的

　本調査研究で対象とする自動運転サービス実証実験は、

高齢化が進行する中山間地域において、人流・物流を確

保するため、「道の駅」等を拠点とした自動運転サービス

を路車連携で社会実験・実装することを目的に実施してい

る（図１）。

2

はじめに

　国土交通省は平成 28年 12月に「国土交通省自動運転

戦略本部」を立ち上げ、物流や中山間地域をはじめとする

公共交通への活用戦略、車両の技術基準等の自動運転に

まつわる重要事項に関する方針を検討しており、その中で、

超高齢化等が進む中山間地域において、自動運転車両を

活用することにより、人流・物流を確保し、地域活性化に

繋げることを目的とした、「道の駅」等を拠点とする自動

運転サービスの実証実験を計画し、平成 29年度夏頃より

開始した。

　そこで本調査研究は、自動運転車両が進展する状況を

踏まえ、実証実験において取得された実験データ等から、

1

本調査研究では、中山間地における人流・物流に対する課題の解消を目的とする、道の駅など地域の拠点を核とした自動

運転サービスの速やかな社会実装を行うため、様々な条件下における課題をそれぞれ把握し、持続的な運営に向けた検討

を行った。
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図１　自動運転サービスイメージ

中山間地域における「道の駅」を拠点と
した自動運転サービスについて

江種　基、浜田　誠也
ITS・新道路創生本部
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を走行させた地域指定型、公募型の計 13箇所を対象とし

た（図２）。

２－３　実験車両

　実験に用いた車両は、応募のあった実験車両協力者４

者の車両である（図３）。

　タイプは大きくはバスタイプと乗用車タイプに分けられ

２－２　実証実験の実施箇所とサービス

　実証実験は主に技術的な検証を実施する地域指定型５

箇所、主にビジネスモデルを検討する公募型８箇所、お

よびビジネスモデルの更なる具体化に向けてフィージビリ

ティスタディ（FS）を机上にて検討する５箇所にて行わ

れている。本調査研究では、現地において自動運転車両
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ᐃ䛜で䛝ない䠄䠖ᶫ䞉䝖䞁䝛ル➼䠅
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䜘䜚⢭ᗘపୗ
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（２）ᐇドᐇ㦂のᐇ⟠ᡤとࢧーࣅス 

ᐇドᐇ㦂はにᢏ⾡ⓗな検ドを

ᐇࡍる地ᇦᣦᐃᆺ � ⟠ᡤ、に

るබເᆺࡍを検討ࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅ

� ⟠ᡤ、およࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅࡧの更

なるල体化に向けてࣜࣅࢪ࣮ࣇ

をᮘ上にて検（6(）ࢹࢱࢫࢸ

討ࡍる � ⟠ᡤにて行われている。

本ㄪᰝ研究では、⌧地において⮬

ື㐠㌿㌴୧を㉮行ࡉせた地ᇦᣦᐃ

ᆺ、බເᆺの計 �� ⟠ᡤを対㇟とし

た（図 �）。                 図 � ᖹᡂ �� 年ᗘᐇドᐇ㦂⟠ᡤ⨨図 
出典：中ᒣ間地ᇦにおける道の㥐等をᣐⅬとした⮬ື㐠㌿ࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅ検討会㓄ᕸ資料より 

（３）ᐇ㦂車୧ 

ᐇ㦂に用いた㌴୧は、応ເ

のあったᐇ㦂㌴୧༠ຊ⪅�⪅

の㌴୧である（図 �）。 
ࢱࢫࣂくはࡁはࣉࢱ

にศけらࣉࢱと用㌴ࣉ

れており、ࣖࣁ࣐発ືᶵᰴᘧ

会♫௨እの㌴୧は、あらࡌ

め作成した高⢭度の地図

ሗと⮬㌴の⨨を⤌ྜࡳわ

せて≧ἣ・事㇟に応ࡌて、制

ᚚࡍるࡶのである。 
図 � ᖹᡂ �� 年ᗘᐇドᐇ㦂に用ࡋた車୧ 

出典：中ᒣ間地ᇦにおける道の㥐等をᣐⅬとした⮬ື㐠㌿ࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅ検討会㓄ᕸ資料より 
 

３．ᐇドᐇ㦂の検ド項┠の検討 

⮬ື㐠㌿㌴୧の≉ᚩら♫会ᐇの課題を整理し、ᐇドᐇ㦂の検ド㡯┠を検討の上、検ド方ἲ

を検討した。 

（㸯）⮬ື㐠㌿車୧の♫ᐇの課題ᩚ⌮ 

㸯）⮬ᕫ⨨≉ᐃ 

⮬ື㐠㌿㌴୧の࠺ち � ḟඖ地図と高⢭度ࢧࣥࢭ

࣮の↷ྜを行ࡶ࠺のは、橋ᱱやࣝࢿࣥࢺなでྠ

課࠺ないといࡁᬒⰍが続くと⮬ᕫ⨨が≉ᐃでࡌ

題がある。また、⮬ᕫ⨨の≉ᐃを *36 にて行࠺

ሙྜには、ࣝࣅのᑕや上空の㐽ⶸにより⢭度が

ప下ࡍる（図 �）。 

図 � ⮬ᕫ⨨≉ᐃの課題 

出典：中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転ビジネスモデル検討会配布資料より
図３　平成 29年度実証実験に使用した車両
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3
折待ち車両による死角のため判別できない状況がある（図

５）。

（３）センサーの精度

　障害物を検知するためのセンサーにより安全な走行を

行うものであるが、雪・霧・雨等の悪天候時にセンサーの

検知性能が低下する。また、路面の凹凸等や植樹、草が

車道にはみ出している等している場合にセンサーが障害物

と検知し、停止してしまう。

（４）人との協調

　人間が運転する場合は、周辺の状況やドライバーの運転

を予測していることもあるが、実験に用いた自動運転車両

は把握した現在の周辺状況を判断して車両を制御するもの

であった。そのため、歩行者や自転車等が車両に接近する

と緊急停止することもあり、また、譲り合い等の普段のドラ

イバー同士のコミュニケーションができないため、狭隘道

路での離合等では走行等の判断ができないこともある。

（５）社会受容性

　自動運転車を用いたサービスを社会実装するためには、

サービスを受けるユーザーおよびサービスを展開する地域

に受け入れられる必要があり、以下の２つの社会受容性

がある。

　① 地域に提供する「自動運転輸送サービス」の社会受

容性

　②「自動運転」自体の社会受容性

３－２　検証項目と検証方法の設定

　３－１にて整理した自動運転車両の社会実装の課題と

考えられる項目から検証内容を検討し、設定した。大きく

分類すると①道路交通、②地域環境、③社会受容性に分

ており、ヤマハ発動機株式会社以外の車両は、あらかじ

め作成した高精度の地図情報と自車の位置を組み合わせ

て状況・事象に応じて、制御するものである。

実証実験の検証項目の検討
　自動運転車両の特徴から社会実装の課題を整理し、実

証実験の検証項目を検討の上、検証方法を検討した。

３－１　自動運転車両の社会実装の課題整理

（１）自己位置特定

　自動運転車両のうち３次元地図と高精度センサーの照

合を行うものは、橋梁やトンネルなどで同じ景色が続くと

自己位置が特定できないという課題がある。また、自己位

置の特定をGPSにて行う場合には、ビルの反射や上空の

遮蔽により精度が低下する（図４）。

（２）カメラ画像の判断

　信号現示の判別を可視光カメラで行う場合には逆光等

により判別できない状況が発生する。また、右折時では対

向直進車の接近状況等の判別が必要であるが、対向の右

3

 � 

 ീのุ᩿⏬࣓ࣛ࢝（２

ಙྕ⌧♧のุูをྍどග࣓ࣛ࢝で行࠺ሙྜには㏫ග等によりุูでࡁない≧ἣが発⏕ࡍる。ま

た、ྑᢡ時では対向┤進㌴の᥋近≧ἣ等のุูが必要であるが、対向のྑᢡᚅち㌴୧によるṚゅ

のためุูでࡁない≧ἣがある�図 ��。 
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図 � ⮬ື㐠㌿車୧の不ᚓពな⏬ീุ᩿の 
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㞀ᐖ物を検▱ࡍるための࣮ࢧࣥࢭによりᏳな㉮行を行ࡶ࠺のであるが、㞷・㟝・㞵等のᝏኳ
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ே間が㐠㌿ࡍるሙྜは、࿘㎶の≧ἣや࣮ࣂࣛࢻの㐠㌿をண しているࡇとࡶあるが、ᐇ㦂に

用いた⮬ື㐠㌿㌴୧はᢕᥱした⌧ᅾの࿘㎶≧ἣをุ᩿して㌴୧を制ᚚࡍるࡶのであった。ࡑのた
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（２）検ド項┠と検ド᪉ἲのタᐃ 

（㸯）にて整理した⮬ື㐠㌿㌴୧の♫会ᐇの課題と考えられる㡯┠ら検ドෆᐜを検討し、
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図５　自動運転車両の不得意な画像判断の例
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図 � ᖹᡂ �� 年ᗘᐇドᐇ㦂に用ࡋた車୧ 

出典：中ᒣ間地ᇦにおける道の㥐等をᣐⅬとした⮬ື㐠㌿ࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅ検討会㓄ᕸ資料より 
 

３．ᐇドᐇ㦂の検ド項┠の検討 

⮬ື㐠㌿㌴୧の≉ᚩら♫会ᐇの課題を整理し、ᐇドᐇ㦂の検ド㡯┠を検討の上、検ド方ἲ

を検討した。 

（㸯）⮬ື㐠㌿車୧の♫ᐇの課題ᩚ⌮ 

㸯）⮬ᕫ⨨≉ᐃ 

⮬ື㐠㌿㌴୧の࠺ち � ḟඖ地図と高⢭度ࢧࣥࢭ

࣮の↷ྜを行ࡶ࠺のは、橋ᱱやࣝࢿࣥࢺなでྠ

課࠺ないといࡁᬒⰍが続くと⮬ᕫ⨨が≉ᐃでࡌ

題がある。また、⮬ᕫ⨨の≉ᐃを *36 にて行࠺

ሙྜには、ࣝࣅのᑕや上空の㐽ⶸにより⢭度が

ప下ࡍる（図 �）。 

図 � ⮬ᕫ⨨≉ᐃの課題 図４　自己位置特定の課題
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おいて解決すべき事象が確認されている。②地域環境につ

いてはセンサーや自己位置特定といった車両の性能に関す

る項目において解決すべき事象が確認されている。

４－２　社会受容性の検証結果

　社会受容性の検証結果として以下のアンケート結果か

ら整理した（図７）。アンケート回答者の属性は、回答者

数：　1,240 人（男性：60.5％、女性：39.5％）、高齢者率（65

歳以上）：39.2％、運転免許保有率：89.4％であった。問に

対する主な結果は以下の通り。

　問１、問２：日常的な移動手段の充実に期待する割合が

高く、４割を占めた。一方、懸念される事項としては、車

両の不具合やメンテナンス対応などが上位を占めた。

　問３：乗車した後の方が、自動運転技術を信頼できると

回答した割合が高かった。また、「運転手不在の乗車」の

みで集計した場合でも、信頼できると回答した割合は乗

車前と比べて高くなった。

　問４：自動運転車両を用いた公共交通の将来の利用意

向は高い。特に、将来の日常的な移動に不安がある人や、

けられている（表１）。

　検証内容の検証方法としては、①道路交通、②地域環

境については、実験中に発生した自動運転の停止や手動

運転介入などのインシデントを運行記録・車両データ等か

ら把握し、車両に設置したカメラ映像と照合することで、

状況把握・要因推定を行うこととした（図６）。③社会受

容性は、実験に参加した乗車モニター、周辺住民へのア

ンケート調査により把握することとした。

実証実験結果
　平成 29年度の実証実験における検証結果について技術

面、社会受容性面にて整理した。

４－１　技術面の検証結果

　検証項目のうち①道路交通、②地域環境に関する技術面

の検証結果について、整理した（表２）。①道路交通につ

いては、車両の周辺検知、走行性能が概ね実証されている

が、積雪や路駐車両といった道路の管理水準に係る項目に

4

 � 

 ീのุ᩿⏬࣓ࣛ࢝（２

ಙྕ⌧♧のุูをྍどග࣓ࣛ࢝で行࠺ሙྜには㏫ග等によりุูでࡁない≧ἣが発⏕ࡍる。ま

た、ྑᢡ時では対向┤進㌴の᥋近≧ἣ等のุูが必要であるが、対向のྑᢡᚅち㌴୧によるṚゅ

のためุูでࡁない≧ἣがある�図 ��。 

ಙྕ㒊のฎ⌮

ಙྕ⌧♧のุู䛜ᚲせ

� ㏫ග➼に䜘䜚ྍどග䜹䝯䝷でุู
で䛝ない≧ἣ䛜Ⓨ⏕

ྑᢡ㒊のฎ⌮

ᑐྥ㌴の接㏆≧ἣ➼のุู䛜ᚲせ

� ᑐྥのྑᢡᚅ䛱㌴୧に䜘䜚Ṛゅ䛜
Ⓨ⏕

 
図 � ⮬ື㐠㌿車୧の不ᚓពな⏬ീุ᩿の 

 ーの⢭ᗘࢧࣥࢭ（３

㞀ᐖ物を検▱ࡍるための࣮ࢧࣥࢭによりᏳな㉮行を行ࡶ࠺のであるが、㞷・㟝・㞵等のᝏኳ

ೃ時に࣮ࢧࣥࢭの検▱ᛶ⬟がప下ࡍる。また、路㠃のพฝ等や᳜ᶞ、ⲡが㌴道にはࡳ出している

等しているሙྜに࣮ࢧࣥࢭが㞀ᐖ物と検▱し、Ṇしてしま࠺。 

㸲）ேとの༠ㄪ 

ே間が㐠㌿ࡍるሙྜは、࿘㎶の≧ἣや࣮ࣂࣛࢻの㐠㌿をண しているࡇとࡶあるが、ᐇ㦂に

用いた⮬ື㐠㌿㌴୧はᢕᥱした⌧ᅾの࿘㎶≧ἣをุ᩿して㌴୧を制ᚚࡍるࡶのであった。ࡑのた

め、Ṍ行⪅や⮬㌿㌴等が㌴୧に᥋近ࡍると⥭ᛴṆࡍるࡇとࡶあり、また、ㆡりྜい等のᬑẁの

が出᮶ないため、⊃㝼道路での㞳ྜ等では㉮行等のุ᩿がࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥኈのྠ࣮ࣂࣛࢻ

でࡁないࡇとࡶある。 

㸳）♫ཷᐜᛶ 

⮬ື㐠㌿㌴を用いたࢫࣅ࣮ࢧを♫会ᐇࡍるためには、ࢫࣅ࣮ࢧをཷける࣮࣮ࣘࢨおよ࣮ࢧࡧ

る地ᇦにཷけධれられる必要があり、௨下のࡍを展開ࢫࣅ � つの♫会ཷᐜᛶがある。 

 ձ地ᇦにᥦ౪ࡍる「⮬ື㐠㌿㍺㏦ࢫࣅ࣮ࢧ」の♫会ཷᐜᛶ 

 ղ「⮬ື㐠㌿」⮬体の♫会ཷᐜᛶ 

 
（２）検ド項┠と検ド᪉ἲのタᐃ 

（㸯）にて整理した⮬ື㐠㌿㌴୧の♫会ᐇの課題と考えられる㡯┠ら検ドෆᐜを検討し、

タᐃした。ࡁくศ㢮ࡍるとձ道路㏻、ղ地ᇦ⎔ቃ、ճ♫会ཷᐜᛶにศけられている（⾲ �）。 
⾲ � ⮬ື㐠㌿車୧の不ᚓពな⏬ീุ᩿の 

㡯┠㻌 ᑠ㡯┠㻌 ᳨ドෆ容㻌

①道路㏻㻌
䕿┦にな㏻⾜の䛯䜑の道路ᵓ㐀のせ௳㻌

㏣㉺し䜔㞳ྜを⪃៖し䛯ᖜဨ䡠ᚅ㑊ᡤ䡡␃ᡤの設⨨、Ṍ⾜
⪅䡡⮬㌿㌴とのศ㞳㻌

䕿⮬ື㐠㌿にᚲせとなる道路の⟶⌮Ỉ‽㻌
᳜᱂の⦾ⱱ、⊃ᑠᖜဨ、路⫪㥔㌴㌴୧㻌 ➼㻌
㻌

②地ᇦ⎔ቃ㻌
䕿Ẽ㇟᮲௳䠄㞵䞉㞷➼䠅㻌

㝆㞵に䜘る 㻸㻵㻰㻭㻾 ➼の᳨▱⬟ຊ、積㞷に䛚䛡る☢Ẽ䝬䞊䜹
➼の≉ᐃᛶ⬟㻌 ➼㻌

䕿㏻ಙ᮲௳䠄㻳㻼㻿 ཷಙឤᗘ➼䠅㻌
☢Ẽ䝬䞊䜹と 㻳㻼㻿 に䜘る⮬ᕫ⨨≉ᐃ⬟ຊ、㐲㝸᧯సに䜘る
㉮⾜≧ἣ㻌 ➼㻌

③♫ཷ容ᛶ㻌 䕿⮬ື㐠㌿にᑐする♫ཷ容ᛶ㻌
⮬ື㐠㌿ᢏ⾡䜈のಙ㢗ᛶ、⮬ື㐠㌿㌴୧の䜚ᚰ地㻌
㻌

表１　自動運転車両の不得意な画像判断の例

 � 

検ドෆᐜの検ド方ἲとしては、ձ道路㏻、ղ地ᇦ⎔ቃについては、ᐇ㦂中に発⏕した⮬ື㐠

㌿のṆやᡭື㐠㌿ධなのࢺࣥࢹࢩࣥを㐠行グ㘓・㌴୧ࢱ࣮ࢹ等らᢕᥱし、㌴୧にタ⨨

した࣓ࣛ࢝ᫎീと↷ྜࡍるࡇとで、≧ἣᢕᥱ・要ᅉ᥎ᐃを行ࡇ࠺ととした（図 6）。ճ♫会ཷᐜᛶ

は、ᐇ㦂にཧຍした㌴࣮ࣔࢱࢽ、࿘㎶ఫ民へのࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝによりᢕᥱࡍるࡇととした。 

䛆ᐇドᐇ㦂୰のᐇ㡯䛇
䞉ㄪᰝဨ䛿、ලྜ➼Ⓨ⏕᪥を䜲䝧䞁䝖䝻䜺䞊➼に䜘䜚グ㘓

↷ྜ

䜹䝯䝷ᫎീᐇ㦂㌴୧䛛䜙
ྲྀᚓ䛥䜜る䝕䞊䝍

䜲䝧䞁䝖
䝻䜺䞊

ᡭືグ㘓 ᐇ㦂୰䛿⮬ືグ㘓

㐠⾜グ㘓

ලྜ➼Ⓨ⏕

ධ

ලྜ➼Ⓨ⏕

ධ

㌴୧๓᪉、㌴୧ᚋ᪉、
䝗䝷䜲䝞ᚋ᪉、㌴ෆ

≧ἣᢕᥱ䞉せᅉ᥎ᐃ

 

図 6 ᐇドᐇ㦂୰のᐇ事項 

 

㸲．ᐇドᐇ㦂⤖ᯝ 

ᖹ成 �� ᖺ度のᐇドᐇ㦂における検ド⤖ᯝについてᢏ⾡㠃、♫会ཷᐜᛶ㠃にて整理した。 

 

（㸯）ᢏ⾡㠃の検ド⤖ᯝ 

検ド㡯┠の࠺ちձ道路㏻、ղ地ᇦ⎔ቃに㛵ࡍるᢏ⾡㠃の検ド⤖ᯝについて、整理した（⾲ �）。
ձ道路㏻については、㌴୧の࿘㎶検▱、㉮行ᛶ⬟がᴫࡡᐇドࡉれているが、✚㞷や路㥔㌴୧と

いった道路の⟶理Ỉ‽にಀる㡯┠においてゎỴࡁࡍ事㇟が☜ㄆࡉれている。ղ地ᇦ⎔ቃについ

ては࣮ࢧࣥࢭや⮬ᕫ⨨≉ᐃといった㌴୧のᛶ⬟に㛵ࡍる㡯┠においてゎỴࡁࡍ事㇟が☜ㄆࡉ

れている。 

⾲ � ᢏ⾡㠃の検ド⤖ᯝ 
 （のࡶࡁࡍ㸸な㉮⾜のためにゎỴەࠊのࡶいࡋᮃまࡀとࡇるࢀࡉゎᾘࡣ㸸な㉮⾜のためにࠐ）

᳨ド㡯┠ 㡯┠ ☜ㄆ䛥䜜䛯㇟

ᖜဨ
䕿Ṍ道䛜な䛟路⫪䜒⊃い区間で䛿、Ṍ⾜⪅䞉⮬㌿㌴を᳨▱し、㉮⾜Ṇ䜔
ᡭື㐠㌿でᅇ㑊のሙྜ䛒䜚
䕿ಙྕの↓いᕪⅬに䛚い䛶䛿㐍ධする㌴とのㆡ䜚ྜい䜔᳨▱䛜Ⓨ⏕
し、㉮⾜Ṇ䜔ᡭື㐠㌿でᅇ㑊のሙྜ䛒䜚

䕿ぢ㏻しのᝏいᕪⅬ➼で䛿、䛒䜙䛛䛨䜑ᡭື㐠㌿とするሙྜ䛒䜚

ᑐྥ㌴
䕿䠍㌴⥺➼の⊃㝼な区間で䛿、ᑐྥ㌴を᳨▱し、㉮⾜Ṇ䜔ᡭື㐠㌿で
ᅇ㑊のሙྜ䛒䜚

ᚋ⥆㌴ 䕿ప㏿㉮⾜の㌴୧䛿、ᚋ⥆㌴の㏣い㉺しཪ䛿␃䛜Ⓨ⏕するሙྜ䛜䛒䜚

᳜᱂
䕿㉮⾜⨨の設ᐃに䜘䛳䛶䛿、ἢ道の᳜᱂䞉㞧ⲡ䠄ཪ䛿道路区ᇦに䛿み
ฟし䛯᳜᱂䞉㞧ⲡ䠅を᳨▱し䛶㉮⾜Ṇ䜔ᡭື㐠㌿でᅇ㑊

積㞷 䖃道路⬥䜈㝖㞷し䛯㞷䛜㉮路㜼ᐖとなるሙྜ䛒䜚

路㥔㌴୧ 䖃路上㥔㌴㌴୧を᳨▱し䛯ሙྜに䛿、㉮⾜Ṇཪ䛿ᡭື㐠㌿でᅇ㑊

䕿ᣐⅬ空間に䛚䛡る道路ᵓ㐀のせ௳ 䝇䝨䞊䝇 䕿Ṍ⾜⪅䜔㍯㌴を᳨▱し、㉮⾜Ṇ䜔ᡭື㐠㌿でᅇ㑊のሙྜ䛒䜚

䝉䞁䝃䞊 䖃㝆㞷に䜘䜚㻸㼕㼐㼍㼞䛜㞀ᐖ物ㄆ㆑

䖃䝖䞁䝛ルෆで⮬㌴⨨をぢኻ䛖

䖃ษᅵ㒊、ᶞᮌに䜘る㻳㻼㻿ཷಙಶᩘのపୗ

①
道
路
䞉

㏻

䕿ᒣ間㒊䜔積㞷➼に䛚䛡る㉮⾜ᛶ䜔
㻌㻌䝉䞁䝃䞊の᳨▱⬟ຊ
䕿路㌴㐃ᦠᢏ⾡の᭷ຠᛶ
䚷㻌䠄㉮⾜ᛶ、⮬ᕫ⨨の≉ᐃ⢭ᗘ➼䠅

②
地
ᇦ
⎔
ቃ

ᕪⅬ
䕿ΰᅾ空間に䛚䛡る道路ᵓ㐀のせ௳

䕿⮬ື㐠㌿にᚲせとなる道路の⟶⌮Ỉ‽

⮬ᕫ⨨
≉ᐃ

 
ͤ中ᒣ間地ᇦにおける道の㥐等をᣐⅬとした⮬ື㐠㌿ࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅ検討会㓄ᕸ資料をཧ考に⦅㞟 

図６　実証実験中の実施事項
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3

運転免許の返納意向がある人の方が、高い傾向にある。

社会実装に向けた課題と解決の方向性
　自動運転サービスの実施に向けた実証実験を踏まえた

各段階の課題の整理および解決の方向性について検討を

行った（表３）。解決策の方向性では、対象とする地域が

中山間地域であり、限られた予算の中で運営していくこと

を鑑みて、地域の協力という観点で検討を行っている。し

たがって、計画段階における地元との課題の共有を行っ

た上での合意形成が重要と考える。

持続的な運営のための検討
　自動運転サービスの社会実装のためには、地域特性と

の整合性と自動運転車両を含めた運営形態（事業スキー

ム）の継続性を確保することが重要と考え、ビジネスモデ

ルの検討を行った（図８）。

６－１　貨客混載モデル

　利用者から運賃や運送費を徴収すること（BtoC）でサ

ービスを運営するモデルとして貨客混載型のビジネスモデ

ルがある。このモデルでは、サービス運営主体が運賃・

5

6

 � 

（２）♫ཷᐜᛶの検ド⤖ᯝ 

♫会ཷᐜᛶの検ド⤖ᯝとして௨下の

。ら整理した（図 �）ᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥ

 ：ᩘ⪅⟆ᅇ⟅⪅のᒓᛶは、ᅇࢺ࣮ࢣࣥ

����� ே�⏨ᛶ：6���㸣、女ᛶ：����㸣）、

高齢⪅⋡（6� ṓ௨上）：����㸣、㐠㌿ච

チಖ᭷⋡：����㸣であった。ၥに対ࡍる

な⤖ᯝは௨下の㏻り。 
ၥ �、ၥ �：日ᖖⓗな⛣ືᡭẁのᐇに

ᮇᚅࡍるྜが高く、� を༨めた。一方、

ᠱᛕࡉれる事㡯としては、㌴୧の不ලྜや

 。が上を༨めた対応なࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥ
ၥ �：㌴した後の方が、⮬ື㐠㌿ᢏ⾡

をಙ㢗でࡁるとᅇ⟅したྜが高った。

また、「㐠㌿ᡭ不ᅾの㌴」のࡳで㞟計し

たሙྜでࡶ、ಙ㢗でࡁるとᅇ⟅したྜは

㌴๓とẚて高くなった。 
ၥ �：⮬ື㐠㌿㌴୧を用いたබඹ㏻の

ᑗ᮶の用ព向は高い。≉に、ᑗ᮶の日ᖖ

ⓗな⛣ືに不Ᏻがあるேや、㐠㌿චチの㏉

⣡ព向があるேの方が、高いഴ向にある。     図 � ♫ཷᐜᛶࣥケート⤖ᯝ 
出典：中ᒣ間地ᇦにおける道の㥐等をᣐⅬとした⮬ື㐠㌿ࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅ検討会㓄ᕸ資料より 

 

㸳．♫ᐇに向けた課題とゎỴの᪉向ᛶ 

⮬ື㐠㌿ࢫࣅ࣮ࢧのᐇに向けたᐇドᐇ㦂を㋃まえたྛẁ㝵の課題の整理およࡧゎỴの方向ᛶ

について検討を行った（⾲ �）。ゎỴ策の方向ᛶでは、対㇟とࡍる地ᇦが中ᒣ間地ᇦであり、㝈ら

れたண⟬の中で㐠Ⴀしていくࡇとを㚷ࡳて、地ᇦの༠ຊとい࠺ほⅬで検討を行っている。したが

って、計画ẁ㝵における地ඖとの課題のඹ᭷を行った上でのྜព形成が㔜要と考える。 
⾲ � ♫ᐇに向けた課題とゎỴの᪉向ᛶ 

㡯┠㻌 ㄢ㢟㻌 ゎỴの᪉ྥᛶ䠄地ᇦの༠ຊ䠅㻌

㻝䠅ィ⏬ẁ㝵㻌 ①ル䞊䝖䠄䝺䝧ル 㻠 区間䠅の設ᐃ㻌
⮬ື㐠㌿䝃䞊ビ䝇䞉地ᇦㄢ㢟䜈の体ⓗな活ື䜈の⌮ゎ㻌

㌴⥺ቑῶ⟠ᡤな䛹の」㞧なุ᩿をᚲせとする⟠ᡤを㑊䛡る㻌

㻞䠅道路䞉㏻㻌

②ᚋ⥆㌴の㏣㉺しを⪃៖し䛯ᖜဨ㻌
⮬ື㐠㌿㌴୧を㏣いᢤ䛡る␃ᡤ䞉ᚅ㑊ሙを設䛡、㏻ᖖ㐠⾜に

䛿㏣いᢤ䛛ない㻌

③Ṍ⾜⪅䞉䝅ル䝞䞊䜹䞊䞉⮬㌿㌴とのඹᏑ㻌 人ᐙ䛜㐃ᢸし䛶いる地ᇦな䛹で䛿、㘒⥈に␃ព㻌

䐢᳜᱂の⦾ⱱ㻌 ࿘㎶ఫẸの༠ຊに䜘る道路に䛿みฟし䛯᳜᱂の⟶⌮㻌

䐣ᖜဨ⊃ᑠ区間㻌 ᖜဨの⊃い区間で䛿、↓⌮な㏿ᗘ䜔㉮⾜⨨で㉮⾜しない㻌

䐤路⫪㥔㌴㌴୧㻌 㐠⾜ル䞊䝖上の路上㥔㌴をしない㻌

䐥ฟい㢌、ᕪⅬでの一⯡㌴とのΰᅾ㻌 㐠⾜ル䞊䝖上のಙྕの↓いᕪⅬで䛿、ᕪⅬ㐍ධに␃ពする㻌

㻟䠅地ᇦ⎔ቃ㻌
䐦㝖㞷䜔⤖㜵Ṇのᩓᕸ➼㻌 ㉮⾜ル䞊䝖上の㝖㞷䞉道路⟶⌮㻌

䐧積㞷に䜘るᙳ㡪䠄敷地ෆに䛚䛡る㥔㌴㌴୧䠅㻌 ㉮⾜ル䞊䝖上の㝖㞷䞉道路⟶⌮㻌

㻠䠅㐠Ⴀ㻌 䐨⮬ື㐠㌿㌴୧の⟶⌮䠄䝗䝷䜲䝞䞊䠅㻌 地ᇦఫẸ⮬䜙䛜㐠㌿ᡭとなるな䛹ᣢ⥆ྍ⬟な⤌みస䜚㻌

 

出典：中山間地域における道の駅等を拠点とした
自動運転ビジネスモデル検討会配布資料より

図７　社会受容性アンケート結果
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検ドෆᐜの検ド方ἲとしては、ձ道路㏻、ղ地ᇦ⎔ቃについては、ᐇ㦂中に発⏕した⮬ື㐠

㌿のṆやᡭື㐠㌿ධなのࢺࣥࢹࢩࣥを㐠行グ㘓・㌴୧ࢱ࣮ࢹ等らᢕᥱし、㌴୧にタ⨨

した࣓ࣛ࢝ᫎീと↷ྜࡍるࡇとで、≧ἣᢕᥱ・要ᅉ᥎ᐃを行ࡇ࠺ととした（図 6）。ճ♫会ཷᐜᛶ

は、ᐇ㦂にཧຍした㌴࣮ࣔࢱࢽ、࿘㎶ఫ民へのࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝによりᢕᥱࡍるࡇととした。 

䛆ᐇドᐇ㦂୰のᐇ㡯䛇
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図 6 ᐇドᐇ㦂୰のᐇ事項 

 

㸲．ᐇドᐇ㦂⤖ᯝ 

ᖹ成 �� ᖺ度のᐇドᐇ㦂における検ド⤖ᯝについてᢏ⾡㠃、♫会ཷᐜᛶ㠃にて整理した。 

 

（㸯）ᢏ⾡㠃の検ド⤖ᯝ 

検ド㡯┠の࠺ちձ道路㏻、ղ地ᇦ⎔ቃに㛵ࡍるᢏ⾡㠃の検ド⤖ᯝについて、整理した（⾲ �）。
ձ道路㏻については、㌴୧の࿘㎶検▱、㉮行ᛶ⬟がᴫࡡᐇドࡉれているが、✚㞷や路㥔㌴୧と

いった道路の⟶理Ỉ‽にಀる㡯┠においてゎỴࡁࡍ事㇟が☜ㄆࡉれている。ղ地ᇦ⎔ቃについ

ては࣮ࢧࣥࢭや⮬ᕫ⨨≉ᐃといった㌴୧のᛶ⬟に㛵ࡍる㡯┠においてゎỴࡁࡍ事㇟が☜ㄆࡉ

れている。 

⾲ � ᢏ⾡㠃の検ド⤖ᯝ 
 （のࡶࡁࡍ㸸な㉮⾜のためにゎỴەࠊのࡶいࡋᮃまࡀとࡇるࢀࡉゎᾘࡣ㸸な㉮⾜のためにࠐ）
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し、㉮⾜Ṇ䜔ᡭື㐠㌿でᅇ㑊のሙྜ䛒䜚

䕿ぢ㏻しのᝏいᕪⅬ➼で䛿、䛒䜙䛛䛨䜑ᡭື㐠㌿とするሙྜ䛒䜚

ᑐྥ㌴
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ฟし䛯᳜᱂䞉㞧ⲡ䠅を᳨▱し䛶㉮⾜Ṇ䜔ᡭື㐠㌿でᅇ㑊

積㞷 䖃道路⬥䜈㝖㞷し䛯㞷䛜㉮路㜼ᐖとなるሙྜ䛒䜚

路㥔㌴୧ 䖃路上㥔㌴㌴୧を᳨▱し䛯ሙྜに䛿、㉮⾜Ṇཪ䛿ᡭື㐠㌿でᅇ㑊

䕿ᣐⅬ空間に䛚䛡る道路ᵓ㐀のせ௳ 䝇䝨䞊䝇 䕿Ṍ⾜⪅䜔㍯㌴を᳨▱し、㉮⾜Ṇ䜔ᡭື㐠㌿でᅇ㑊のሙྜ䛒䜚

䝉䞁䝃䞊 䖃㝆㞷に䜘䜚㻸㼕㼐㼍㼞䛜㞀ᐖ物ㄆ㆑

䖃䝖䞁䝛ルෆで⮬㌴⨨をぢኻ䛖

䖃ษᅵ㒊、ᶞᮌに䜘る㻳㻼㻿ཷಙಶᩘのపୗ
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ͤ中ᒣ間地ᇦにおける道の㥐等をᣐⅬとした⮬ື㐠㌿ࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅ検討会㓄ᕸ資料をཧ考に⦅㞟 

表２　技術面の検証結果

　※中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転ビジネスモデル検討会配布資料を参考に編集
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今後の課題
　本調査研究では、平成 29年度に実施した中山間地域に

おける道の駅等を拠点とした自動運転サービス実証実験

結果から技術面と社会受容性の点で社会実装における課

題と解決の方向性を検討した。さらに今後の地域での運

営形態のあり方としてビジネスモデルを検討した。対象と

した実験は１週間程度の実験であったことから、社会実装

の実現のためには長期間の実験を通した課題の確認等が

必要となってくる。長期間の実験を通して、技術面におい

ては、気象状況・道路状況の変化や地域住民・ドライバ

ーの慣れによる手動介入の減少などの把握を行い、社会

受容性では同一モニターが複数回利用することによる変化

の把握が必要となる。また、今後の地域での運用を見据え、

モビリティサービスの人材育成や課題解決意識の醸成、

実験のオペレーションや車両のドライバーを地域住民、地

元企業が担う仕組み等を検討することも必要である。

7運送収入による継続的な事業運営を行うことで、地域住

民の地域交通や地域生活の利便性向上だけではなく、観

光客への二次交通の確保、観光地移動の利便性向上、農

家や工芸家への商品納入等の作業負荷軽減、道の駅への

集荷支援による品揃えの充足、及び買い物支援による販

売促進も同時に図る。

６－２　福祉・民間事業モデル

　送迎や集荷を要する事業者等から送迎業務を受託

（BtoB）してサービスを運営するモデルとして、福祉・民

間事業モデルがある。このモデルでは、サービス運営主

体が民間事業者等からの委託費による継続的な事業運営

を行うことで、貨客混載モデルと同様の地域住民等への

利便向上を図り、さらに民間事業施設の送迎サービスの

提供による販売促進等、福祉施設における送迎の外部委

託による車両運行等の負荷軽減、および施設利用者への

施設移動の利便性向上を図る。

 6 

６．ᣢ⥆ⓗな㐠Ⴀのための検討 

⮬ື㐠㌿ࢫࣅ࣮ࢧの♫会ᐇのためには、地ᇦ≉ᛶとの整ྜᛶと⮬ື㐠㌿㌴୧をྵめた㐠Ⴀ形

ែ（事業࣒࣮࢟ࢫ）の⥅続ᛶを☜ಖࡍるࡇとが㔜要と考え、ࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅの検討を行った（図 �）。 
 

（㸯）㈌ᐈΰ㍕ࣔࢹル 

用⪅ら㐠㈤や㐠㏦㈝をᚩࡍるࡇと（%WR&）でࢫࣅ࣮ࢧを㐠Ⴀࡍるࣔࣝࢹとして㈌ᐈΰ㍕

ᆺのࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅがある。ࡇのࣔࣝࢹでは、ࢫࣅ࣮ࢧ㐠Ⴀ体が㐠㈤・㐠㏦ධによる⥅続ⓗ

な事業㐠Ⴀを行ࡇ࠺とで、地ᇦఫ民の地ᇦ㏻や地ᇦ⏕活の౽ᛶ向上ࡔけではなく、ほගᐈへ

のḟ㏻の☜ಖ、ほග地⛣ືの౽ᛶ向上、㎰ᐙやᕤⱁᐙへのၟရ⣡ධ等の作業㈇Ⲵ㍍ῶ、道

の㥐への㞟Ⲵᨭによるရᥞえの㊊、ཬࡧ㈙い物ᨭによる㈍ಁ進ྠࡶ時に図る。 
 

（２）⚟♴・Ẹ間事業ࣔࢹル 

㏦㏄や㞟Ⲵを要ࡍる事業⪅等ら㏦㏄業ົをཷク（%WR%）してࢫࣅ࣮ࢧを㐠Ⴀࡍるࣔࣝࢹとし

て、⚟♴・民間事業ࣔࣝࢹがある。ࡇのࣔࣝࢹでは、ࢫࣅ࣮ࢧ㐠Ⴀ体が民間事業⪅等らのጤ

ク㈝による⥅続ⓗな事業㐠Ⴀを行ࡇ࠺とで、㈌ᐈΰ㍕ࣔࣝࢹとྠᵝの地ᇦఫ民等への౽向上を

図り、ࡉらに民間事業タの㏦㏄ࢫࣅ࣮ࢧのᥦ౪による㈍ಁ進等、⚟♴タにおける㏦㏄のእ

㒊ጤクによる㌴୧㐠行等の㈇Ⲵ㍍ῶ、およࡧタ用⪅へのタ⛣ືの౽ᛶ向上を図る。 
 ルࢹẸ間事業ࣔ・♴⚟ە             ルࢹ㈌ᐈΰ㍕ࣔە

 

 

図 � ࣅジネスࣔࢹル（ᕥ㸸㈌ᐈΰ㍕ࣔࢹルྑࠊ㸸⚟♴・Ẹ間事業ࣔࢹル） 

 

㸵．今後の課題 

本ㄪᰝ研究では、ᖹ成 �� ᖺ度にᐇした中ᒣ間地ᇦにおける道の㥐等をᣐⅬとした⮬ື㐠㌿ࢧ

らᢏ⾡㠃と♫会ཷᐜᛶのⅬで♫会ᐇにおける課題とゎỴの方向ᛶを検討ᐇドᐇ㦂⤖ᯝࢫࣅ࣮

した。ࡉらに今後の地ᇦでの㐠Ⴀ形ែのあり方としてࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅを検討した。対㇟としたᐇ

㦂は � 㐌間⛬度のᐇ㦂であったࡇとら、♫会ᐇのᐇ⌧のためには㛗ᮇ間のᐇ㦂を㏻した課題

の☜ㄆ等が必要となってくる。㛗ᮇ間のᐇ㦂を㏻して、ᢏ⾡㠃においては、Ẽ㇟≧ἣ・道路≧ἣ

のኚ化や地ᇦఫ民・࣮ࣂࣛࢻの័れによるᡭືධのῶᑡなのᢕᥱを行い、♫会ཷᐜᛶでは

ྠ一࣮ࣔࢱࢽが」ᩘᅇ用ࡍるࡇとによるኚ化のᢕᥱが必要となる。また、今後の地ᇦでの㐠用

をぢᤣえ、ࣔࢫࣅ࣮ࢧࢸࣜࣅのேᮦ⫱成や課題ゎỴព㆑の㔊成、ᐇ㦂のࣥࣙࢩ࣮ࣞ࣌࢜や㌴୧

の࣮ࣂࣛࢻを地ᇦఫ民、地ඖ業がᢸ࠺⤌ࡳ等を検討ࡍるࡇとࡶ必要である。 

図８　ビジネスモデル（左：貨客混載モデル、右：福祉・民間事業モデル）

 � 

（２）♫ཷᐜᛶの検ド⤖ᯝ 

♫会ཷᐜᛶの検ド⤖ᯝとして௨下の

。ら整理した（図 �）ᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥ

 ：ᩘ⪅⟆ᅇ⟅⪅のᒓᛶは、ᅇࢺ࣮ࢣࣥ

����� ே�⏨ᛶ：6���㸣、女ᛶ：����㸣）、

高齢⪅⋡（6� ṓ௨上）：����㸣、㐠㌿ච

チಖ᭷⋡：����㸣であった。ၥに対ࡍる

な⤖ᯝは௨下の㏻り。 
ၥ �、ၥ �：日ᖖⓗな⛣ືᡭẁのᐇに

ᮇᚅࡍるྜが高く、� を༨めた。一方、

ᠱᛕࡉれる事㡯としては、㌴୧の不ලྜや

 。が上を༨めた対応なࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥ
ၥ �：㌴した後の方が、⮬ື㐠㌿ᢏ⾡

をಙ㢗でࡁるとᅇ⟅したྜが高った。

また、「㐠㌿ᡭ不ᅾの㌴」のࡳで㞟計し

たሙྜでࡶ、ಙ㢗でࡁるとᅇ⟅したྜは

㌴๓とẚて高くなった。 
ၥ �：⮬ື㐠㌿㌴୧を用いたබඹ㏻の

ᑗ᮶の用ព向は高い。≉に、ᑗ᮶の日ᖖ

ⓗな⛣ືに不Ᏻがあるேや、㐠㌿චチの㏉

⣡ព向があるேの方が、高いഴ向にある。     図 � ♫ཷᐜᛶࣥケート⤖ᯝ 
出典：中ᒣ間地ᇦにおける道の㥐等をᣐⅬとした⮬ື㐠㌿ࣝࢹࣔࢫࢿࢪࣅ検討会㓄ᕸ資料より 

 

㸳．♫ᐇに向けた課題とゎỴの᪉向ᛶ 

⮬ື㐠㌿ࢫࣅ࣮ࢧのᐇに向けたᐇドᐇ㦂を㋃まえたྛẁ㝵の課題の整理およࡧゎỴの方向ᛶ

について検討を行った（⾲ �）。ゎỴ策の方向ᛶでは、対㇟とࡍる地ᇦが中ᒣ間地ᇦであり、㝈ら

れたண⟬の中で㐠Ⴀしていくࡇとを㚷ࡳて、地ᇦの༠ຊとい࠺ほⅬで検討を行っている。したが

って、計画ẁ㝵における地ඖとの課題のඹ᭷を行った上でのྜព形成が㔜要と考える。 
⾲ � ♫ᐇに向けた課題とゎỴの᪉向ᛶ 

㡯┠㻌 ㄢ㢟㻌 ゎỴの᪉ྥᛶ䠄地ᇦの༠ຊ䠅㻌

㻝䠅ィ⏬ẁ㝵㻌 ①ル䞊䝖䠄䝺䝧ル 㻠 区間䠅の設ᐃ㻌
⮬ື㐠㌿䝃䞊ビ䝇䞉地ᇦㄢ㢟䜈の体ⓗな活ື䜈の⌮ゎ㻌

㌴⥺ቑῶ⟠ᡤな䛹の」㞧なุ᩿をᚲせとする⟠ᡤを㑊䛡る㻌

㻞䠅道路䞉㏻㻌

②ᚋ⥆㌴の㏣㉺しを⪃៖し䛯ᖜဨ㻌
⮬ື㐠㌿㌴୧を㏣いᢤ䛡る␃ᡤ䞉ᚅ㑊ሙを設䛡、㏻ᖖ㐠⾜に

䛿㏣いᢤ䛛ない㻌

③Ṍ⾜⪅䞉䝅ル䝞䞊䜹䞊䞉⮬㌿㌴とのඹᏑ㻌 人ᐙ䛜㐃ᢸし䛶いる地ᇦな䛹で䛿、㘒⥈に␃ព㻌

䐢᳜᱂の⦾ⱱ㻌 ࿘㎶ఫẸの༠ຊに䜘る道路に䛿みฟし䛯᳜᱂の⟶⌮㻌

䐣ᖜဨ⊃ᑠ区間㻌 ᖜဨの⊃い区間で䛿、↓⌮な㏿ᗘ䜔㉮⾜⨨で㉮⾜しない㻌

䐤路⫪㥔㌴㌴୧㻌 㐠⾜ル䞊䝖上の路上㥔㌴をしない㻌

䐥ฟい㢌、ᕪⅬでの一⯡㌴とのΰᅾ㻌 㐠⾜ル䞊䝖上のಙྕの↓いᕪⅬで䛿、ᕪⅬ㐍ධに␃ពする㻌

㻟䠅地ᇦ⎔ቃ㻌
䐦㝖㞷䜔⤖㜵Ṇのᩓᕸ➼㻌 ㉮⾜ル䞊䝖上の㝖㞷䞉道路⟶⌮㻌

䐧積㞷に䜘るᙳ㡪䠄敷地ෆに䛚䛡る㥔㌴㌴୧䠅㻌 ㉮⾜ル䞊䝖上の㝖㞷䞉道路⟶⌮㻌

㻠䠅㐠Ⴀ㻌 䐨⮬ື㐠㌿㌴୧の⟶⌮䠄䝗䝷䜲䝞䞊䠅㻌 地ᇦఫẸ⮬䜙䛜㐠㌿ᡭとなるな䛹ᣢ⥆ྍ⬟な⤌みస䜚㻌

 

表３　社会実装に向けた課題と解決の方向性
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3

　民間収益等も最大限活用しながら、効率的な整備・運

営を実現すべきである。

　また、SA･PA を活用した高速バスの乗換拠点の整備

を推進すべきである。

　更には、道の駅（SA･PA 併設型など）や高速バスス

トップの多様な交通との乗り継ぎを含めた有効活用等を

推進すべきである。

■主要鉄道駅など広域交通拠点の利便性の向上（図３）

　駅間の移動を円滑化するため、駅前広場・道路空間の

再編や立体的な移動空間の整備等、鉄道事業者等と連携

はじめに

　道路を取り巻く様々な社会的課題や急速に進展する技

術革新等を受け、今後目指すべき道路政策のあり方につ

いて、平成 29 年 8 月に社会資本整備審議会道路分科会

基本政策部会より建議がとりまとめられ、その中でモー

ダルコネクトの強化に向けた背景及び現状が整理されて

いる。

１－１　背景

○  地域の公共交通について、平成 19 年度以降、乗合バ

スは 1 万 km 以上が廃止、鉄道は約 200km が廃止さ

れ、今後更なる衰退が危惧される。

○  一方で、リニアや整備新幹線等の高速鉄道の延伸や

高速バス利用の増加が進行している。

○  鉄道駅やバス停については、事業者毎にバラバラに

設置された結果、乗り継ぎ利便性が低く、特に、バ

ス停についてはユーザー目線から程遠く、あまりに

も貧弱な状況である。

１－２　現状

■主要鉄道駅など広域交通拠点の利便性の向上（図１）

　空港、港湾、鉄道等の政策との連携を図りつつ、交

通・物流拠点と高速道路とのアクセスを強化するととも

に、高速道路と施設の直結を促進すべきである。

■バスタプロジェクトの推進（図２）

　鉄道駅とも直結する集約型の公共交通ターミナルを戦

略的に整備する必要がある。

1

人口減少・高齢化など社会経済情勢が大きく変化していく中、国民の日常生活や経済活動を支え、地域の活性化を果た

していくためには、その重要な基盤である道路ネットワークと多様な交通モードが、より一層の連携を高め、有機的な結合

を図り、利用者が多様な交通を利用・選択しやすい環境を維持・向上していく必要がある。

本調査研究では、道路ネットワークやその空間を有効に活用しながら、モーダルコネクト（交通モード間の連携）の強化、

公共交通の利用環境の向上のあり方について検討を行った。

モーダルコネクトの展開について
 西部　陽右、浜田 誠也、小川 明人、中村 謙太

ITS・新道路創生本部
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ேཱྀῶᑡ・高㱋化な♫⤒῭ໃࡀ大ࡃࡁኚ化ࡋていࡃ୰ࠊᅜẸの日ᖖ⏕活ࡸ⤒῭活ືࢆᨭ

る㐨㊰ネットワークとከᵝな交࠶࡛┙の重要なᇶࡑࠊࡣためにࡃていࡋᯝたࢆ地ᇦの活ᛶ化ࠊ࠼

通ࣔー୍ࡾࡼࠊࡀࢻᒙの㐃ᦠࢆ高めࠊ᭷機ⓗな⤖ྜࢆ図ࠊࡾ用⪅ࡀከᵝな交通ࢆ用・㑅ᢥࡋ

 ࠋる࠶ࡀᚲ要ࡃていࡋᣢ・向上⥔ࢆい⎔ቃࡍࡸ

本ㄪᰝ◊✲࡛ࠊࡣ㐨㊰ネットワークࡑࡸの空間ࢆ᭷ຠに活用ࡋなࣔࠊࡽࡀーࢲルࢥネクト（交

通ࣔーࢻ間の㐃ᦠ）の強化ࠊබඹ交通の用⎔ቃの向上のࡾ࠶᪉について検討ࢆ⾜ったࠋ 

 
㸯． ࡌࡣめに 

道路をྲྀりᕳくᵝࠎな♫会ⓗ課題やᛴ速に進展ࡍるᢏ⾡㠉新等をཷけ、今後┠ᣦࡁࡍ道路ᨻ

策のあり方について、ᖹ成 2� ᖺ � ᭶に♫会資本整ഛᑂ㆟会道路ศ⛉会ᇶ本ᨻ策㒊会よりᘓ㆟がと

りまとめられ、ࡑの中で࣮ࣔࢺࢡࢿࢥࣝࢲのᙉ化に向けた⫼ᬒཬࡧ⌧≧が整理ࡉれている。 

㸯�㸯. ⫼ᬒ 

地ᇦのබඹ㏻について、ᖹ成 ۑ �� ᖺ度௨㝆、ྜࢫࣂは � NP ௨上がᗫṆ、㕲道は⣙ 2��NP

がᗫṆࡉれ、今後更なる⾶㏥が༴ࡉれる。 

 。用のቑຍが進行しているࢫࣂや整ഛ新ᖿ線等の高速㕲道のᘏఙや高速ࢽࣜ、一方で ۑ

、౽ᛶがపくࡂ⥅れた⤖ᯝ、りࡉ⨨にタࣛࣂࣛࣂについては、事業⪅ẖにࢫࣂ㕲道㥐や ۑ

≉に、ࢫࣂについては࣮࣮ࣘࢨ┠線ら⛬㐲く、あまりにࡶ㈋ᙅな≧ἣである。 

㸯�２. ⌧状 

 ᗈᇦ交通ᣐⅬの౽ᛶの向上要㕲㐨㥐なڦ

空 、 ‴、㕲道等のᨻ策との連携を図りつつ、

㏻・物ὶᣐⅬと高速道路とのࢫࢭࢡをᙉ化ࡍる

ととࡶに、高速道路とタの┤⤖をಁ進ࡁࡍであ

る。 

 クトの᥎㐍࢙ジࣟࣉࢱスࣂڦ

㕲道㥐とࡍ⤖┤ࡶる㞟⣙ᆺのබඹ㏻ࢼ࣑࣮ࢱ

ࣝをᡓ␎ⓗに整ഛࡍる必要がある。 

民間┈等᭱ࡶ㝈活用しながら、ຠ⋡ⓗな整

ഛ・㐠Ⴀをᐇ⌧ࡁࡍである。 

また、6$㺃3$ を活用した高速ࢫࣂのᣐⅬの整

ഛを᥎進ࡁࡍである。 

更には、道の㥐（6$㺃3$ ేタᆺな）や高速ࢫࣂ

をྵめた᭷ຠࡂ⥅のከᵝな㏻とのりࣉࢵࢺࢫ

活用等を᥎進ࡁࡍである。 

出典：ᘓ㆟ ㄝ᫂資料

ᅗ㻙䠍㻌 高㏿道路と空 䞉 ‴の接⥆≧ἣ㻌

出典：ᘓ㆟ ㄝ᫂資料

ᅗ㻙䠎㻌 䝞䝇䝍᪂ᐟの㻌

出典：建議案　説明資料
図１　高速道路と空港・港湾の接続状況
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更には、道の㥐（6$㺃3$ ేタᆺな）や高速ࢫࣂ

をྵめた᭷ຠࡂ⥅のከᵝな㏻とのりࣉࢵࢺࢫ
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出典：建議案 説明資料

図 2　バスタ新宿の例
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間の効率的な乗継ぎを可能とするスマートトランジット

システムを構築する必要がある。

　また、公共交通を補完する交通として、普及が拡大す

るカーシェアリングを含め、シェアリングの活用を促進

する必要がある。

これまでの取り組み
【バスの利便性を向上するための取り組
み強化】

２－１　バスを中心とした道路施策

　我が国のバスの利用環境は、鉄道や航空あるいは諸外

国と比較し、ユーザー目線から程遠く、あまりにも貧弱

な現状であり、今後、ストック効果を高める利用重視の

道路施策を進めていく上で、地域における高速道路、鉄

道・新幹線等のネットワークの状況を踏まえながら、バ

スを含めた公共交通の利便性を高めていくことが必要で

あることから、平成 29 年度に提案された「モーダルコ

ネクトの強化　バスを中心とした道路施策」に基づいた

様々な取り組みが進展している（図５）。

２－２　提言に基づいた主な取り組みの現状

■ETC2.0高速バスロケーションシステムの実証実験（バ

スタ新宿）（図６）

○  高速バスは、バスロケーションシステムの導入がほ

とんど進んでいないため、利用者から情報提供に関

2

して推進すべきである。

　また、主要鉄道駅と直轄国道を接続させ、先駆的な空

間活用・交通マネジメントを国も積極的に参画しながら

実施することを検討すべきである。

■モード間の情報接続の強化とシェアリングとの連携

（図４）

　バス停をはじめとした電子基盤地図の整備等、バス情

報基盤の強化を図るとともに、交通状況に応じたモード

 � 

 ᗈᇦ交通ᣐⅬの౽ᛶの向上要㕲㐨㥐なڦ

㥐間の⛣ືを化ࡍるため、㥐๓ᗈሙ・道

路空間の⦅や立体ⓗな⛣ື空間の整ഛ等、㕲

道事業⪅等と連携して᥎進ࡁࡍである。 

また、要㕲道㥐と┤㎄ᅜ道を᥋続ࡉせ、ඛ

㥑ⓗな空間活用・㏻ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐をᅜࡶ✚ᴟ

ⓗにཧ画しながらᐇࡍるࡇとを検討ࡁࡍ

である。 

とࢢ࢙ࣥࣜࢩ間の報᥋⥆の強化とࢻーࣔڦ

の㐃ᦠ 

めとした㟁Ꮚᇶ┙地図の整ഛࡌをはࢫࣂ

等、ࢫࣂሗᇶ┙のᙉ化を図るととࡶに、㏻

≧ἣに応ࡌた࣮ࣔࢻ間のຠ⋡ⓗな⥅ࡂをྍ

⬟とࡍる࣒ࢸࢫࢩࢺࢵࢪࣥࣛࢺࢺ࣮࣐ࢫを構

築ࡍる必要がある。 

また、බඹ㏻を⿵ࡍる㏻として、ᬑཬ

がᣑࡍるࢢ࢙ࣥࣜࢩ࣮࢝をྵめ、࢙ࣜࢩ

 。る必要があるࡍの活用をಁ進ࢢࣥ

 

 ࠚ強化ࡳ⤌ࡾるためのྲྀࡍ向上ࢆスの౽ᛶࣂ࠙ࡳ⤌ࡾま࡛のྲྀࢀࡇ ．２

２�㸯. ࣂスࢆ୰ᚰとࡋた㐨㊰⟇ 

ᡃがᅜのࢫࣂの用⎔ቃは、㕲道や⯟空あるいはㅖእᅜとẚ㍑し、࣮࣮ࣘࢨ┠線ら⛬㐲く、

あまりにࡶ㈋ᙅな⌧≧であり、今後、ࢡࢵࢺࢫຠᯝを高める用㔜どの道路策を進めていく上

で、地ᇦにおける高速道路、㕲道・新ᖿ線等のࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿの≧ἣを㋃まえながら、ࢫࣂをྵめ

たබඹ㏻の౽ᛶを高めていくࡇとが必要であるࡇとら、ᖹ成 2� ᖺ度にᥦࡉれた「࣮ࣔࢲ
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図 4　シェアリングの事例（仏・Autolib’）
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図 5　モーダルコネクト強化に関する施策（バスを中心とした道路施策）
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する不満やバス事業者の非効率

な運行管理が生じている状況で

ある。

○  車両の位置や速度等のデータの

捕捉が可能な ETC2.0 の機能を

活用し、利用者等にリアルタイ

ムで情報提供を行う共通のプラ

ットフォームである「ETC2.0 高

速バスロケーションシステム」

を開発し、バスタ新宿を発着す

る路線の一部において実証実験

を行っている。

■品川駅西口駅前広場整備（図７）

○  「これからの日本の成長を牽引す

る国際交流拠点・品川」の実現

に向け、平成 29 年２月に国土交

通省・東京都により「国道 15 号・ 

品川駅西口駅前広場の整備方針」

がとりまとめられた。

○  この方針に基づき、国道 15 号の

道路上空を活用した品川駅西口

駅前広場の事業計画の策定に向

けた提案や検討、調整等につい

て協力を行う民間の事業協力者

を公募により決定し、議論を進

展している。

■高速バス＆カーシェアリング社会

実験（浜松市、市原市）（図８）

○  高速バス停周辺の駐車場にカー

シェアリング車両を配備し、高

速バスとカーシェアリングの連

携を強化させることで、高速バ

ス利用者の行動圏の拡大による

観光振興や地域活性化の可能性

を検証する実験が行われた。

■道の駅のバス利用優先空間への再

編等（表１）

○  平成 29 年度、バス利用優先空間

への再編に向けた取り組みを実施

している道の駅について、モデル
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を開発し、ࢱࢫࣂ新ᐟを発╔ࡍる路線

の一㒊においてᐇドᐇ㦂を行っている。 
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㸯㸳ྕ・ ရ川㥐すཱྀ㥐๓ᗈሙ

の整ഛ方㔪」がとりまとめられ

た。 
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ᐃに向けたᥦや検討、ㄪ整等

について༠ຊを行࠺民間の事

業༠ຊ⪅をබເによりỴᐃし、

㆟ㄽを進展している。 
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図 8　高速バス＆カーシェアリング実験イメージ
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図 7　事業協力者の協力を得ながら事業計画の策定へ
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業༠ຊ⪅をබເによりỴᐃし、

㆟ㄽを進展している。 

 
 （ᕷཎᕷࠊᯇᕷ）ᐇ㦂♫ࢢ࢙ࣥࣜࢩー࢝ス㸤ࣂ㏿高ڦ

࢝࿘㎶の㥔㌴ሙにࢫࣂ高速 ۑ

、㌴୧を㓄ഛしࢢ࢙ࣥࣜࢩ࣮

高速ࢫࣂとࢢ࢙ࣥࣜࢩ࣮࢝の

連携をᙉ化ࡉせるࡇとで、高速

用⪅の行ືᅪのᣑによࢫࣂ

るほග⯆や地ᇦ活ᛶ化のྍ⬟

ᛶを検ドࡍるᐇ㦂が行われた。 

 

ᅗ㻙䠒㻌 ㌴୧⨨䜔㐜ᘏ間、฿╔䝞䞊䝇➼をᥦ౪㻌

出典：ᅜ┬資料
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出典：ᅜ┬資料
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※+����Ⅼ
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学識経験者 国・東京都・区事業協力者

ᐁẸ㐃ᦠでᴗィ⏬の⟇ᐃ䜈

出典：国交省資料
図 6　車両位置や遅延時間、到着バース等を提供
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鉄道等の交通機関との連携強化

３－１�　鉄道等との連携施策のあり方（図11）

　交通結節点が備えるべき基本的機能は「乗換え機能」

であり、これに加え都市機能の誘導・集積を促進させ、

都市内の中心的な拠点地区を形成する「拠点形成機能」

3

「道の駅」（地域交通拠点部門）として認定され、道の

駅における交通結節点機能の強化に向けた取り組みの

進展が図られている。

■地域路線バス停における人とバスが待ち合う「駅」と

しての空間への進化（図９、10）

○  民間事業者により、上屋に添加した広告板から得ら

れる広告料収入を原資として、バス停留所上屋の製

造、設置、その後の清掃メンテナンス、維持管理ま

でを実施している。

○  歩道が狭くて屋根やベンチなどの設備を設置するこ

とが困難なバス停や、狭隘な歩道でバス待ちスペー

スが不十分な環境改善を図るため民間施設と連携し

た待ち合い空間の整備が進展している。

 � 
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れ、道の㥐における㏻⤖⠇Ⅼᶵ⬟のᙉࡉとしてㄆᐃ（地ᇦ㏻ᣐⅬ㒊㛛）「道の㥐」ࣝࢹࣔ

化に向けたྲྀり⤌ࡳの進展が図られている。 
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 上ရの㒓ࠖࠕ

・Ẹ間ࣂス事業⪅との㐃ᦠにࣂࠊࡾࡼスࠕࢆ㐨の㥐ࠖのᚅྜス࣌ース๓に⛣タ 
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らᚓ民間事業⪅により、上ᒇにῧຍしたᗈ࿌ᯈ ۑ

られるᗈ࿌料ධをཎ資として、ࢫࣂ␃ᡤ上ᒇ
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出典：京都市ホームページ
図 9　コンビニ協力による店内活用バス待ち環境
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出典：第3回モーダルコネクト検討会 資料
図 10　広告付きバス停留所上屋整備

表１　平成 29年度モデル「道の駅」（地域交通拠点部門）一覧
道の駅 主な特徴

北海道�足寄町
「あしょろ銀河ホール 21」

・バス車両と一般車両の駐車スペースを分離した空間設計
・路線バスの運行時間に合わせて、待合所の営業時間を延長

宮城県�石巻市
「上品の郷」

・民間バス事業者との連携により、バス停を「道の駅」の待合スペース前に移設
・｢道の駅｣ を市の総合交通戦略に位置づけ・東日本大震災後に、仮設住宅路線を新設

石川県�輪島市
「輪島」

・将来の無人自動走行も見据えた電動カートの試験走行など先進的な取組を実施
・隣接する文化会館との渡り廊下を整備し、利用者の利便性を向上

奈良県�黒滝村
「吉野路黒滝」

・コミュニティバスと路線バスの乗継利用者に、路線バスの乗車券を無料配布
・路線バスとコミュニティバス相互の運行状況に合わせて時間調整を実施

広島県�北広島町
「舞ロード IC千代田」

・高速バス停への乗継経路上にエレベーターや屋根を設置し、乗継利便性を向上
・民間バス事業者との連携により、高速バスのチケット販売や ICカードチャージ機の設置を実施

愛媛県�松野町
「虹の森公園まつの」

・民間バス事業者との連携により、路線バスの終点を「道の駅」まで延伸
・路線バスとコミュニティバス相互の運行状況に合わせて時間調整を実施

福岡県�宗像市
「むなかた」

・民間バス事業者との連携により、路線バスのルートを「道の駅」経由に変更
・「道の駅」から天神行き特急バスを新設
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3

■鉄道駅に直結する高速道路の整備やアクセス路の強化

（図13）

○  都市の持続的な成長、観光需要の取込みなど様々な

課題へ対応するため、生産性の向上や移動の効率化

などが求められる中、慢性的な渋滞が発生する主要

鉄道駅において、鉄道駅と高速道路の直結や既存ア

クセス路の強化を図る必要がある。

○  高速道路、高速・地域鉄道、バスなどを一箇所に集

約することで、シームレスに多様な交通モードへの

乗継ぎが可能な交通拠点の整備等が必要である。

及び「都市の顔・ランド

マークとしての機能」と

なる。これらの機能がそ

れぞれ交通結節の利便性、

人の交流や景観等の面で

役割を果たしつつ、連携

しながら交通結節点の利

便性を高めることが求め

られる。

　それら鉄道駅を中心と

した基本的な機能の考え

方をもとに、鉄道駅を中

心とした多様なモード間

接続の利便性向上に向け

た検討を行った。

３－２　アクセス交通の円滑化（図 12）

○  鉄道駅周辺は、様々な交通モードが混在しており、

また、鉄道駅を中心に都市が発展しているため、鉄

道駅周辺は各交通の起終点が集約するエリアとなっ

ている。

○  ヨーロッパでは教会や広場を中心とした都市の外縁

に駅が存在したのに対し、日本では鉄道の発展に伴い

鉄道駅を中心とした都市が形成されてきた経緯がある。

○  そのため、大型ターミナル駅周辺において、慢性的

な交通渋滞が発生する地域も箇所する。

 � 

３． 㕲㐨➼の交通機㛵との㐃ᦠ強化 

３－㸯．㕲㐨➼との㐃ᦠ⟇のࡾ࠶᪉ 

㏻⤖⠇Ⅼがഛえるࡁᇶ本ⓗᶵ⬟は「えᶵ⬟」であり、ࡇれにຍえ都ᕷᶵ⬟のㄏᑟ・㞟

✚をಁ進ࡉせ、都ᕷෆの中心ⓗなᣐⅬ地区を形成ࡍる「ᣐⅬ形成ᶵ⬟」ཬࡧ「都ᕷの㢦・ࣛࣥࢻ

れ㏻⤖⠇の౽ᛶ、ேのὶやᬒほ等のࡒれࡑれらのᶵ⬟がࡇ。としてのᶵ⬟」となるࢡ࣮࣐
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出典：H2� ㏻ࢫࢧࣥࢭ ᖹᆒ᪑行速度

図 11　連携方策の整理
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図 12　ターミナル駅周辺に低速度域の区間が集中

30 31



３－４　駅前広場の再編（図 15）

■鉄道とバス、タクシー等のシームレスな乗継ぎ

○  鉄道から路線バス、タクシーへの乗継ぎで、多くの

駅で上下移動や複雑な経路による移動等が必要で乗

継ぎに対する抵抗が発生している。

○  鉄道駅や路面電車（LRT）のホームと路線バス、タク

シーの乗り場を平面的或いは立体であっても直結的に

接着させ、乗継ぎのシームレス化を図る必要がある。
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図 15　人工地盤によりバスターミナル整備

（スイス：クール駅）

３－５　道路空間の再編（図 16）

■人と車の混在空間、トランジットモール等の整備

○  駅周辺等において、空間の自動車優先や通過交通の

流入などにより、歩行者や公共交通に配慮された道

路空間になっていない。

○  駅前広場や駅周辺道路において歩行者やバス・トラ

ム等の公共交通を優先した人と車の混在空間を創出

することにより、限られた道路空間を有効活用した

公共交通との結節機能強化が必要である。

３－３　総合交通拠点整備（図 14）

■多様な公共交通の一体的な拠点整備

○  多くの鉄道駅周辺では、自転車、タクシー、バス等

の多様な交通手段が点在しており、快適な乗継が行

われていない。

○  新宿駅では、これまで西口周辺に分散していた 19 箇

所の “ 高速バス乗降場 ” がバスタ新宿に集約され、

南口に新たに利用者にわかりやすく、乗り継ぎの利

便性も向上した総合交通拠点としてバスタ新宿が整

備された。
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図 14　分散する交通拠点の集約化（バスタ新宿）
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図 16　駅前通りの通過交通を排除した歩行者と公共交通優先空間を創出（姫路駅）
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３－７　道路上多モード接続拠点（図 19）

■道路上における多様なモビリティとの接続拠点

○  多様なモードにおいて、走行空間や結節拠点が未整

備であるため公共交通との十分な連携が図られてい

ない。

○  カーシェアやシェアサイクル、小型モビリティ等、

多様性を増すモビリティの普及・促進やそれらモビ

３－６�　移動の利便性・快適性の確保、及び
まちの賑わい創出（図 17）

■地上やデッキ、地下コンコース等を利用した立体的動

線の確保

○  離れた鉄道駅間の接続や駅周辺部等においては、利用

者のアクセス性向上のため、鉄道施設と民間施設が一

体となって、地上・地下からなる歩行空間ネットワー

クが形成されることが重要である。

○  複数の鉄道路線が乗り入れる都心の大型ターミナル駅

において、地下、地上、デッキ等の一体整備による立

体的移動空間の整備により、鉄道や幹線道路により分

断された駅と街のネットワーク強化が必要である。
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図 17　離れた駅間を地下のバスコンコースで接続

（デンバー　ユニオンステーション）

■案内標示・情報の充実や次世代モビリティ活用による

乗換え環境のシームレス化（図18）

○  複数の鉄道事業者が参入し、駅間が離れることによ

り、乗継ぎ抵抗が発生している。
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自動運転技術を導入した次世代モビリティ等の活用

による駅間アクセスの支援などが必要である。
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パリの主要駅間を結ぶ
自動運転シャトルバス実験

シャルルドゴール橋によって
つながる２駅間をシャトル運行

出典：http://smarthighways.net出典：http://smarthighways.net
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おわりに
　バスを中心とした道路施策については、社会実験等に

より課題や社会ニーズを把握し実用化に向けた取り組み

を更に推進する必要がある。また、「乗継利便性の強化」

のため、料金体系、情報発信方法、物理的な乗継抵抗の

緩和や、バス系統・バス停ナンバリング等の「わかりや

すいバス停・バス路線の案内」、また、高速バスの中継

輸送や連節バスの導入による「バス運行の効率化・労働

環境の改善」も行っていく必要がある。

　一方で、鉄道等の交通機関との連携強化については、

ターミナル駅へ高速道路の直結や総合交通拠点整備によ

る結節点機能の強化、複雑な移動を強いられるターミナ

ル駅における周辺民間施設と一体となった移動やすい空

間整備や案内誘導等に加え、駅前空間や周辺道路の空間

再編による歩行者や公共交通を中心とした空間整備、更

には道路上における多様なモビリティとの接続拠点やモ

ード間のスマートトランジットシステム等を構築するこ

とにより、都市活動と多様なモビリティが融合した新た

な交通形態の構築を推進していく必要がある。

4

リティを、公共交通を補完する交通手段として効果

的に活用することにより、利用者の利便性向上を図

る必要がある。

３－８　交通体系の見直し（図 20）

■交通需要マネジメント等による交通の最適化

○  駅周辺等における自動車交通が優先されている状況

において、歩行者等が中心の空間を形成するための

周辺環境が整っていない。

○  主要鉄道駅へのアクセスやイグレスにおける公共交

通の整備や市街地への自動車流入の抑制など、地域

の交通需要の適正化を図ることにより都市中心部の

交通流入の抑制を図ることが必要である。
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の᥋続ᣐⅬや࣮ࣔࢻ間の࣒ࢸࢫࢩࢺࢵࢪࣥࣛࢺࢺ࣮࣐ࢫ等を構築ࡍるࡇとにより、都ᕷ活ືと

ከᵝなࣔࢸࣜࣅが⼥ྜした新たな㏻形ែの構築を᥎進していく必要がある。 
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出典：ナント市ホームページ
図 20�　自動車流入の抑制にあわせたパークアンドライ

ドの推進

３－９　効率的なモード間連携（図 21）

■モード間のスマートトランジットシステムの構築

○  地域交通に関する道路や交通情報等のビッグデータ

のオープン化が図られておらず、多様なモードの一

元的な運行経路情報の提供や料金形態等が確立され

ておらず、利用者本位の交通体系になっていない。

○  交通情報ビックデータのオープン化による鉄道、バ

ス、タクシー、パーソナルモビリティ等を包括した

一元的な地域交通ナビゲーションシステムや料金体

系の構築などが必要である。
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ከᵝなࣔࢸࣜࣅが⼥ྜした新たな㏻形ែの構築を᥎進していく必要がある。 
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出典：MaaS Global ホームページ
図 21�　モビリティアズアサービスによる効率的で持続

可能な交通サービス（ヘルシンキ等）

様々な交通手段を１つのモバイルサービスに
統合し、経路選択と支払いを一括化
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3

　そこで本調査研究は、海外における道路上空空間の活

用に関する取り組み等の整理を行い、我が国における立

体道路制度による道路上空空間の活用にあたって想定さ

れる課題を整理し、現在進行中の取り組みを踏まえた今

後の展望について検討した。

海外における道路上空空間の活
用に関する取り組みの整理

　我が国において道路上空空間の活用を検討するにあた

り、参考となる海外での取り組みについて、道路上空空

間の権利や官民の役割分担等を中心に整理した（表１）。

2

はじめに

　首都圏においては、財政的な制約が非常に厳しい中で、

国際競争力の向上や今後発生が予測される大規模災害へ

の対応が求められている。このような状況の中、平成

26 年６月及び平成 28 年２月の道路法の一部改正により、

立体道路制度について既存の一般道への活用が可能とな

ったこと、行政財産である道路に区分地上権の設定が可

能となったことで、民間資金・ノウハウを活用し、「都

市再生や地域活性化、社会資本の整備、維持管理と財政

健全化」を同時に達成する効率的・効果的な道路の更新

のあり方が検討されている。

1

本調査研究では、平成 26年 6月及び平成 28年 2月の道路法の一部改正により、立体道路制度は以前より柔軟な制度と

なったことを受け、道路の更新と再開発事業等の民間活力による一体的整備を想定した際の課題及び今後の展望について

検討を行った。

浜田　誠也、加藤　拓哉、五十嵐　一智
ITS・新道路創生本部

 � 
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యⓗᩚഛࢆᐃࡋた㝿の課題及び今後のᒎᮃについて検討ࢆ⾜ったࠋ 

 
㸯．ࡌࡣめに 

首都ᅪにおいては、㈈ᨻⓗな制⣙が㠀ᖖにཝしい中で、ᅜ㝿➇தຊの向上や今後発⏕がண ࡉ

れるつᶍ⅏ᐖへの対応が求められている。ࡇのよ࠺な≧ἣの中、ᖹ成 26 ᖺ 6 ᭶ཬࡧᖹ成 2� ᖺ

2 ᭶の道路ἲの一㒊ᨵṇにより、立体道路制度について᪤Ꮡの一⯡道への活用がྍ⬟となったࡇ

と、行ᨻ㈈⏘である道路に区ศ地上ᶒのタᐃがྍ⬟となったࡇとで、民間資㔠・࢘ࣁ࢘ࣀを活用

し、「都ᕷ⏕や地ᇦ活ᛶ化、♫会資本の整ഛ、⥔ᣢ⟶理と㈈ᨻ化」をྠ時に㐩成ࡍるຠ⋡ⓗ・

ຠᯝⓗな道路の更新のあり方が検討ࡉれている。 

等の整理を行い、ᡃがࡳ⤌るྲྀࡍで本ㄪᰝ研究は、ᾏእにおける道路上空空間の活用に㛵ࡇࡑ

ᅜにおける立体道路制度による道路上空空間の活用にあたってᐃࡉれる課題を整理し、⌧ᅾ進

行中のྲྀ⤌ࡳを㋃まえた今後の展ᮃについて検討した。 
 
２．ᾏእに࠾ける㐨㊰上空空間の活用に㛵ࡍるྲྀ⤌ࡳのᩚ⌮ 

ᡃがᅜにおいて道路上空空間の活用を検討ࡍるにあたり、ཧ考となるᾏእでのྲྀ⤌ࡳについて、

道路上空空間のᶒや官民のᙺศᢸ等を中心に整理した。 
⾲－㸯 ᾏእに࠾ける㐨㊰上空空間の活用に㛵ࡍるྲྀ⤌ࡳ概要 
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・高㏿㐨㊰にࡾࡼศ᩿ࢀࡉたᕷᇦの⦅ 

・᪂たな⛯の確ಖ 

・都ᚰに࠾けるᘓ築ᗋの確ಖ 

・㐨㊰にࡼる地ᇦศ᩿のゎᾘ ・㐨㊰にࡼる地ᇦศ᩿のゎᾘ 

・㐨㊰地下化にࡼる⎔ቃᨵၿ 

表１　海外における道路上空空間の活用に関する取り組み概要

官民連携による立体道路制度の課題と
展望について
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たっては、道路法、都市計画法、建築基準法について、

規制を緩和することで、道路上空の利用を実現すること

が可能となる（表２）。

３－２　立体道路制度の変遷

　立体道路制度は平成元年に創設されて以降、道路上空

活用ニーズの多様化にあわせて主に以下のような改正が

行われている（表３）。

立体道路制度について

３－１　立体道路制度の概要

　立体道路制度は幹線道路等の整備促進と土地の高度利

用に関する取り組みの一つで、道路の区域を立体的に定

め、それ以外の空間利用を可能にすることで、道路と建

築物等との一体的整備を実現する制度である。運用にあ

3

 � 

３．❧య㐨㊰ไᗘについて 

（㸯）❧య㐨㊰ไᗘの概要 
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ᇦを立体ⓗにᐃめ、ࡑれ௨እの空間用をྍ⬟にࡍるࡇとで、道路とᘓ築物等との一体ⓗ整ഛを

ᐇ⌧ࡍる制度である。㐠用にあたっては、道路ἲ、都ᕷ計画ἲ、ᘓ築ᇶ‽ἲについて、つ制を⦆

ࡍるࡇとで、道路上空の用をᐇ⌧ࡍるࡇとがྍ⬟となる。 
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⦆ࡍるࡇとࡁ࡛ࡀる2※ࠋ 

※1㸸重」用区ᇦෆに࠾けるᘓ築≀➼のᘓ築ཪࡣᘓタの㝈⏺ࡶᐃめるࡇとࡀᚲ要 

※2㸸㐨㊰ෆᘓ築ไ㝈ࢆ⦆࡛ࡁる対象㐨㊰ࠊࡣ⮬ື車ᑓ用㐨㊰ࠊ≉ᐃ高ᯫ㐨㊰➼に㝈ࢀࡽる 

ἲ௧ 㐺用᮲ᩥ 概要 

都ᕷ⏕≉ู

ᥐ⨨ἲ 
3� ᮲の 2  

・都ᕷ⏕⥭ᛴᩚഛ地ᇦෆの都ᕷ⏕≉ู地区に࠾いてࠊ重」用区ᇦࢆタᐃࡋ

た㐨㊰に࠾いてࠊᘓ築ᇶ‽ἲの㐨㊰ෆᘓ築ไ㝈ࢆ⦆ࡍるࡇとࡁ࡛ࡀるࠋ 

 

（２）❧య㐨㊰ไᗘのኚ㑄 

立体道路制度はᖹ成ඖᖺにタࡉれて௨㝆、道路上空活用ࢬ࣮ࢽのከᵝ化にあわせてに௨下

のよ࠺なᨵṇが行われている。 

⾲－２ ❧య㐨㊰ไᗘに㛵㐃ࡍるἲไᗘ（Ẹ間ᩜ地に㐨㊰） 

 
❧య㐨㊰ไᗘ 

 ⪄ージ・ഛ࣓
㐨㊰ἲ 都ᕷィ⏬ἲ ᘓ築ᇶ‽ἲ 

都ᕷ⏕≉ู

ᥐ⨨ἲ 

H1 ・㐨㊰ࢆ᪂タཪࡣ

ᨵ築ࡍるሙྜࠊ

㐨㊰の❧యⓗ

区ᇦࢆᐃめる

るࡁ࡛ࡀとࡇ

（ἲ第 �� ᮲の
5） 

・地区ィ⏬࡛ࠕ重」用区

ᇦ （ࠖ㐨㊰の区ᇦのࠊࡕ࠺

ᘓ築≀➼のᩜ地とࡋて

区ࡁࡍて用ࡏࢃྜ

ᇦ）及びࠕᘓ築㝈⏺ࠖࢆ

ᐃめるࡇとྍࡀ能（ἲ第
12 ᮲の 11） 

・都ᕷィ⏬࡛ࠕ重」

用区ᇦ ࢀࡽᐃめࡀࠖ

ていࠊࡤࢀ㐨㊰ෆに

ᘓ≀ࢆᘓ築ࡍるࡇ

とࢆ⚗Ṇࡍるつᐃ

㐺用㝖እ（ἲ第ࢆ
�� ᮲ 1項第 3ྕ） 

 

 

᪂タ・ᨵ築に㐨㊰と୍యとなった 

ᘓ≀のᩚഛྍࡀ能となった  
・ᇶ本ࡣ高㏿㐨㊰の㐺用ࢆᐃ（᪂タ・ᨵ築のࡳ） 

・⮬ᑓ㐨ࠊ≉ᐃ高ᯫ㐨㊰௨እの㐨㊰ࡣ未㐺用 

 ・都ᕷࣔࣞࣀールࠊ㊰እ㥔㍯ሙ➼୍࡛⯡ⓗな㐨の機能ࢆ᭷ࡋないࡶ

のについてࠊࡣᘓ築ᇶ‽ἲのࠕ㐨㊰ࠖとࡋてྲྀࢀࢃᢅࡾない（通
㐩） 

H1�    ・都ᕷ⏕≉ᥐ⨨

ἲのไᐃ 
都ᕷ⏕ 

⥭ᛴᩚഛ地ᇦ 

都ᕷ⏕⥭ᛴᩚഛ地ᇦのタ 

ไᗘ㐺用᮲௳ࢀࡇࡣま࡛ྠᵝ  
・都ᕷෆの❧య㐨㊰ไᗘ活用ࢽーࡀࢬⓎ⏕ 

ЍH1� 通㐩㸸ࢹ࣌ストࣜࢹࣥッキの活用ࢆ᫂ᩥ化 

・≉ᐃ高ᯫ㐨㊰のᇶ‽ࡀཝࡋいため活用ࡀ㐍まない 

ЍH21 要⥘㸸⮬⏤通㊰の❧య㐨㊰ไᗘの活用ಁࢆ㐍 

H1� ・❧య㐨㊰ไᗘの㐺用⠊ᅖࢹ࣌ࢆストࣜࢹࣥッキࡸ⮬⏤通㊰ࠊス

ື⮬ࠕ㌿車ᑓ用㐨➼の⮬ࠊなṌ⾜⪅ᑓ用㐨㊰࠺ࡼークの࢛࢘࢝

車のἢ㐨のฟධࡁ࡛ࡀࡾないᵓ㐀ࠖのࡶのにᣑ大（通㐩） 

 

H21  ・⮬⏤通㊰ᩚഛの❧య㐨

㊰ไᗘの㐺用ಁࢆ㐍（要
⥘） 

  

H23    ・≉ᐃ都ᕷ⏕⥭

ᛴᩚഛ地ᇦෆ

の都ᕷィ⏬㐨

㊰の㐺用⠊

ᅖのᣑ大（ἲ
3� ᮲の 2） 

≉ᐃ都ᕷ⏕⥭ᛴᩚഛ地ᇦのタ 

区ᇦෆの都ィ㐨の上空活用ྍࡀ能に ≉ᐃ都ᕷ⏕ 

⥭ᛴᩚഛ地ᇦ 

 
・大⾤区化に㛵ࡍる㆟ㄽ 

ЍH23 都ᕷ⏕≉ูᥐ⨨ἲᨵṇ㸸୍㒊の都ᕷィ⏬㐨㊰
 㐺用⠊ᅖに㏣ຍࢆ

表２　立体道路制度に関連する法制度

 � 

３．❧య㐨㊰ไᗘについて 

（㸯）❧య㐨㊰ไᗘの概要 

立体道路制度はᖿ線道路等の整ഛಁ進とᅵ地の高度用に㛵ࡍるྲྀり⤌ࡳの一つで、道路の区

ᇦを立体ⓗにᐃめ、ࡑれ௨እの空間用をྍ⬟にࡍるࡇとで、道路とᘓ築物等との一体ⓗ整ഛを

ᐇ⌧ࡍる制度である。㐠用にあたっては、道路ἲ、都ᕷ計画ἲ、ᘓ築ᇶ‽ἲについて、つ制を⦆

ࡍるࡇとで、道路上空の用をᐇ⌧ࡍるࡇとがྍ⬟となる。 

⾲－㸯 ❧య㐨㊰ไᗘに㛵㐃ࡍるἲไᗘ 

ἲ௧ 㐺用᮲ᩥ 概要 

㐨㊰ἲ ��᮲の�  ・㐨㊰の区ᇦࢆ上下の⠊ᅖࢆ㝈ᐃࠊࡋ❧యⓗにᣦᐃࡍるࡇとࡁ࡛ࡀる 

都ᕷィ⏬ἲ 
12 ᮲の 11 

 

・ᘓ≀とేࡏてࡇ࠺とࡁ࡛ࡀる㐨㊰の区ᇦ（重」用区ᇦ）ࢆᣦᐃࡍるࡇとࡀ

 1※ࠋるࡁ࡛ࡀとࡇるࡍ⦅ࢆ‽重」用区ᇦෆのᘓ築≀チྍᇶࠊまたࠋるࡁ࡛

ᘓ築ᇶ‽ἲ 
�� ᮲ 1 項 3

ྕ  

・都ᕷィ⏬ἲにᇶ࡙いて重」用区ᇦࢆᐃめた⠊ᅖに࠾いてࠊ㐨㊰ෆᘓ築ไ㝈ࢆ

⦆ࡍるࡇとࡁ࡛ࡀる2※ࠋ 

※1㸸重」用区ᇦෆに࠾けるᘓ築≀➼のᘓ築ཪࡣᘓタの㝈⏺ࡶᐃめるࡇとࡀᚲ要 

※2㸸㐨㊰ෆᘓ築ไ㝈ࢆ⦆࡛ࡁる対象㐨㊰ࠊࡣ⮬ື車ᑓ用㐨㊰ࠊ≉ᐃ高ᯫ㐨㊰➼に㝈ࢀࡽる 

ἲ௧ 㐺用᮲ᩥ 概要 

都ᕷ⏕≉ู

ᥐ⨨ἲ 
3� ᮲の 2  

・都ᕷ⏕⥭ᛴᩚഛ地ᇦෆの都ᕷ⏕≉ู地区に࠾いてࠊ重」用区ᇦࢆタᐃࡋ

た㐨㊰に࠾いてࠊᘓ築ᇶ‽ἲの㐨㊰ෆᘓ築ไ㝈ࢆ⦆ࡍるࡇとࡁ࡛ࡀるࠋ 

 

（２）❧య㐨㊰ไᗘのኚ㑄 

立体道路制度はᖹ成ඖᖺにタࡉれて௨㝆、道路上空活用ࢬ࣮ࢽのከᵝ化にあわせてに௨下

のよ࠺なᨵṇが行われている。 

⾲－２ ❧య㐨㊰ไᗘに㛵㐃ࡍるἲไᗘ（Ẹ間ᩜ地に㐨㊰） 

 
❧య㐨㊰ไᗘ 

 ⪄ージ・ഛ࣓
㐨㊰ἲ 都ᕷィ⏬ἲ ᘓ築ᇶ‽ἲ 

都ᕷ⏕≉ู

ᥐ⨨ἲ 

H1 ・㐨㊰ࢆ᪂タཪࡣ

ᨵ築ࡍるሙྜࠊ

㐨㊰の❧యⓗ

区ᇦࢆᐃめる

るࡁ࡛ࡀとࡇ

（ἲ第 �� ᮲の
5） 

・地区ィ⏬࡛ࠕ重」用区

ᇦ （ࠖ㐨㊰の区ᇦのࠊࡕ࠺

ᘓ築≀➼のᩜ地とࡋて

区ࡁࡍて用ࡏࢃྜ

ᇦ）及びࠕᘓ築㝈⏺ࠖࢆ

ᐃめるࡇとྍࡀ能（ἲ第
12 ᮲の 11） 

・都ᕷィ⏬࡛ࠕ重」

用区ᇦ ࢀࡽᐃめࡀࠖ

ていࠊࡤࢀ㐨㊰ෆに

ᘓ≀ࢆᘓ築ࡍるࡇ

とࢆ⚗Ṇࡍるつᐃ

㐺用㝖እ（ἲ第ࢆ
�� ᮲ 1項第 3ྕ） 

 

 

᪂タ・ᨵ築に㐨㊰と୍యとなった 

ᘓ≀のᩚഛྍࡀ能となった  
・ᇶ本ࡣ高㏿㐨㊰の㐺用ࢆᐃ（᪂タ・ᨵ築のࡳ） 

・⮬ᑓ㐨ࠊ≉ᐃ高ᯫ㐨㊰௨እの㐨㊰ࡣ未㐺用 

 ・都ᕷࣔࣞࣀールࠊ㊰እ㥔㍯ሙ➼୍࡛⯡ⓗな㐨の機能ࢆ᭷ࡋないࡶ

のについてࠊࡣᘓ築ᇶ‽ἲのࠕ㐨㊰ࠖとࡋてྲྀࢀࢃᢅࡾない（通
㐩） 

H1�    ・都ᕷ⏕≉ᥐ⨨

ἲのไᐃ 
都ᕷ⏕ 

⥭ᛴᩚഛ地ᇦ 

都ᕷ⏕⥭ᛴᩚഛ地ᇦのタ 

ไᗘ㐺用᮲௳ࢀࡇࡣま࡛ྠᵝ  
・都ᕷෆの❧య㐨㊰ไᗘ活用ࢽーࡀࢬⓎ⏕ 

ЍH1� 通㐩㸸ࢹ࣌ストࣜࢹࣥッキの活用ࢆ᫂ᩥ化 

・≉ᐃ高ᯫ㐨㊰のᇶ‽ࡀཝࡋいため活用ࡀ㐍まない 

ЍH21 要⥘㸸⮬⏤通㊰の❧య㐨㊰ไᗘの活用ಁࢆ㐍 

H1� ・❧య㐨㊰ไᗘの㐺用⠊ᅖࢹ࣌ࢆストࣜࢹࣥッキࡸ⮬⏤通㊰ࠊス

ື⮬ࠕ㌿車ᑓ用㐨➼の⮬ࠊなṌ⾜⪅ᑓ用㐨㊰࠺ࡼークの࢛࢘࢝

車のἢ㐨のฟධࡁ࡛ࡀࡾないᵓ㐀ࠖのࡶのにᣑ大（通㐩） 

 

H21  ・⮬⏤通㊰ᩚഛの❧య㐨

㊰ไᗘの㐺用ಁࢆ㐍（要
⥘） 

  

H23    ・≉ᐃ都ᕷ⏕⥭

ᛴᩚഛ地ᇦෆ

の都ᕷィ⏬㐨

㊰の㐺用⠊

ᅖのᣑ大（ἲ
3� ᮲の 2） 

≉ᐃ都ᕷ⏕⥭ᛴᩚഛ地ᇦのタ 

区ᇦෆの都ィ㐨の上空活用ྍࡀ能に ≉ᐃ都ᕷ⏕ 

⥭ᛴᩚഛ地ᇦ 

 
・大⾤区化に㛵ࡍる㆟ㄽ 

ЍH23 都ᕷ⏕≉ูᥐ⨨ἲᨵṇ㸸୍㒊の都ᕷィ⏬㐨㊰
 㐺用⠊ᅖに㏣ຍࢆ

表３　立体道路制度に関連する法制度（民間敷地に道路）
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３－３�　立体道路制度活用のメリット・デメ
リット

　立体道路制度を活用することによって想定されるメリ

ット・デメリットについて、資金面・運営面それぞれの

視点から整理を行った（表５）。

　平成 26 年にはこれまで新設・改築時に限定されてい

た立体道路制度について、既存道路においても適用でき

ることとなり、平成 28 年には道路に区分地上権の設定

が可能となり、道路上空空間に民間事業者等が活用可能

となるなど、制度の適用範囲が拡大してきている（表４）。

 � 

ᖹ成 26 ᖺにはࡇれまで新タ・ᨵ築時に㝈ᐃࡉれていた立体道路制度について、᪤Ꮡ道路におい

てࡶ㐺用でࡁるࡇととなり、ᖹ成 2� ᖺには道路に区ศ地上ᶒのタᐃがྍ⬟となり、道路上空空間

に民間事業⪅等が活用ྍ⬟となるな、制度の㐺用⠊ᅖがᣑしてࡁている。 

⾲－３ ❧య㐨㊰ไᗘに㛵㐃ࡍるἲไᗘ（Ẹ間ᩜ地に㐨㊰�㐨㊰区ᇦにẸ間タ） 

 
❧య㐨㊰ไᗘ 

 ⪄ージ・ഛ࣓
㐨㊰ἲ 都ᕷィ⏬ἲ ᘓ築ᇶ‽ἲ 

都ᕷ⏕≉ู

ᥐ⨨ἲ 

H2� ・᪤Ꮡ㐨㊰❧

య㐨㊰ไᗘの

㐺用⠊ᅖのᣑ

大（ἲ第 �� ᮲
の �） 

  ・≉ᐃ都ᕷ⏕

⥭ᛴᩚഛ地ᇦ

ෆの୍⯡㐨㊰

の㐺用⠊ᅖ

のᣑ大（ἲ 3�
᮲の 2） 

 

都ᕷ⏕ 

⥭ᛴᩚഛ地ᇦ 

都ᕷ⏕⥭ᛴᩚഛ地ᇦの᪤Ꮡ㐨㊰の 

上空活用ྍࡀ能に（ణࡋ⚾ᶒのタᐃ）ࡣ未対ᛂ 

 
・㐨㊰の࢜ーࣥࣉ化に㛵ࡍる㆟ㄽ 

ЍH2� 㐨㊰ἲ➼ᨵṇ㸸୍㒊の᪤Ꮡ㐨㊰➼ࢆ対象に㏣ຍ 

・᪤Ꮡ㐨㊰に❧య㐨㊰ไᗘࢆ㐺用ࡍる㝿に機ᵓ௨እ࡛

 ฟ᮶ないࡀᶒのタᐃ⚾ࠊࡣ

ЍH2� 㐨㊰ἲᨵṇ㸸交通確ಖタの⥔ᣢ⟶⌮࠺⾜ࢆሙ
ྜに㝈ࡾ⚾ᶒのタᐃྍࡀ能 

H2� ・❧య㐨㊰ไᗘ

交通ࡋ活用ࢆ

確ಖタᩚࢆ

ഛࡍるሙྜࠊ

⾜ᨻ㈈⏘࡛࠶

る㐨㊰に区ศ

地上ᶒのタᐃ

能（ἲ第ྍࡀ
�� ᮲の �第 2
項） 

  ・都ᕷ⏕⥭ᛴ

ᩚഛ地ᇦෆの

㐨㊰の㐺用

⠊ᅖのᣑ大

（ἲ 3� ᮲の
2） 

 

都ᕷ⏕ 

⥭ᛴᩚഛ地ᇦ 

都ᕷ⏕⥭ᛴᩚഛ地ᇦの᪤Ꮡ㐨㊰の 

上空活用ྍࡀ能にࠋ⚾ᶒのタᐃྍࡶ能 

 
・᪤Ꮡ㐨㊰上空ࢆ活用ࡍるに࠶たってヲ⣽ࡀ不᫂ 

（᥋㐨➼のᘓ築ᇶ‽ἲࠊ都ᕷィ⏬ἲ上の課題） 

 

（３）❧య㐨㊰ไᗘ活用の࣓ࣜット・࣓ࣜࢹット 

立体道路制度を活用ࡍるࡇとによってᐃࡉれる࣓ࣜࢺࢵ࣓ࣜࢹ・ࢺࢵについて、資㔠㠃・㐠

Ⴀ㠃ࡑれࡒれのどⅬら整理を行った。 

⾲－㸲 ❧య㐨㊰ไᗘの活用にࡾࡼᐃࢀࡉる࣓ࣜット・࣓ࣜࢹット 

 ࣓ࣜット ࣓ࣜࢹット 

㈨㔠㠃 ・ᚑ᮶㐨㊰区ᇦのᅵ地ࡣ㐨㊰事業⪅ࡀ㈙ࡋて

事業ࢆ⾜っていたࠊࡀ❧య㐨㊰ไᗘ活用にࡼ

てᒃࡋ⥆⥅ሙᡤにࡌྠࡀ⪅ᅵ地の地ᶒࠊࡾ

ఫ・Ⴀ業ྍࡀ能 

・㐨㊰とࡋて用ࡍる㒊ศのࡳᶒྲྀࢆᚓࡍる

ため用地ྲྀᚓ費用ࡀ㍍ῶ 

・᪤Ꮡ㐨㊰上空ࢆ活用ࡍるሙྜࠊ㐨㊰上空とい

ࢀࡽᚓࡀるධࡼ᪂たな⾜ᨻ㈈⏘のฎศに࠺

る 

・ᅜ㐨の᪤Ꮡ㐨㊰上空ࢆ活用ࡍるሙྜࠊ区ศ地

上ᶒのタᐃ対౯ࡣᅜᗜにᖐᒓࡍるࡇとにな

ࢀࡽ㐨㊰⥔ᣢ・ᣑᖜ・᭦᪂費用➼にてࠊࡾ

ない 

・Ẹ間にとってࠊࡣ㐨㊰ࢆ活用ࡋてᚓࢀࡽるᐜ

✚⋡なの┈とබඹ㈉⊩なồめࢀࡽる㈐

ົとのࣥࣛࣂスࡀᚲ要となる 

㐠Ⴀ㠃 ・㐨㊰᪂タのሙྜࠊ㐨㊰事業༢⊂࡛⾜ࡶࡾࡼ࠺

地ᇦのศ᩿なࡃ↓ࡀなࠊࡾ地ᶒ⪅➼のྜព

 なるࡃࡍࡸࢀࡽᚓࡀ

・᪤Ꮡ㐨㊰上空ࢆ活用ࡍるሙྜࠊẸ間事業⪅に

とってࠊࡣ㥐の┤近な都ᚰ㒊のᅵ地ࢆ用地

㈙➼ࢆకࡎࢃධᡭࡍるࡇとྍࡀ能となࠊࡾ

事業化ࡀ᪩ࡃ㐍めࢀࡽる 

・㐨㊰ࡀ本᮶ᢸっているᙺとࡋて通⾜のሙと

Ᏻ࡛良ዲなᕷ⾤地⎔ቃの形ࡃけ࡛なࡔてࡋ

ᡂࡀ㜼ᐖࢀࡉるᜍ࠶ࡀࢀる 

・㐨㊰事業・Ẹ間事業୍ࢆయⓗに⾜࠺ためᶒ

スクศᢸࣜࡸてのᙺศᢸࡋᣢ⟶⌮に㛵⥔ࡸ

ࡀるᚲ要ࡍ༠ᐃ➼࡛᫂確にࠊࡾ㞧にな「ࡀ➼

 る࠶

・᪤Ꮡ㐨㊰上空ࢆ活用ࡍるሙྜࠊ本᮶㐨㊰とࡋ

てᩚഛࢀࡉた区⏬にᘓ≀ࡀᘓタࢀࡉるࡇとと

なるためࠊ地ᇦのྜពࡀᚓࢀࡽにࡃい 

 

表４　立体道路制度に関連する法制度（民間敷地に道路＋道路区域に民間施設）

 � 

ᖹ成 26 ᖺにはࡇれまで新タ・ᨵ築時に㝈ᐃࡉれていた立体道路制度について、᪤Ꮡ道路におい

てࡶ㐺用でࡁるࡇととなり、ᖹ成 2� ᖺには道路に区ศ地上ᶒのタᐃがྍ⬟となり、道路上空空間

に民間事業⪅等が活用ྍ⬟となるな、制度の㐺用⠊ᅖがᣑしてࡁている。 

⾲－３ ❧య㐨㊰ไᗘに㛵㐃ࡍるἲไᗘ（Ẹ間ᩜ地に㐨㊰�㐨㊰区ᇦにẸ間タ） 

 
❧య㐨㊰ไᗘ 

 ⪄ージ・ഛ࣓
㐨㊰ἲ 都ᕷィ⏬ἲ ᘓ築ᇶ‽ἲ 

都ᕷ⏕≉ู

ᥐ⨨ἲ 

H2� ・᪤Ꮡ㐨㊰❧

య㐨㊰ไᗘの

㐺用⠊ᅖのᣑ

大（ἲ第 �� ᮲
の �） 

  ・≉ᐃ都ᕷ⏕

⥭ᛴᩚഛ地ᇦ

ෆの୍⯡㐨㊰

の㐺用⠊ᅖ

のᣑ大（ἲ 3�
᮲の 2） 

 

都ᕷ⏕ 

⥭ᛴᩚഛ地ᇦ 

都ᕷ⏕⥭ᛴᩚഛ地ᇦの᪤Ꮡ㐨㊰の 

上空活用ྍࡀ能に（ణࡋ⚾ᶒのタᐃ）ࡣ未対ᛂ 

 
・㐨㊰の࢜ーࣥࣉ化に㛵ࡍる㆟ㄽ 

ЍH2� 㐨㊰ἲ➼ᨵṇ㸸୍㒊の᪤Ꮡ㐨㊰➼ࢆ対象に㏣ຍ 

・᪤Ꮡ㐨㊰に❧య㐨㊰ไᗘࢆ㐺用ࡍる㝿に機ᵓ௨እ࡛

 ฟ᮶ないࡀᶒのタᐃ⚾ࠊࡣ

ЍH2� 㐨㊰ἲᨵṇ㸸交通確ಖタの⥔ᣢ⟶⌮࠺⾜ࢆሙ
ྜに㝈ࡾ⚾ᶒのタᐃྍࡀ能 

H2� ・❧య㐨㊰ไᗘ

交通ࡋ活用ࢆ

確ಖタᩚࢆ

ഛࡍるሙྜࠊ

⾜ᨻ㈈⏘࡛࠶

る㐨㊰に区ศ

地上ᶒのタᐃ

能（ἲ第ྍࡀ
�� ᮲の �第 2
項） 

  ・都ᕷ⏕⥭ᛴ

ᩚഛ地ᇦෆの

㐨㊰の㐺用

⠊ᅖのᣑ大

（ἲ 3� ᮲の
2） 

 

都ᕷ⏕ 

⥭ᛴᩚഛ地ᇦ 

都ᕷ⏕⥭ᛴᩚഛ地ᇦの᪤Ꮡ㐨㊰の 

上空活用ྍࡀ能にࠋ⚾ᶒのタᐃྍࡶ能 

 
・᪤Ꮡ㐨㊰上空ࢆ活用ࡍるに࠶たってヲ⣽ࡀ不᫂ 

（᥋㐨➼のᘓ築ᇶ‽ἲࠊ都ᕷィ⏬ἲ上の課題） 

 

（３）❧య㐨㊰ไᗘ活用の࣓ࣜット・࣓ࣜࢹット 

立体道路制度を活用ࡍるࡇとによってᐃࡉれる࣓ࣜࢺࢵ࣓ࣜࢹ・ࢺࢵについて、資㔠㠃・㐠

Ⴀ㠃ࡑれࡒれのどⅬら整理を行った。 

⾲－㸲 ❧య㐨㊰ไᗘの活用にࡾࡼᐃࢀࡉる࣓ࣜット・࣓ࣜࢹット 

 ࣓ࣜット ࣓ࣜࢹット 

㈨㔠㠃 ・ᚑ᮶㐨㊰区ᇦのᅵ地ࡣ㐨㊰事業⪅ࡀ㈙ࡋて

事業ࢆ⾜っていたࠊࡀ❧య㐨㊰ไᗘ活用にࡼ

てᒃࡋ⥆⥅ሙᡤにࡌྠࡀ⪅ᅵ地の地ᶒࠊࡾ

ఫ・Ⴀ業ྍࡀ能 

・㐨㊰とࡋて用ࡍる㒊ศのࡳᶒྲྀࢆᚓࡍる

ため用地ྲྀᚓ費用ࡀ㍍ῶ 

・᪤Ꮡ㐨㊰上空ࢆ活用ࡍるሙྜࠊ㐨㊰上空とい

ࢀࡽᚓࡀるධࡼ᪂たな⾜ᨻ㈈⏘のฎศに࠺

る 

・ᅜ㐨の᪤Ꮡ㐨㊰上空ࢆ活用ࡍるሙྜࠊ区ศ地

上ᶒのタᐃ対౯ࡣᅜᗜにᖐᒓࡍるࡇとにな

ࢀࡽ㐨㊰⥔ᣢ・ᣑᖜ・᭦᪂費用➼にてࠊࡾ

ない 

・Ẹ間にとってࠊࡣ㐨㊰ࢆ活用ࡋてᚓࢀࡽるᐜ

✚⋡なの┈とබඹ㈉⊩なồめࢀࡽる㈐

ົとのࣥࣛࣂスࡀᚲ要となる 

㐠Ⴀ㠃 ・㐨㊰᪂タのሙྜࠊ㐨㊰事業༢⊂࡛⾜ࡶࡾࡼ࠺

地ᇦのศ᩿なࡃ↓ࡀなࠊࡾ地ᶒ⪅➼のྜព

 なるࡃࡍࡸࢀࡽᚓࡀ

・᪤Ꮡ㐨㊰上空ࢆ活用ࡍるሙྜࠊẸ間事業⪅に

とってࠊࡣ㥐の┤近な都ᚰ㒊のᅵ地ࢆ用地

㈙➼ࢆకࡎࢃධᡭࡍるࡇとྍࡀ能となࠊࡾ

事業化ࡀ᪩ࡃ㐍めࢀࡽる 

・㐨㊰ࡀ本᮶ᢸっているᙺとࡋて通⾜のሙと

Ᏻ࡛良ዲなᕷ⾤地⎔ቃの形ࡃけ࡛なࡔてࡋ

ᡂࡀ㜼ᐖࢀࡉるᜍ࠶ࡀࢀる 

・㐨㊰事業・Ẹ間事業୍ࢆయⓗに⾜࠺ためᶒ

スクศᢸࣜࡸてのᙺศᢸࡋᣢ⟶⌮に㛵⥔ࡸ

ࡀるᚲ要ࡍ༠ᐃ➼࡛᫂確にࠊࡾ㞧にな「ࡀ➼

 る࠶

・᪤Ꮡ㐨㊰上空ࢆ活用ࡍるሙྜࠊ本᮶㐨㊰とࡋ

てᩚഛࢀࡉた区⏬にᘓ≀ࡀᘓタࢀࡉるࡇとと

なるためࠊ地ᇦのྜពࡀᚓࢀࡽにࡃい 

 

表５　立体道路制度の活用により想定されるメリット・デメリット
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準法、都市再生特別措置法）に関する課題事項について

整理した。

　立体道路制度を既存道路上空に適用した事例はないこ

とから、詳細な条件等についてあいまいな記述となって

いるものもあるため、計画段階から関係機関との協議を

進める必要がある（表６、７、８）。

官民連携による立体道路制度活
用時に想定される課題

４－１　各種制度の課題

　道路と都市を一体的に開発するにあたり想定される立

体道路制度の関連法制度（道路法、都市計画法、建築基

4

 � 

㸲．ᐁẸ㐃ᦠにࡼる❧య㐨㊰ไᗘ活用にᐃࢀࡉる課題 

（㸯）ྛ✀ไᗘの課題 
道路と都ᕷを一体ⓗに開発ࡍるにあたりᐃࡉれる立体道路制度の㛵連ἲ制度（道路ἲ、都ᕷ

計画ἲ、ᘓ築ᇶ‽ἲ、都ᕷ⏕≉ูᥐ⨨ἲ）に㛵ࡍる課題事㡯について整理した。 

立体道路制度を᪤Ꮡ道路上空に㐺用した事はないࡇとら、ヲ⣽な᮲௳等についてあいまい

なグ㏙となっているࡶのࡶあるため、計画ẁ㝵ら㛵ಀᶵ㛵との༠㆟を進める必要がある。 

⾲－㸳 㐨㊰ἲ㛵㐃の課題事項 

 項┠ 課題 

ձ 交通確ಖタ ە㐨㊰⟶⌮⪅௨እの⪅ࡀ⾜ᨻ㈈⏘࡛࠶る㐨㊰上空に地上ᶒࢆᣢつ᮲௳とࡋて

ていないࢀࡉ♧ࡣのヲ⣽な᮲௳➼についてࡑࠊࡀる࠶ࡀ交通確ಖタࠖࠕ

 ࠋ（※）

⾡のにᚲ要なᢏ࠺⾜㐺ษにࢆ⌮⟶ᣢ⥔ࡣᙜヱ交通確ಖタのᩚഛཪࠕࠊまたە

ⓗ能ຊࢆ᭷ࡍるࡇとࠖのุ᩿ᇶ‽➼についてࢀࡉ♧ࡶていないࠋ 

ͤ㏻☜ಖタについては、「立体道路制度にಀるᅜ᭷㈈⏘ἲ等の≉について（ᅜ道➨ �� ྕ、ᖹ

成 �� ᖺ �᭶ �� 日）」において、௨下のよ࠺につᐃࡉれている。 

㻔㻝㻕㻌㏻☜ಖ設に䛴い䛶㻌

䜲㻌 つ๎➨䠐᮲の 㻝㻜 の䠏➨䠍ྕでᐃ䜑る䛂一⯡㏻の用に౪する㏻路ཬ䜃こ䜜とྠ➼のᶵ⬟を᭷する建築

物䛭のの設䛃に䛴い䛶㻌

つ๎➨䠐᮲の 㻝㻜 の䠏➨䠍ྕの䛂一⯡㏻の用に౪する㏻路ཬ䜃こ䜜とྠ➼のᶵ⬟を᭷する建築物

䛭のの設䛃に䛿、㏻路௨እに、䛘䜀、ົᡤ、ᗑ⯒、ᗜ、ఫᏯ、ᗈሙ、බᅬཬ䜃地ୗ⾤➼を一

㒊にྵ䜐設䜒ヱᙜし、設のす䜉䛶の㒊ศ䛜㏻路で䛒るᚲせ䛿ないこと䚹䜎䛯、設のᶵ⬟を䛖

する䛯䜑にᚲせとㄆ䜑䜙䜜る設ഛ䜒ྵ䜎䜜ること䚹㻌

䝻㻌 ㏻路の㛤ᨺの䛒䜚᪉に䛴い䛶㻌

㏻路に䛴い䛶䛿、一⯡㏻の用に౪䛥䜜䛶いるᚲせ䛜䛒ること䚹㻌

な䛚、㏻路䛿ᚲ䛪し䜒 㻞㻠 間䞉㻟㻢㻡 ᪥㛤ᨺ䛥䜜䛶いるᚲせ䛿な䛟、㏻☜ಖ設の✀㢮ཬ䜃ᙜヱ

設࿘㎶の道路㏻の≧ἣ➼に㚷み、ಶูのに䛚い䛶、ྛ道路⟶⌮⪅䛜㐺ษにุ᩿すること䚹 
⾲－６ 都ᕷィ⏬ἲ・都ᕷ⏕≉ูᥐ⨨ἲ㛵㐃の課題事項 

 項┠ 課題 

ձ 地区ィ⏬の区ᇦ ە᪤Ꮡ㐨㊰上空ࡀ地区ィ⏬࡛ࡣቃ⏺となっているሙྜにࠊࡣ㐨㊰୰ᚰ線ࢆᣳ

た᪂たࡋ๓ᥦとࢆ㐨㊰上空空間の活用ࠊるためࡍᏑᅾࡀ⏬２つの地区ィࡳ

な地区ィ⏬ࢆᐃめるᚲ要࠶ࡀるࠋ 

ղ ᐜ✚⋡のタᐃ ەᐜ✚⋡ࡣ地区ィ⏬࡛ᐃめࢀࡽるࡇととなるࠊࡀ㐨㊰上空のᐜ✚⋡のタ⨨に

ついてタᐃ᪉ἲ࠼⪄࠺ࢆる不᫂確ࠋ 

ճ ᐜ✚⋡のቑ・

⛣㌿ 

࠾ᐜ✚⋡の⦆にࠊるሙྜࡍᐃࢆた㛤Ⓨࡋ活用ࢆ都ᕷ⏕≉ู地区ไᗘە

いてࡣබඹ㈉⊩ࡀ๓ᥦとなるࠊࡀ⦆ᐜ✚⋡とබඹ㈉⊩のෆᐜのุ᩿ᇶ‽

 ࠋていないࢀࡉ♧᫂確にࡀ➼

⾲－㸵 ᘓ築ᇶ‽ἲ㛵㐃の課題事項 

 項┠ 課題 

ձ ᥋㐨要௳の㐺

用 

ࠊࡾ࠾てࢀࡉとࠖとࡇるࡍ㸲㹫௨上の㐨㊰に２㹫௨上᥋ࠕࠊࡣᘓ築ᇶ‽ἲ࡛ە

ィ⏬⟇ᐃに␃ពࡀᚲ要ࠋ（ᮾி都ᘓ築Ᏻ᮲࡛ࠕࠊࡣ（大つᶍᗑ⯒࡛ࡣ）

㐨㊰に２㎶௨上᥋ࠊࡋཪᩜࡣ地のእ࿘の㛗ࡉの୕ศの୍௨上ࡀ㐨㊰に᥋ࡍ

るࡇとࠖとなっている） 

ᙇࢆ≀る㐨㊰上空にᘓ築ࡍ⾜୪ࠊࡣいて࠾の高ᯫ・᥀㐨㊰に首都高なە

ᘓ築ᩜ地ࠊるケースなࡍない区間にᘓ築ࡋ⾜୪ࡀ㐨㊰ࠊࡸケースࡍฟࡾ

のྲྀࡾ᪉に༑ศ␃ពࡀᚲ要ࠋ 

ղ ேᕤ地┙のྲྀᢅ

い 

ᅵᮌᵓ㐀≀とࢆேᕤ地┙のྲྀᢅいࠊるሙྜࡍᕤసࢆ≀㐨㊰上空空間にᘓ築ە

 （事業費にᙳ㡪）ࠋなる␗ࡀ‽るᇶࡍ㐺用ࡾࡼにるࡍᘓ築≀とࠊるࡍ

 

表６　道路法関連の課題事項

 � 

㸲．ᐁẸ㐃ᦠにࡼる❧య㐨㊰ไᗘ活用にᐃࢀࡉる課題 

（㸯）ྛ✀ไᗘの課題 
道路と都ᕷを一体ⓗに開発ࡍるにあたりᐃࡉれる立体道路制度の㛵連ἲ制度（道路ἲ、都ᕷ

計画ἲ、ᘓ築ᇶ‽ἲ、都ᕷ⏕≉ูᥐ⨨ἲ）に㛵ࡍる課題事㡯について整理した。 

立体道路制度を᪤Ꮡ道路上空に㐺用した事はないࡇとら、ヲ⣽な᮲௳等についてあいまい

なグ㏙となっているࡶのࡶあるため、計画ẁ㝵ら㛵ಀᶵ㛵との༠㆟を進める必要がある。 

⾲－㸳 㐨㊰ἲ㛵㐃の課題事項 

 項┠ 課題 

ձ 交通確ಖタ ە㐨㊰⟶⌮⪅௨እの⪅ࡀ⾜ᨻ㈈⏘࡛࠶る㐨㊰上空に地上ᶒࢆᣢつ᮲௳とࡋて

ていないࢀࡉ♧ࡣのヲ⣽な᮲௳➼についてࡑࠊࡀる࠶ࡀ交通確ಖタࠖࠕ

 ࠋ（※）

⾡のにᚲ要なᢏ࠺⾜㐺ษにࢆ⌮⟶ᣢ⥔ࡣᙜヱ交通確ಖタのᩚഛཪࠕࠊまたە

ⓗ能ຊࢆ᭷ࡍるࡇとࠖのุ᩿ᇶ‽➼についてࢀࡉ♧ࡶていないࠋ 

ͤ㏻☜ಖタについては、「立体道路制度にಀるᅜ᭷㈈⏘ἲ等の≉について（ᅜ道➨ �� ྕ、ᖹ

成 �� ᖺ �᭶ �� 日）」において、௨下のよ࠺につᐃࡉれている。 

㻔㻝㻕㻌㏻☜ಖ設に䛴い䛶㻌

䜲㻌 つ๎➨䠐᮲の 㻝㻜 の䠏➨䠍ྕでᐃ䜑る䛂一⯡㏻の用に౪する㏻路ཬ䜃こ䜜とྠ➼のᶵ⬟を᭷する建築

物䛭のの設䛃に䛴い䛶㻌

つ๎➨䠐᮲の 㻝㻜 の䠏➨䠍ྕの䛂一⯡㏻の用に౪する㏻路ཬ䜃こ䜜とྠ➼のᶵ⬟を᭷する建築物

䛭のの設䛃に䛿、㏻路௨እに、䛘䜀、ົᡤ、ᗑ⯒、ᗜ、ఫᏯ、ᗈሙ、බᅬཬ䜃地ୗ⾤➼を一

㒊にྵ䜐設䜒ヱᙜし、設のす䜉䛶の㒊ศ䛜㏻路で䛒るᚲせ䛿ないこと䚹䜎䛯、設のᶵ⬟を䛖

する䛯䜑にᚲせとㄆ䜑䜙䜜る設ഛ䜒ྵ䜎䜜ること䚹㻌

䝻㻌 ㏻路の㛤ᨺの䛒䜚᪉に䛴い䛶㻌

㏻路に䛴い䛶䛿、一⯡㏻の用に౪䛥䜜䛶いるᚲせ䛜䛒ること䚹㻌

な䛚、㏻路䛿ᚲ䛪し䜒 㻞㻠 間䞉㻟㻢㻡 ᪥㛤ᨺ䛥䜜䛶いるᚲせ䛿な䛟、㏻☜ಖ設の✀㢮ཬ䜃ᙜヱ

設࿘㎶の道路㏻の≧ἣ➼に㚷み、ಶูのに䛚い䛶、ྛ道路⟶⌮⪅䛜㐺ษにุ᩿すること䚹 
⾲－６ 都ᕷィ⏬ἲ・都ᕷ⏕≉ูᥐ⨨ἲ㛵㐃の課題事項 

 項┠ 課題 

ձ 地区ィ⏬の区ᇦ ە᪤Ꮡ㐨㊰上空ࡀ地区ィ⏬࡛ࡣቃ⏺となっているሙྜにࠊࡣ㐨㊰୰ᚰ線ࢆᣳ

た᪂たࡋ๓ᥦとࢆ㐨㊰上空空間の活用ࠊるためࡍᏑᅾࡀ⏬２つの地区ィࡳ

な地区ィ⏬ࢆᐃめるᚲ要࠶ࡀるࠋ 

ղ ᐜ✚⋡のタᐃ ەᐜ✚⋡ࡣ地区ィ⏬࡛ᐃめࢀࡽるࡇととなるࠊࡀ㐨㊰上空のᐜ✚⋡のタ⨨に

ついてタᐃ᪉ἲ࠼⪄࠺ࢆる不᫂確ࠋ 

ճ ᐜ✚⋡のቑ・

⛣㌿ 

࠾ᐜ✚⋡の⦆にࠊるሙྜࡍᐃࢆた㛤Ⓨࡋ活用ࢆ都ᕷ⏕≉ู地区ไᗘە

いてࡣබඹ㈉⊩ࡀ๓ᥦとなるࠊࡀ⦆ᐜ✚⋡とබඹ㈉⊩のෆᐜのุ᩿ᇶ‽

 ࠋていないࢀࡉ♧᫂確にࡀ➼

⾲－㸵 ᘓ築ᇶ‽ἲ㛵㐃の課題事項 

 項┠ 課題 

ձ ᥋㐨要௳の㐺

用 

ࠊࡾ࠾てࢀࡉとࠖとࡇるࡍ㸲㹫௨上の㐨㊰に２㹫௨上᥋ࠕࠊࡣᘓ築ᇶ‽ἲ࡛ە

ィ⏬⟇ᐃに␃ពࡀᚲ要ࠋ（ᮾி都ᘓ築Ᏻ᮲࡛ࠕࠊࡣ（大つᶍᗑ⯒࡛ࡣ）

㐨㊰に２㎶௨上᥋ࠊࡋཪᩜࡣ地のእ࿘の㛗ࡉの୕ศの୍௨上ࡀ㐨㊰に᥋ࡍ

るࡇとࠖとなっている） 

ᙇࢆ≀る㐨㊰上空にᘓ築ࡍ⾜୪ࠊࡣいて࠾の高ᯫ・᥀㐨㊰に首都高なە

ᘓ築ᩜ地ࠊるケースなࡍない区間にᘓ築ࡋ⾜୪ࡀ㐨㊰ࠊࡸケースࡍฟࡾ

のྲྀࡾ᪉に༑ศ␃ពࡀᚲ要ࠋ 

ղ ேᕤ地┙のྲྀᢅ

い 

ᅵᮌᵓ㐀≀とࢆேᕤ地┙のྲྀᢅいࠊるሙྜࡍᕤసࢆ≀㐨㊰上空空間にᘓ築ە

 （事業費にᙳ㡪）ࠋなる␗ࡀ‽るᇶࡍ㐺用ࡾࡼにるࡍᘓ築≀とࠊるࡍ

 

表７　都市計画法・都市再生特別措置法関連の課題事項

 � 

㸲．ᐁẸ㐃ᦠにࡼる❧య㐨㊰ไᗘ活用にᐃࢀࡉる課題 

（㸯）ྛ✀ไᗘの課題 
道路と都ᕷを一体ⓗに開発ࡍるにあたりᐃࡉれる立体道路制度の㛵連ἲ制度（道路ἲ、都ᕷ

計画ἲ、ᘓ築ᇶ‽ἲ、都ᕷ⏕≉ูᥐ⨨ἲ）に㛵ࡍる課題事㡯について整理した。 

立体道路制度を᪤Ꮡ道路上空に㐺用した事はないࡇとら、ヲ⣽な᮲௳等についてあいまい

なグ㏙となっているࡶのࡶあるため、計画ẁ㝵ら㛵ಀᶵ㛵との༠㆟を進める必要がある。 

⾲－㸳 㐨㊰ἲ㛵㐃の課題事項 

 項┠ 課題 

ձ 交通確ಖタ ە㐨㊰⟶⌮⪅௨እの⪅ࡀ⾜ᨻ㈈⏘࡛࠶る㐨㊰上空に地上ᶒࢆᣢつ᮲௳とࡋて

ていないࢀࡉ♧ࡣのヲ⣽な᮲௳➼についてࡑࠊࡀる࠶ࡀ交通確ಖタࠖࠕ

 ࠋ（※）

⾡のにᚲ要なᢏ࠺⾜㐺ษにࢆ⌮⟶ᣢ⥔ࡣᙜヱ交通確ಖタのᩚഛཪࠕࠊまたە

ⓗ能ຊࢆ᭷ࡍるࡇとࠖのุ᩿ᇶ‽➼についてࢀࡉ♧ࡶていないࠋ 

ͤ㏻☜ಖタについては、「立体道路制度にಀるᅜ᭷㈈⏘ἲ等の≉について（ᅜ道➨ �� ྕ、ᖹ

成 �� ᖺ �᭶ �� 日）」において、௨下のよ࠺につᐃࡉれている。 

㻔㻝㻕㻌㏻☜ಖ設に䛴い䛶㻌

䜲㻌 つ๎➨䠐᮲の 㻝㻜 の䠏➨䠍ྕでᐃ䜑る䛂一⯡㏻の用に౪する㏻路ཬ䜃こ䜜とྠ➼のᶵ⬟を᭷する建築

物䛭のの設䛃に䛴い䛶㻌

つ๎➨䠐᮲の 㻝㻜 の䠏➨䠍ྕの䛂一⯡㏻の用に౪する㏻路ཬ䜃こ䜜とྠ➼のᶵ⬟を᭷する建築物

䛭のの設䛃に䛿、㏻路௨እに、䛘䜀、ົᡤ、ᗑ⯒、ᗜ、ఫᏯ、ᗈሙ、බᅬཬ䜃地ୗ⾤➼を一

㒊にྵ䜐設䜒ヱᙜし、設のす䜉䛶の㒊ศ䛜㏻路で䛒るᚲせ䛿ないこと䚹䜎䛯、設のᶵ⬟を䛖

する䛯䜑にᚲせとㄆ䜑䜙䜜る設ഛ䜒ྵ䜎䜜ること䚹㻌

䝻㻌 ㏻路の㛤ᨺの䛒䜚᪉に䛴い䛶㻌

㏻路に䛴い䛶䛿、一⯡㏻の用に౪䛥䜜䛶いるᚲせ䛜䛒ること䚹㻌

な䛚、㏻路䛿ᚲ䛪し䜒 㻞㻠 間䞉㻟㻢㻡 ᪥㛤ᨺ䛥䜜䛶いるᚲせ䛿な䛟、㏻☜ಖ設の✀㢮ཬ䜃ᙜヱ

設࿘㎶の道路㏻の≧ἣ➼に㚷み、ಶูのに䛚い䛶、ྛ道路⟶⌮⪅䛜㐺ษにุ᩿すること䚹 
⾲－６ 都ᕷィ⏬ἲ・都ᕷ⏕≉ูᥐ⨨ἲ㛵㐃の課題事項 

 項┠ 課題 

ձ 地区ィ⏬の区ᇦ ە᪤Ꮡ㐨㊰上空ࡀ地区ィ⏬࡛ࡣቃ⏺となっているሙྜにࠊࡣ㐨㊰୰ᚰ線ࢆᣳ

た᪂たࡋ๓ᥦとࢆ㐨㊰上空空間の活用ࠊるためࡍᏑᅾࡀ⏬２つの地区ィࡳ

な地区ィ⏬ࢆᐃめるᚲ要࠶ࡀるࠋ 

ղ ᐜ✚⋡のタᐃ ەᐜ✚⋡ࡣ地区ィ⏬࡛ᐃめࢀࡽるࡇととなるࠊࡀ㐨㊰上空のᐜ✚⋡のタ⨨に

ついてタᐃ᪉ἲ࠼⪄࠺ࢆる不᫂確ࠋ 

ճ ᐜ✚⋡のቑ・

⛣㌿ 

࠾ᐜ✚⋡の⦆にࠊるሙྜࡍᐃࢆた㛤Ⓨࡋ活用ࢆ都ᕷ⏕≉ู地区ไᗘە

いてࡣබඹ㈉⊩ࡀ๓ᥦとなるࠊࡀ⦆ᐜ✚⋡とබඹ㈉⊩のෆᐜのุ᩿ᇶ‽

 ࠋていないࢀࡉ♧᫂確にࡀ➼

⾲－㸵 ᘓ築ᇶ‽ἲ㛵㐃の課題事項 

 項┠ 課題 

ձ ᥋㐨要௳の㐺

用 

ࠊࡾ࠾てࢀࡉとࠖとࡇるࡍ㸲㹫௨上の㐨㊰に２㹫௨上᥋ࠕࠊࡣᘓ築ᇶ‽ἲ࡛ە

ィ⏬⟇ᐃに␃ពࡀᚲ要ࠋ（ᮾி都ᘓ築Ᏻ᮲࡛ࠕࠊࡣ（大つᶍᗑ⯒࡛ࡣ）

㐨㊰に２㎶௨上᥋ࠊࡋཪᩜࡣ地のእ࿘の㛗ࡉの୕ศの୍௨上ࡀ㐨㊰に᥋ࡍ

るࡇとࠖとなっている） 

ᙇࢆ≀る㐨㊰上空にᘓ築ࡍ⾜୪ࠊࡣいて࠾の高ᯫ・᥀㐨㊰に首都高なە

ᘓ築ᩜ地ࠊるケースなࡍない区間にᘓ築ࡋ⾜୪ࡀ㐨㊰ࠊࡸケースࡍฟࡾ

のྲྀࡾ᪉に༑ศ␃ពࡀᚲ要ࠋ 

ղ ேᕤ地┙のྲྀᢅ

い 

ᅵᮌᵓ㐀≀とࢆேᕤ地┙のྲྀᢅいࠊるሙྜࡍᕤసࢆ≀㐨㊰上空空間にᘓ築ە

 （事業費にᙳ㡪）ࠋなる␗ࡀ‽るᇶࡍ㐺用ࡾࡼにるࡍᘓ築≀とࠊるࡍ

 

表８　建築基準法関連の課題事項
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3

るニーズが認められる。

　そこで国土交通省では、市街地の環境を確保しつつ、

適正かつ合理的な土地利用の促進と都市機能の増進とを

図るため、立体道路制度の適用を拡大することについて

検討を行っている（図１）。

５－２　現在進行中の取り組み

　老朽化が進展している首都高速道路においては、都市

との一体的な再生のあり方について検討が進められてい

る。特に日本橋区間においては、平成 29 年 11 月１日に

「首都高日本橋地下化検討会」が立ち上げられ、平成 30

年５月 22 日に地下ルート案などが公表されるなど、周

辺のまちづくりの展開と連携した地下化に向けた取り組

みが進められている（図２）。

　一方で築地川区間においては、采女橋付近に線形不良

４－２　事業成立に向けた課題

　道路上空空間を活用した官民連携による事業の成立に

関する課題事項について整理した。

　特に、道路上空空間の対価設定の算出方法及びそれら

の売却益の当該区間の整備費等への充当スキームの確立

は、事業成立性を確保する上では重要となる（表９）。

今後の展望

５－１　立体道路制度の適用範囲の拡大

　現行の立体道路制度では、都市再生緊急整備地外の場

合、自専道等の上空又は路面下の利用に対象が限定され

るが、地方都市等においても一般道路の上空利用に関す

5

 � 

（２）事業ᡂ❧に向けた課題 
道路上空空間を活用した官民連携による事業の成立に㛵ࡍる課題事㡯について整理した。 

≉に、道路上空空間の対౯タᐃの⟬出方ἲཬࡑࡧれらの༷┈のᙜヱ区間の整ഛ㈝等へのᙜ

 。る上では㔜要となるࡍの☜立は、事業成立ᛶを☜ಖ࣒࣮࢟ࢫ

⾲－㸶 事業ᡂ❧に向けた課題事項 

 項┠ 課題 

ձ 区ศ地上ᶒタᐃ対

౯のྲྀᢅい 

➼ᙜヱ区間のᩚഛ費ࢆ㐨㊰上空空間の༷┈（区ศ地上ᶒタᐃ対౯➼）ە

 （ᅜᗜに⣡付ࡾࡼᅜ᭷㈈⏘ἲにࠊᅜ㐨のሙྜ）のᙜྍ能ᛶ

 不᫂確ࡀ㐨㊰上空空間の対౯タᐃの算ᐃ᪉ἲ（及びዎ⣙᪉ἲ）ە

ղ ࡑの ەẸ間㛤Ⓨࣈࢸࣥࢭࣥࡍಁࢆ（⾜ᨻഃࡇࡀま࡛ᨭࡍるのࡀጇᙜ） 

 （㐨㊰༨用なࠊ区ศ地上ᶒ）るᶒཎࡍ用ࢆ㐨㊰上空ە

 たሙྜのスケジュールㄪᩚࡋᐃࢆる㛤Ⓨࡼ事業⪅にᩘ「ە

 スのබṇ化ࢭࣟࣉ㛤Ⓨィ⏬のᑂᰝ・ホ౯᪉ἲ・チㄆྍە

 ➼   費用㈇ᢸࠊᐁẸのࣜスクศᢸە

 

㸳．今後のᒎᮃ 

（㸯）❧య㐨㊰ไᗘの㐺用⠊ᅖのᣑ大 
⌧行の立体道路制度では、都ᕷ⏕⥭ᛴ整ഛ地እのሙྜ、⮬ᑓ道等の上空ཪは路㠃下の用に

対㇟が㝈ᐃࡉれるが、地方都ᕷ等においてࡶ一⯡道路の上空用に㛵ࡍるࢬ࣮ࢽがㄆめられる。 

つྜ理ⓗなᅵ地用のಁ進と都ᕷでᅜᅵ㏻┬では、ᕷ⾤地の⎔ቃを☜ಖしつつ、㐺ṇࡇࡑ

ᶵ⬟のቑ進とを図るため、立体道路制度の㐺用をᣑࡍるࡇとについて検討を行っている。 

   
 

出典：都ᕷ計画ᇶ本ၥ題ᑠጤဨ会都ᕷタ࣮࣡ࢢࣥ࢟資料より作成 

図－㸯 㐨㊰上空ࢆ活用ࡋたᅵ地の᭷ຠ用ࡀồめࢀࡽる 
 

（２）⌧ᅾ㐍⾜୰のྲྀ⤌ࡳ 
⪁ᮙ化が進展している首都高速道路においては、都ᕷとの一体ⓗな⏕のあり方について検討

が進められている。≉に日本橋区間においては、ᖹ成 2� ᖺ �� ᭶ � 日に「首都高日本橋地下化検

討会」が立ち上ࡆられ、ᖹ成 �� ᖺ 5 ᭶ 22 日に地下࣮ࣝࢺながබ⾲ࡉれるな、࿘㎶のまち

づくりの展開と連携した地下化に向けたྲྀ⤌ࡳが進められている。 

 

᪤Ꮡの㥐๓ᗈሙの上空用 ᪤Ꮡ㐨㊰ࢆᣳᩜࡔࢇ地のඹྠ化 

表９　事業成立に向けた課題事項

 � 

（２）事業ᡂ❧に向けた課題 
道路上空空間を活用した官民連携による事業の成立に㛵ࡍる課題事㡯について整理した。 

≉に、道路上空空間の対౯タᐃの⟬出方ἲཬࡑࡧれらの༷┈のᙜヱ区間の整ഛ㈝等へのᙜ

 。る上では㔜要となるࡍの☜立は、事業成立ᛶを☜ಖ࣒࣮࢟ࢫ

⾲－㸶 事業ᡂ❧に向けた課題事項 

 項┠ 課題 

ձ 区ศ地上ᶒタᐃ対

౯のྲྀᢅい 

➼ᙜヱ区間のᩚഛ費ࢆ㐨㊰上空空間の༷┈（区ศ地上ᶒタᐃ対౯➼）ە

 （ᅜᗜに⣡付ࡾࡼᅜ᭷㈈⏘ἲにࠊᅜ㐨のሙྜ）のᙜྍ能ᛶ

 不᫂確ࡀ㐨㊰上空空間の対౯タᐃの算ᐃ᪉ἲ（及びዎ⣙᪉ἲ）ە

ղ ࡑの ەẸ間㛤Ⓨࣈࢸࣥࢭࣥࡍಁࢆ（⾜ᨻഃࡇࡀま࡛ᨭࡍるのࡀጇᙜ） 

 （㐨㊰༨用なࠊ区ศ地上ᶒ）るᶒཎࡍ用ࢆ㐨㊰上空ە

 たሙྜのスケジュールㄪᩚࡋᐃࢆる㛤Ⓨࡼ事業⪅にᩘ「ە

 スのබṇ化ࢭࣟࣉ㛤Ⓨィ⏬のᑂᰝ・ホ౯᪉ἲ・チㄆྍە

 ➼   費用㈇ᢸࠊᐁẸのࣜスクศᢸە

 

㸳．今後のᒎᮃ 

（㸯）❧య㐨㊰ไᗘの㐺用⠊ᅖのᣑ大 
⌧行の立体道路制度では、都ᕷ⏕⥭ᛴ整ഛ地እのሙྜ、⮬ᑓ道等の上空ཪは路㠃下の用に

対㇟が㝈ᐃࡉれるが、地方都ᕷ等においてࡶ一⯡道路の上空用に㛵ࡍるࢬ࣮ࢽがㄆめられる。 

つྜ理ⓗなᅵ地用のಁ進と都ᕷでᅜᅵ㏻┬では、ᕷ⾤地の⎔ቃを☜ಖしつつ、㐺ṇࡇࡑ

ᶵ⬟のቑ進とを図るため、立体道路制度の㐺用をᣑࡍるࡇとについて検討を行っている。 

   
 

出典：都ᕷ計画ᇶ本ၥ題ᑠጤဨ会都ᕷタ࣮࣡ࢢࣥ࢟資料より作成 

図－㸯 㐨㊰上空ࢆ活用ࡋたᅵ地の᭷ຠ用ࡀồめࢀࡽる 
 

（２）⌧ᅾ㐍⾜୰のྲྀ⤌ࡳ 
⪁ᮙ化が進展している首都高速道路においては、都ᕷとの一体ⓗな⏕のあり方について検討

が進められている。≉に日本橋区間においては、ᖹ成 2� ᖺ �� ᭶ � 日に「首都高日本橋地下化検

討会」が立ち上ࡆられ、ᖹ成 �� ᖺ 5 ᭶ 22 日に地下࣮ࣝࢺながබ⾲ࡉれるな、࿘㎶のまち

づくりの展開と連携した地下化に向けたྲྀ⤌ࡳが進められている。 

 

᪤Ꮡの㥐๓ᗈሙの上空用 ᪤Ꮡ㐨㊰ࢆᣳᩜࡔࢇ地のඹྠ化 

出典：都市計画基本問題小委員会都市施設ワーキング資料より作成
図１　道路上空を活用した土地の有効利用が求められる例

38 39



まとめ
　本研究では、官民連携による立体道路制度活用時の課

題を中心に整理・検討を行った。今後、更なる展開を図

るには、「制度上の課題」や「事業成立に向けた課題」

等への対応策について検討の深度化を図る必要があると

考える。

6区間が連続しており、高齢化した構造物とあわせて更新

が求められている。今後は、道路上空空間を活用し、沿

線開発やまちづくりと連携した更新計画の検討が進めら

れる（図３）。

 6 

 
出典：首都高日本橋地下化検討会資料より作成 

図－２ 首都高（日本橋区間）の地下化について 

 
一方で築地川区間においては、采女橋付近に線形不良区間が連続しており、高齢化した構造物

とあわせて更新が求められている。今後は、道路上空空間を活用し、沿線開発やまちづくりと連

携した更新計画の検討が進められる。 

  

道路上空に建物を建築 道路上空に建物を建築しない

①道路上空空間のみを使い、 ビルを建設 ②隣接敷地と一体で建築 ③隣接敷地と一体化することで、容積率を活用
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　当機構では、民間企業等の ITS に関わる人材育成支援、
人材交流のために毎年 ITS セミナーを実施しています。
今まで年１回の開催でしたが、昨年から年２回（７月下旬、
11 月下旬もしくは 12 月上旬）となりました。
　今年度の第１回 ITS セミナーは７月 31 日（火）に開催
され、第２回 ITS セミナーを 11 月 30 日（金）の 15 時～
17 時にて当機構の会議室で開催し、参加者は 74 名でした。
　講師は、群馬大学　次世代モビリティ社会実装研究セン
ター センター長 教授　太田直哉 氏と株式会社 ZMP　プ
ラットフォーム事業部 営業マネージャー　岩野紘昌 氏に
講演していただきました。

　太田先生からは『群馬大学の次世代モビリティ研究』と
いう題目で、低速車両のスローモビリティとレベル４の自
動運転について講演していただきました。また、路線バス
の営業運転では全国初の試みとして、群馬大学と日本中央
バスが協力し、JR 前橋駅～上毛電鉄中央前橋駅の約１キロ
の区間で自動運転バスに一般客を乗せて走行させる実証実
験を 2018 年 12 月 14 日から実施することも話されました。
　岩野氏からは『ZMP の自動運転の取り組み』という題
目で、自動運転タクシーの営業実験、自動運転開発、自律
移動に必要なセンサー、自動運転とモビリティそして物流
支援などについて講演していただきました。

谷脇専務理事　挨拶 ITS セミナーの状況

群馬大学　太田教授 株式会社 ZMP　岩野氏

REPORT

平成30年度第2回 ITSセミナー開催
ITS・新道路創生本部　中村　徹、黒沢　由佳
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1 開催日時

　2018 年の IBTTAの Global Tolling Summit がオースト
リア　ザルツブルクのザルツブルク ･コングレスで開催さ
れました。
　会議期間は９月５月～７日の３日間、初日の５日はウィ
ーンからザルツブルクまでバスで移動しながらオーストリ
アの高速道路、大型車両検査そして高速道路メンテナンス
センターを視察し、６日と７日はセッションが開催されま
した。セッションは道路課金の他に自動運転、コネクテッ
ドカーなど最近注目されている内容がありました。
　IBTTA（International Bridge, Tunnel and Turnpike 
Association：国際有料道路協会）とは、橋・トンネル・
高速道路などの有料道路事業に携わる事業者の国際団体
（アメリカに事務所）です。

2 IBTTAザルツブルク会議概要

（１）９月５日：高速道路、大型車両の重量チェッ
ク施設、道路メンテナンスセンターの視察

①　道路課金施設（図３、４）
　オーストリアでは大型車両は車載器を利用した課金、乗
用車はビニエットを利用した課金を実施しています。
　大型車の課金のガントリー（路側機）は、課金だけのガ
ントリーとエンフォースメント用のカメラも設置されたガ
ントリーの２種類があります。
　課金だけのガントリーは８km～９km間隔で設置、短
いところでは２km間隔もあり、エンフォースメント用カ
メラが設置されたガントリーは、20km～ 30km間隔で設
置されていました。
②　大型車両の重量チェック施設（図５～ 14）
　3.5t 以上の車両は施設に入るように路側機で指示があり、
すべての 3.5t 以上の車両が施設に入ります。
　施設の入り口で重量を測定し、軸重が重い車両は建物に
呼び込まれます。
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ᵧᵠᵲᵲᵟザルツブルク会議出席概要報告ᴾ

ITS࣭新道路⏕ᮏ部� ୰ᮧ� ᚭ 
 
1� 㛤ദ日 

201�ᖺの I%TT$の*OREDO TROOLQJ SXPPLWがオーストリア� ザルツブルクのザルツブルク㺃コンࣞࢢスで㛤

ദされました。 
会議ᮇ㛫は9月5月～7日の3日㛫、ึ日の5日は࢘ィーンࡽザルツブルクまでࣂスで移動し࡞がࡽオース

トリアの㧗㏿道路、ᆺ車両᳨ᰝࡑして㧗㏿道路メンテナンスセンターを視察し、6 日と 7 日はセションが㛤ദ

されました。セッションは道路課金の他に自動運転、コネクテッドカー࡞最㏆ὀ┠されている内容がありまし

た。 
I%TT$㸦IQWHUQDWLRQDO %ULGJH� TXQQHO DQG TXUQSLNH $VVRFLDWLRQ：国際有料道路協会）とは、ʟ ࣭トンネル࣭

㧗㏿道路࡞の有料道路ᴗにᦠࢃるᴗ⪅の国際ᅋయ㸦アメリカにົᡤ）です。 
 

�  
図 1� I%TT$ザルツブルク会議会ሙ� � � � � � � � � � � 図 2� 会ሙධ  ཱྀ

 
2� I%TT$ザルツブルク会議ᴫせ 
2-1．9月5日：㧗㏿道路、ᆺ車両の重量チ࢙ック施設、道路メンテナンスセンターの視察 
1）道路課金施設 
オーストリアではᆺ車両は車㍕ჾを⏝した課金、⏝車はビニ࢚ットを⏝した課金をᐇ施しています。 
ᆺ車の課金の࢞ントリー㸦路ഃᶵ）は、課金だࡅの࢞ントリーと࢚ン࢛ࣇースメント⏝のカメࣛࡶ設置され

た࢞ントリーの2✀㢮があります。 
課金だࡅの࢞ントリーは �～9㛫㝸で設置、▷いとࢁࡇでは2㛫㝸ࡶあり、࢚ン࢛ࣇースメント⏝カメ

ࣛが設置された࢞ントリーは、20～30㛫㝸で設置されていました。 
 

図１　IBTTA ザルツブルク会議会場
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図２　会場入口
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　この様な施設はオーストリアに 70 か所あり、施設がな
い地域では移動式の重量測定器でチェックを行います。施
設は山間部に向かう路線に設置されています。

　年々、重量チェックの台数が少なくなっているとのこと
です。これはドライバー同士がFacebook など SNS で連
絡を取りあって重量チェックをすり抜けているそうです。
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図 5� 3�5W以ୖ車両のᣦ♧ 

⾲♧ᯈでྑ車⥺にධる࠺ࡼにᣦ♧ 
ᣦ♧㏻りにྑഃ車⥺を㉮⾜するとᆺ車両重量᳨ᰝ施設に㐍ධ 

�  
図 6� 重量測定ჾ� � � � � � � � � � � � � � 図 7� ㍈重が重い車両はྑഃのᘓ物 

�  � �  
図 �� 各ᖺのᆺ車両測定ྎ �ᩘ � � � � � � � � 図 9� 重量ィ測῭ࡳ車両のナンࣂーᙳ 

重量測定をᐇ施したᆺ車両のナンࣂーをᙳして、センターにࡑの情報を㏦ಙし、重量ィ測をᐇ施したྰ

 。ていますࡗ⾜の情報ඹ有を
 

図５　3.5t 以上車両の指示
表示板で右車線に入るように指示

指示通りに右側車線を走行すると大型車両重量検査施設に進入
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図 3� 課金⏝アンテナだࡅの࢞ントリー 

 
図 4�  ントリー࢞設置されたࡶースメント⏝のカメ࢛ࣛࣇン࢚

 
2）ᆺ車両の重量チ࢙ック施設 

3�5W以ୖの車両は施設にධる࠺ࡼに路ഃᶵでᣦ♧があり、すての3�5W以ୖの車両が施設にධります。 
施設のධりཱྀで重量を測定し、㍈重が重い車両はᘓ物にࡧ㎸まれます。 
。ックを⾜います࢙いᆅᇦでは移動式の重量測定ჾでチ࡞ᡤあり、施設が施設はオーストリアに70࡞のᵝࡇ

施設はᒣ㛫部にྥ࠺路⥺に設置されています。 
ᖺࠎ、重量チ࢙ックのྎᩘがᑡࡗ࡞ࡃ࡞ていとのࡇとです。ࡇれはドࣛࣂーྠኈが)DFHERRN࡞S1Sで㐃

⤡をྲྀりあࡗて重量チ࢙ックをすり抜ࡅている࠺ࡑです。 
ᆺ車両のチ࢙ック施設では危険物チ࢙ックࡗ⾜ࡶています。危険物は✚ࡳⲴの☜ㄆ⚊でぢますが、外ほ、⮯

いでࡶ☜ㄆする࠺ࡑです。 
㆙察のᆺ車両チ࢙ック車両にはᨺᑕ⬟測定ჾࡶᖖ備し、㆙察の車両ྲྀ⥾りはᆺ車両だࡅでࣂࡃ࡞クのᨵ

㐀ྲྀり⥾まりࡗ⾜ࡶています。 

課金⏝アンテナ 

ナンࣂーᙳカメ  ࣛ 課金⏝アンテナ 

図４　エンフォースメント用のカメラも設置されたガントリー
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図３　課金用アンテナだけのガントリー
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　大型車両のチェック施設では危険物チェックも行ってい
ます。危険物は積み荷の確認票で見ますが、外観、臭いで
も確認するそうです。
　警察の大型車両チェック車両には放射能測定器も常備し、
警察の車両取締りは大型車両だけでなくバイクの改造取り

締まりも行っています。
　重量測定を実施した大型車両のナンバーを撮影して、セ
ンターにその情報を送信し、重量計測を実施したか否かの
情報共有を行っています。
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図 �� 各ᖺのᆺ車両測定ྎ �ᩘ � � � � � � � � 図 9� 重量ィ測῭ࡳ車両のナンࣂーᙳ 

重量測定をᐇ施したᆺ車両のナンࣂーをᙳして、センターにࡑの情報を㏦ಙし、重量ィ測をᐇ施したྰ

 。ていますࡗ⾜の情報ඹ有を
 

� 図６　重量測定器� 図７　軸重が重い車両は右側の建物へ
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� 図８　各年の大型車両測定台数� 図９　重量計測済み車両のナンバー撮影
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 �  �   
図 10� 移動式重量測定車� � � � � � � 図 11� 重量測部分� � � � � � � 図 12� 重量測定風景 

�   
図 13� 危険物分析車� � � � � � � � � � 図 14� 危険物分社車内部 

 
3）道路メンテナンスセンター 
ザルツブルクにあるメンテナンスセンターを視察しました。 
当施設は主に冬の雪に対応した車両や設備が設置されていました。 

 
図 15� メンテナンス車両 

 
2-2．9月6日～7日：セッション会議 
セッション会議は各国の最新情報について報告する内容であり、各国の道路課金の状況の他、コネクテッド ビ

ークル、協調 ITS、自動運転、モビリティサービスの情報提供がありました。国際有料道路協会の会議だが、道

路課金以外の報告が多い。 
1）道路課金の報告 
道路課金の報告では、オーストリアの道路課金の状況と今後の道路課金について、欧州統一道路課金の状況、

世界の道路課金の状況でした。世界の道路課金はペルー、クロアチア、スロベニア、トルコ、アメリカの各国の

状況について報告がありました。報告の一部抜粋を図16と図17に添付します。 

� 図 10　移動式重量測定車� 図 11　重量測部分� 図 12　重量測定風景
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③　道路メンテナンスセンター（図 15）
　ザルツブルクにあるメンテナンスセンターを視察しました。
　当施設は主に冬の雪に対応した車両や設備が設置されて
いました。

（２）９月６日～７日：セッション会議
　セッション会議は各国の最新情報について報告する内容
であり、各国の道路課金の状況の他、コネクテッド ビー
クル、協調 ITS、自動運転、モビリティサービスの情報提
供がありました。国際有料道路協会の会議だが、道路課金
以外の報告が多い。
①　道路課金の報告
　道路課金の報告では、オーストリアの道路課金の状況と

今後の道路課金について、欧州統一道路課金の状況、世界
の道路課金の状況でした。世界の道路課金はペルー、クロ
アチア、スロベニア、トルコ、アメリカの各国の状況につ
いて報告がありました。報告の一部抜粋を図 16 と図 17 に
添付します。
　ペルーにもETCはあるが、現金の利用者が多いとのこ
と。割合はETCの利用率は 20％、現金の利用率は 80％、
ナンバーで課金のエラーチェックを行いますが、国外のナ
ンバーはチェックできないそうです。
②　道路課金以外の報告
　コネクテッド ビークルでは、高速道路のメンテナンス
に活用出来るのでは？という話題、自動運転車と道路をつ
なげた活用について報告がありました。
　協調 ITS ではオーストリアで検討されているC-ITS（協
調 ITS）の通信メディアについて報告がありました。
　自動運転では、オーストリアで実施している自動運転の
実験状況、アメリカで実施されている自動運転の実験につ
いて報告がありました。
　モビリティサービスでは、シェアサービスやスマートホ
ンを活用した様々なサービスとの連携について報告があり
ました。
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�   
図 16� クロアチアの報告� � � � � � � � � � � � 図 17� ペルーの報告 

ペルーにࡶ(T&はあるが、⌧金の⏝⪅が多いとのࡇと。ྜは(T&の⏝⋡は20㸣、⌧金の⏝⋡は�0㸣、

ナンࣂーで課金の࢚ࣛーチ࢙ックを⾜いますが、国外のナンࣂーはチ࢙ックで࡞ࡁい࠺ࡑです。 
 
2）道路課金以外の 
コネクテッド ビークルでは、㧗㏿道路のメンテナンスにά⏝ฟ᮶るのでは㸽とい࠺ヰ㢟、自動運転車と道路を

つࡆ࡞たά⏝について報告がありました。 
協調 ITSではオーストリアで᳨ウされている&-ITS㸦協調 ITS）の㏻ಙメࢹィアについて報告がありました。 
自動運転では、オーストリアでᐇ施している自動運転のᐇ㦂状況、アメリカでᐇ施されている自動運転のᐇ㦂

について報告がありました。 
モビリティサービスでは、シ࢙アサービスやス࣐ート࣍ンをά⏝したᵝ࡞ࠎサービスとの㐃ᦠについて報告が

ありました。 
 
 

以  ୖ
 

� 図 16　クロアチアの報告� 図 17　ペルーの報告
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2-2．9月6日～7日：セッション会議 
セッション会議は各国の最新情報について報告する内容であり、各国の道路課金の状況の他、コネクテッド ビ
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図 15　メンテナンス車両
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平成30年度臨時評議員会の開催概要

第20回理事会の開催概要

「平成31年度道路関係予算概算要求概要」等説明会を開催
　平成 30 年 9 月 20 日（木）、国土交通省より講師をお招きし、「平成 31 年度道路関係予算概算要求概要」等の説明会を開催
いたしました。
　はじめに、国土交通省道路局総務課西山企画官より、「平
成 31 年度道路関係予算概算要求概要等」について、道路関
係予算・主要施策等の概要をご説明いただきました。
　次に、同省道路局企画課松本道路事業調整官より、「道路
行政をめぐる最近の話題」について、被災地の復旧・復興、
老朽化対策・逆走対策、スマートインターチェンジの整備
等についてご講演いただきました。当日は、賛助会員の皆様、
約 70 名のご参加をいただき、道路行政の動きなどの情報に、
熱心に耳を傾けておられました。

　平成 30 年度の臨時評議員会が平成 30 年 11 月 13 日（火）に開催され、次のとおり決議、報告されました。

１．理事４名選任の件について、原案のとおり承認
可決されました。※新役員名簿　次頁表１参照

２．役員評価委員会結果報告の件について、報告
しました。

３．業務執行状況報告の件について、報告しました。
４．国際標準化作業から垣間見る ITS の世界動向

報告の件について、報告しました。

　第 20 回理事会が平成 30 年 11 月 13 日（火）に開催され、次のとおり決議、報告されました。

１．役職理事の選定の件について、原案のとおり
承認可決されました。

２．役員評価委員会結果報告及び臨時評議員会に
おける理事選任報告の件、報告しました。

３．職務執行状況報告の件について、報告しました。
４．国際標準化作業から垣間見る ITS の世界動向

報告の件について、報告しました。
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新役員名簿
表１ （敬称略）

平成 30 年 11 月 13 日現在

区　分 役　職 氏　名 所　属・役　職

非常勤 代表理事
会　長 佐々木眞一 トヨタ自動車株式会社技監

非常勤 代表理事
理事長 朝倉　康夫 東京工業大学　環境・社会理工学院　教授

常 勤 業務執行理事
専務理事 谷脇　　暁 一般財団法人道路新産業開発機構専務理事

（新任） 常 勤 業務執行理事
常務理事 菊地　春海 一般財団法人道路新産業開発機構常務理事

非常勤 理　事 天野　　肇 特定非営利活動法人 ITS Japan 専務理事

非常勤 理　事 内田　義昭 KDDI 株式会社取締役執行役員副社長

（新任）非常勤 理　事 鹿島　幹男 一般財団法人道路厚生会理事長

非常勤 業務執行理事
理　事 鈴木　克宗 株式会社エイテック会長

非常勤 理　事 中野　　節 一般財団法人日本自動車研究所業務執行理事

非常勤 理　事 西岡　誠治 一般社団法人電波産業会理事

（新任） 非常勤 理　事 大西　英史 首都高速道路サービス株式会社代表取締役社長

非常勤 理　事 東出　康宏 株式会社日立製作所　社会イノベーション事業推進本部
サービス事業推進本部　担当本部長

（新任） 非常勤 理　事 宮園　昌明 東日本電信電話株式会社ビジネスイノベーション本部
フロントサポート部長

非常勤 理　事 森地　　茂 政策研究大学院大学政策研究センター所長

14 名

非常勤 監　事 今井　英雄 損害保険ジャパン日本興亜株式会社企画開発部主査

非常勤 監　事 滝田　　清 前一般財団法人河川情報センター業務執行理事

2 名
※新役員名簿は、当機構ホームページ（http://www.hido.or.jp/）に掲載しております。

　11 月 13 日付　辞職
常務理事 尾

び

藤
とう

　勇
いさむ

　11 月 13 日付　新任
常務理事 菊

きく

地
ち

　春
はる

海
み

役職員の人事異動
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